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完成 イラ スト だ け で は 分 か ら な い 
色 塗 り の 手順 と テク ニッ ク を 徹底 解説 ! 
5 人 の 作家 陣 が 「 メ イキ ング 希望 」 の 声 に 応え ます ! 
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は じ め に 


デジ タル イラ スト を も っ と ステ ッ プ アッ プ し た いと 思っ て 、 
色 塗り を 頑張 ろう と いう 人 は 多い と 思い ます 。 

色 塗 り は イラ スト の 雰囲気 や 見 栄え に 大 きく 影響 する の で 、 
少し の 工夫 で も 見 違え る よう に よく な っ た り し ます 。 

た だ 、 そ う は 言っ て も カラ ー イ ラス ト の 世界 は 

奥 が 深く 難し いも の 。 

「 色 塗り は どう も 苦手 ……] と 

悩ん で いる 人 も いる の で は な いで し ょ うか が 。 


本 書 で は 、 色 塗り を 上 達し た い 人 の た め に 、 

5 人 の 作家 陣 が それ ぞ れ の 手法 を メイ キン グ 形 式 で 
詳し く 解説 し て いま す 。 

完成 イラ スト を 見 る だ け で は 分 か ら な い 

塗り の 手順 や 微妙 な 表現 、 使 っ て いる 色 な ども 
画面 つき で 細か く 掲載 し て いる の で 、 

塗り に 苦手 意識 を 持っ て いた 人 も 、 シ ンプ ル な 下塗り か ら 
イラ スト が 仕上 が っ て いく 過程 を よく 理解 で きる と 思い ます 。 


5 人 と も それ ぞ れ 作風 は 異な る の で 、 

その 作家 独特 の 表現 や テク ニッ ク が あっ た り 、 

逆 に 作風 は 違っ て も 、 手 法 的 に は 共通 し た 傾向 が 
見 えた りす る か も し れ ま せん 。 

また 、 自 分 と は 違う タイ プ の 塗り 方 を 参考 に する こと で 、 
新た な 発見 が ある か も し れ ま せん 。 


よく 研究 し て 、 ぜ ひ 本 書か ら み な さん の イラ スト 上 達 に 
役立つ ヒン ト を 見 つけ て も ら え れ ば と 思い ます 。 


※ 本 書 は 、 す で に ある 程度 CG で イラ スト を 描い た 経験 の ある 方 を 対象 に に て いる た め 、 ペ イ 
ント ソフ ト の 基本 的 な 使い 方 に つい て は 解説 を 省略 し て いま す 。 ま た 、 メ イキ ング は 色 塗 り を 
中 心 に 掲載 し 、 線 画 制作 の 手順 は 簡略 化 し て いま す 。 


※ 誌 面 に 掲載 【 て いる 色 は 、 モ ニタ ー 画 面 で の 見 え 方 と は 異な る 場合 が あり ます 。「 使 用 す 
SB) 欄 に RGB 値 を 併記 し て いる の で 、 参 考 に し て くだ さい 。 


本 書 内 容 に 関す る 
お 問い 合わ せ に つい て 


本 書 に 関す る ご 質問 、 正 誤 表 に つい て は 、 下 記 の Web 
ペー ジ を ご 参照 くだ さい 。 


(正誤 表 ) 
http://www.shoeisha.co.jp/book/errata/ 


(刊行 物 Q&A) 
http://www.shoeisha.co.jp/book/qa/ 


イン ター ネッ ト を ご 利用 で な い 場 合 は 、FAX ま た は 郵便 に て 、 
下記 まで お 問い 合わ せく だ さい (電話 で の ご 質問 は お 受け し て 
お り ま せん ) 。 


〒160-0006 東京 都 新宿 区 舟町 5 
(tk) 翔 泳社 愛読 者 サー ビス セン ター 


FAX 番号 : 03-5362-3818 


※※ 本 書 で 紹介 する 情報 は 2013 年 7 月 時 点 で の 情報 で す 。 製品 や サー ビス 
の リニュ ー ア ル な ど が あっ た 場合 、 操 作手 順 、 画 面 、URL が 本 書記 載 内 容 
と は 異な る こと が あり ます 。 


※ 本 書 の 出版 に あたっ て は 正確 な 記述 に つと め ま し た が 、 著 者 や 出版 社 な 
どの いずれ も 、 本 書 の 内 容 に 対し て な ん ら か の 保証 を する も の で は な く 、 内 
容 や サン ブル に 基づく いか な る 運用 結果 に 関し て も いっ さい の 責任 を 負い ませ 
ho 


※ 本 書 に 掲載 され て いる 画面 イメ ー ジ な ど は 、 特 定 の 設定 に 基づい た 環境 に 
て 再現 され る 一 例 で す 。 


※ 本 書 に 記載 され て いる 会 社名 、 製 品名 は それ ぞ れ 各社 の 商標 お よび 登録 
商標 で す 。 


o 
2 
© 
x 
る 
cy 
yo 
= 
| > 
xe) 
i<j 
Bo 
= 
6 
fe 
の 
S| 


: Illustration by kyuri 


Chapter 3: Illustration by Izumi Sai 
/ 005 


; | 
( 
| 
= 
= 
Zs 
5 
2 
"本 ヨ 
wm 
> 
a 
< 
に 】 
Ze 
© 
る 
2 


SEs 


彩 や 
の か 
塗 な 
り 
レッ ァ ル ラスト by は ね こと 


SHOU 


et 


現 の 
す 効 
る 果 
Digital Ultust = り 
Coloring = 
= Quewmtiew = eal 
Gontents 上 018 
は じ め に = = 
= ん 2 の = 
ee = Fay = 
nig = 020 ミ 
0 = ん Z の 2 = 
= の 塗り ミ 5 
に FT pat = の wwew 
AHMepo3 = る の 
. ミミ 小物 と 地面 の 塗り ae 
Introduction = 034 aa の 流れ 
O7 a 2 の / 62 
代表 的 な ペイ ント ソフ ト ミ 植物 の 塗り ie 
010 = 042 = 062 
O2 a の 2 の 上 Step03 
ペイ ント ソフ ト の 機能 。 ミ i 2 人 物 の 塗り 
(ブラ シ ) = = 073 
012 2 z Gro 
O38 = = 背景 の 塗り 
ペイ ント ソフ ト の 機能 = = 085 
(レイ ヤー) = ミ Gt “p05 
on a = エフ ェクト 
OF = 091 
ペイ ント ソフ ト の 機能 = = Step06 
(画像 補正 ) = ヨ 仕上 げ 


008 Contents 


Overview 
100 


Stepol 
粗 塗り 
102 
Stepo2 
背景 の 塗り 
108 
Stepo3 
キャ ラク ター の 塗り 
117 
Stepo4 
仕上 げ 
123 


HIOHOUIHIHIUUOUUUIIEIOIIIIHI 


テテ マロ ヘン 


EIA EE ERE EA TITER 


VUE EEE eee 


TD 


Overview 
126 


Step01 
ラフ ー 下 塗り 
128 
Step02 
人 物 の 塗り 
133 
Step03 
背景 の 塗り 
146 
Step04 
仕上 げ 
159 


HI eee eet 


ne Y 


Cheetos 


166 


StepO1 
水彩 塗り に つい て 
168 


Step02 
人 物 の 塗り 
171 
Step03 

景 の 塗り 
188 
Step04 
加筆 修正 
194 


Step05 


仕上 げ 
203 


HU HU eee 


w 
代表 的 な 
of 。/ ド ソン アド 
パソ コン で カラ ー の CG イラ スト を 描く た め に は 、 ベ イン ト ソ フト が 必要 で す 。 
は じ め に 、 本 書 の 各 章 の 作例 で も 制作 に 使用 し て いる 代表 的 な ベイ ント ソフ ト を 紹介 し ます 。 


ベイ ント ツー ル SAI 


BS 気軽 に 気持 ちよ く 絵 が 描け る こと を 目指 し 
て 開発 され た ペイ ント ソフ ト で 、 手 ブレ 補 
正 を 搭載 し た 独自 の 描画 機能 に よる 、 非常 
に な め ら か な 描き 味 が 特徴 で す 。 ス キャ ナ 
取込み 機能 や 印刷 機能 な ど は 搭載 し て い 
な い シ ンプ ル な 作り で 、 他 の ソフ ト と 比べ 
て 軽快 に 動作 する の で 、 古 め の パ ソコ ン や 
ノー トバ パソ コン な ど で も 十分 な 動作 が 可能 
で す 。 比較 的 安価 な こと も あり 、 近 年 非常 
に 人 気 の あ る ソフ ト で す 。 

ベイ ント ツー ル SAI Ver.1.1.0 
(SYSTEMAX) 
http://www.systemax.jp/ja/sai/ 


価格 :5.250 円 (税込 ) ご 1 ライ セン ス 
Dame Snesmamemn smsssz| ※Windows 版 の み 


も と は フォ トレ タッ チ (写真 補正 ) 用 に 開発 
され た ソフ ト で す が 、 現在 は 写真 ・ デ ザイ ン ・ 
DTP・ 印 刷 業界 の ほか 、 イ ラス ト や Web fill 
作 な ど 、 画 像 を 扱う あら ゆる 分 野 で 広く 使 
用 され て いる 業界 標準 の ソフト で す 。 パ ソ 
コン で の CG イラ スト に も 早く か ら 利 用 され 
て お り 、 ブ ラ シ や レイ ヤー を 使っ た イラ スト 
制作 の ほか に 、 高 機能 な フィ ル タ で の エフ ェ 
クト 追加 や 色調 補正 、 印 刷 用 途 で の CMYK 
変換 な ど 仕上 げ 処 理 に も 使わ れ ま す 。 
Adobe Photoshop CC 

Adobe Photoshop CC 
http://www.adobe.com/jp/products/ 


photoshop.html 
価格 : 月 額 2.200 円 (税込) 年間 プ ラン の 場合 


水 従 来 は 店 頭 で パ バッ ケー ジ が 販売 され て いま し た が 、2013 年 6 月 に 「Photoshop CC] が リリ ー ス され 、 ク ラウ ドサ ービス 
[Adobe Creative Cloud] 内 の 1 製品 と し て 、 月 額 制 で 常に 最新 版 を ダウ ン ロ ー ド し て 利用 で きる 販売 形態 に 変更 と 
な り まし た 。 
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Corel Painter 


アナ ログ 画材 を PC 上 で 再現 する こと を コン セプト と し 
て いる ペイ ント ソフ ト で す 。 描き 味 が な め ら か で 、 水 彩 、 
油彩 、 ア クリ ル 、 パ ステ ル 、 色 鉛筆 、 エ アブ ラ シ な ど 、 
実際 の 画材 を も と に し た 数 多く の ブラ シ を 搭載 し て いま 
| す 。 また 、 紙 の キャ ン バ パス の よう な テク スチ ャ や 、 絵 の 
具 が 乾く タイ ミン グ ま で 設定 で きま す 。10 年 以上 前 か 
ら Photoshop と 並ん で CG イラ スト 制作 に よく 用 いら れ 
て いる 、 歴 史 の ある ペイ ント ソフ ト で す 。 

Corel Painter 12 
http://corel.e-frontier.co.jp/products/illustrator/painting/ 
Painter12/ 


=| 価格 : バ パッケージ 版 62,790 円 (税込 ) 、 ダ ウン ロー ド 版 59,800 円 
wm] (税込 ) 


その 他 の ベイ ント ソフ ト 


上 記 で 紹介 し た 3 つの 他 に も 、 有 料 ・ 無 料 癌 わ ず 多く の ベイ ン CLIP STUDIO PAINT PRO 

ト ソ フト が あり ます 。 ブ ラ シ や レイ ヤー な どの 基本 的 な 機能 は http://www.clipstudio.net/ 

どの ソフ ト で も た いて い 搭 載 し て いる の で 、 本 書 で の 塗り 方 や 

考え 方 は 他 の ソフ ト で も 応用 し た り 参考 に で きる と 思い ます 。 OpenCanvas 
http://www.portalgraphics.net/oc/ 

poms Photoshop Elements 11 FireAlpaca 

http://www.adobe.com/jp/products/photoshop-elements.html hitp://firealpaca.com/ 

Corel Painter Essentials 4 Pla 

http://corel.e-frontier.co.jp/index.php?id=95 hhikox/ freee pinta: pi 
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カラ ー イ ラス ト 制 作 に 役立つ ハー ドウ ェ ア 


ペイ ント ソフ ト と パソ コン と ペン タブ レッ ト が あれ ば 、 カ ラー の CG 
イラ スト を 描く た め の 最低 限 の 環境 は 整い ます が 、 こ こ で は 、 よ り 
快適 に イラ スト を 描く と いう 観点 か ら 、 役 立つ ハー ドウ ェ ア を 紹介 し 
ます 。 


@ モニ ター 

パソ コン 付属 の モニ ター や ノー ト パ ソ コン の 液晶 画面 で も イラ ス 
ト の 制作 自体 は 可能 で す が 、 別 途 イ ラス ト 制作 用 に モニ ター を 用 
意 す る の も よい で し ょ う 。 より 大 き な 画 面 で 快適 に 作業 し た り 、 ム 
ラ や 色 ず れ の 少な いよ り 正 確 な 色 で 制作 する こと が で きま す 。 

スペ ッ ク と し て は 、 画 面 サ イズ 22 ~ 24 イン チ 以 上 、 解像度 
フル HD (1920x1080 ピク セル ) 以上 で 、IPS 方 式 の 液晶 パ 
ネル を 搭載 し た 最近 の グラ フィ ックス 向け モニ ター で あれ ば 、 快適 
に 作業 が で きる と 思い ます 。 よ り ハ イエ ンド な モデ ル で は 、 色 や 明 
る さ を 一 定 に 保つ た め の カ ラー キャ リブ レー ショ ン 機 能 を 搭載 し て 
いる 製品 も あり ます 。 

また 、2 台 以 上 の モニ ター を 接続 し て マル チ モ ニタ ー 環 境 に す 


れ ば 、 作 業 効率 も 向上 し ます 。 


@ ス キャ ナ 

ラフ か ら す べ て ペイ ント ソフ ト 上 で 描く の で あれ ば 必要 あり ませ ん 
が 、 ラ フ や 線画 を アナ ログ で 描い て 取り 込む の で あれ ば スキ ャ ナ 
が 必要 に な り ま す 。 線画 まで の 取り 込み で あれ ば 、 機 種 や スペ ッ 
ク の 差 は それ ほど 気 に し な く て も よい よう で す 。 プリ ンタ と の 複合 機 
を 選ん で も よい で し ょ う 。 

線画 の 取り 込み だ な け で な く 、 テ クス チャ に し た い 素 材 や 参考 資 
料 を 取り 込む と いう 使い 方 も で きま す 。 


補助 入 カ デバ イス 

ペン を 使う 方 と は 逆 の 手 で 操作 する 入力 機器 で す 。 ボ タン に 任 
意 の キー 操作 や ズー ム 操作 ・ ス クロ ー ル 操作 な ど を 割り 当て られ る 
の で 、 い ちい ち メ ニュ ー を 操作 し た り キ ー ボ ー ド を 操作 する 手間 が 
省け ます 。「 左 手 用 デバ イス ] (左右 兼用 の 製品 も あり ます ) と か 、 
ゲー ム 用 の も の は 「 ゲ ー ミ ング デバ イス 」| と も 呼ば れ た り し ます 。 
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プラ シャリ 


ベイ ント ソフ ト で 色 塗り に 使う ブラ シ ツ ー ル は 、 デ フォ ルト で 登録 され て いる ブラ シ 以 外 に も 、 
設定 を カス タマ イズ し て オリ ジ ナ ル の ブラ シ を 登録 する こと が で きま す 。 

ブラ シ は ソフ ト に よっ て も 描き 味 や 設定 で きる 項目 に 違い が ある の で 、 

いろ いろ 設定 を 試し て みて 、 自 分 好み の カス タム ブラ シ を 作っ て み ま し よう 。 

各 章 の メイ キン グ 内 で も カス タム ブラ シ の 設定 例 を 紹介 し て いる の で 、 参考 に し て くだ さい 。 


SAI で は 主 な 描画 用 の ブラ シ と し て 、「 鉛 筆 ] [エア ブラ シ ] 「 筆 ] 
「 水 彩 筆 ] 「 マ ー カ ー」 「 消 し ゴム ] の 6 種類 が デフ ォ ルト で 登 


それ ぞ れ 設定 で きる 項目 に 違い が あり 、 濃 度 や 筆 圧 の 硬軟 、 
混色 や 水分 量 、 色 延び な ど を 設定 で きま す 。 


録 さ れ て いま す 。 
@ 鉛筆 @ エアブラシ  e 筆 @ 水彩 筆 
ァ アー — 、 きき 
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75.92 (to) 73722 [oo ュ 
(cor 回 (cma oy so pies! 


| ば 22 チ ャ な し 】 同和 


Introduction 


[22 な し 】 回 


=z uo 還 還 和み - 
BE: 口 濃度 フサ イズ 


SE: Vie フサ イズ RE 


Iris) 筆 
gh AB 


マー カー SALT 選択 > RAL 
の 診 


iw 


SHB lr tay 


Photoshop 


Photoshop で は 、 ブ ラ シ パ ネル か ら ブ ラ シ 
設定 を 細か く カ スタ マイ ズ し て 登録 し 、 何 


パタ ー ン も の ブラ シ 設 定 を 使い 分 ける こと 
が で きま す 。 自分 で 作る だ け で な く 、Web 
上 で 公開 され て いる ブラ シフ ァイル を 読み 
込む こと も で きま す 。 


© 恒 広 水 和 ブ ラッ 
% 荒 目 ドラ イブ ラッ 
% 荒 目 モッ プ ブ ラッ 
SRB Kaz 


© (の 水彩 
ドラ イブ ラッ 


@ $9 目 モ セッ プ ブラシ 

0 水彩 平 筆 ブ レン ド 
@ AGZALILUZN 
STINE 


Painter の ブラ シ は 、 さ ま ざ ま な 画材 を 再現 し た 「 ブ 
ラ シ カ テ ゴ リ ] と 、 ブ ラ シ カ テ ゴ リ 内 の さら に 詳細 な 
ブラ シ 設 定 で ある 「 ブ ラ シ バ リア ント ] か ら 構 成 さ 
れ て いま す 。 カ スタ ム ブ ラ シ を 設定 ・ 登 録 す る こと 
も で きま す 。 
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ペイ ント ソフ ト の 機能 (レイ ヤー 
ベイ ント ソフ ト で カラ ー イ ラス ト を 制作 する 場合 、 デ ジタル な ら で は の さま ざま な 表現 や 効果 を 得る た め に 
レイ ヤー の 使い こなし も 重要 で す 。 ここ で は SAI を 例 に 、 よ く 使わ れる レイ ヤー の 機能 を 紹介 し ます 。 


用 紙質 感 ・ 画 材 効果 


レイ ヤー の 不透明 度 を 変更 する こと で 、 半 透明 の 効果 を 表現 
する こと が で きま す 。 

また [不透明 度 保護 ] に チェ ッ ク を 入れ る と 、 透 明 な 部 分 に は 
描画 され な く な る の で 、 す で に 塗っ て ある 領域 か の ら は み 出さ ず 
に 加筆 で きま す 。 


クリ の ビビ ジグ 


用 紙質 感 ] は 、 用 紙 の 質感 を レイ ヤー 上 の 描画 に 付与 し ます 。 
用 紙質 感 を 設定 し た レイ ヤー に 描画 する と 、 実 際 の 紙 の 地 の 
よう な 効果 が 表現 され ます 。 [水彩 1] [水彩 2] [画用紙 ] [キャ 
ン バ ス ] か ら 選 択 で きま す 。 

画材 効果 ] で は 、[ 水 彩 境界 ] を 選択 する と 、 水 彩 絵 の 具 で 
描い た よう な 境界 線 を レイ ヤー 上 の 描画 に 付与 で きま す 。 


※※ 用 紙質 感 * 画 材 効果 を 設定 し た レイ ヤー は 、 レ イヤ ー の 結合 や PSD 形 式 で の 保存 を 行 
うと 、 表 示さ れ て いる 効果 が 直接 画像 に 適用 され ます 。 ま た 、 単 狼 の レイ ヤー で は な く レ 
イヤ ー セ ッ ト に 適用 され た 用 紙質 感 は 、PSD 形 式 で の 保存 時 に は 反映 され ませ ん 。 


下 の レ イヤ ー の 領域 
描画 され る 


クリ ッ ピ ング と は 、 下 の レイ ヤー で 描画 し た 
と ころ に だ け 色 を 塗り 重ね る こと が で きる 機 
能 で す 。 ク リッ ピン グ を 使う と 、 下 地 の レ イ 
ヤー を 元 に し て 上 の レイ ヤー で は み 出 さ ず に 
色 を 塗り 重ね た り 、 下 の レイ ヤー の 線画 を 上 
の レイ ヤー の べた 塗り 色 に 変更 し た りす る こ 
と が で きま す 。 

クリ ッ ピ ング を 有効 に する に は 、SAl で は 「[ 下 
の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング ] に チェ ッ ク を 入 
れ ま す 。Photoshop で は レイ ヤー を 右 ク リッ 
ク し て [クリ ッ ピ ング マス ク を 作成 ] を 選択 
し ます 。 


Introduction 


レイ ヤー は 合成 モー ド を 変更 する こと で 、 そ れ ぞ れ 違 っ た 表現 


効果 を 得 られ ます 。 


@ 通常 


es スクリーン 
@ 発光 


‘h 


@ 明暗 


通常 の 合成 を 行い ま 
す 。 下 の レイ ヤー は 
上 の レイ ヤー の 不 透 
明度 に 応じ て 覆い 隠 
され ます 。 


下 の レ イヤ ー の 色 と 
混ぜ て 合成 され ま 
す 。 乗算 の 逆 で 、 重 
な っ た 部 分 は 元 の 色 
より も 明る く な り ま 
す 。 


(Photoshop で は 「 覆 い 焼 き ( リ ニア ) | 相当 ) 


重なっ た 部 分 が 発光 
する よう な 効果 が あ 
り ま す 。 「 ス クリ ー ン 」 
より も 効果 が や や 強 
く 出 ます 。 


(Photoshop で は 「 リ ニア ライ ト 」 相当 ) 


下 の レ イヤ ー の RGB 
値 50% を 境界 に し 
て 、 暗 いと ころ は よ 
り 暗く 、 明 る いと こ 
ろ は より 明る く 合 成 
され ます 。「 オ ー バ ー 
レイ 」 より 効果 が 強 
く 出 ます 。 


@ オ ー バ ー レ イ 


e 陰影 


+ 


ラー2 値 化 


下 の レ イヤ ー の 色 と 
混ぜ て 合成 され ま 
す 。 重 な っ た 部 分 は 
元 の 色 よ り も 暗く な 
り ま す 。 


下 の レ イヤ ー の RGB 
値 50% を 境界 に し て 、 
暗い と ころ は 元 の 色 
より 暗く 、 明る いと こ 
ろ は 元 の 色 よ り 明 る 
く 合成 され ます 。 


(Photoshop で は 「 焼 き 込み (リニア) | 相当 ) 


「 発 光 」 の 逆 で 、 重 
な っ た 部 分 が 陰 の よ 
うに な る 効果 が あり 
ます 。 [RA] より も 
効果 が や や 強く 出 ま 
す 。 


レイ ヤー の 不透明 度 
を 基準 に し て モノ ク 
ロ 2 値 化 を 行い ま 
す 。 


015 


HIG 


EHTEL EEL ELE ULE PEELE PEPER Ee 


TY EY bORBE CHBHHLE) 
ペイ ント ソフ ト の 機能 ( 画 
塗っ て いる 途中 で 色 味 を 変更 し た り 、 仕 上 げ 段 階 で 全体 の 色調 を 調節 し た いと き に は 、 
ベイ ント ソフ ト の 画像 補正 機能 を 使う と 便利 で す 。 代 表 的 な 機能 を 紹介 し ます 。 


色相 ・ 彩 度 (SAI) 


色相 ・ 彩 度 ・ 明 度 を 調整 で きま す 。 Photoshop に も 同様 の 機 
能 が あり ます 。 


[色相 ] …… 色 合い を 調整 し ます 。 
[ 彩 度 ] …: 鮮やか さ を 調 整 し ます 。 
[明度 ] …… 全 体 的 な 明る さ を 調整 し ます 。 


明る さ ・ コ ント ラス ト (SAI) 


明る さ ・ コ ント ラス ト ・ 色 の 渡さ を 調整 で きま す 。Photoshop 
に も 同様 の 機能 が あり ます 。 


[明る さき ] …… 色 味 を 残し た まま 明る さ を 調 整 し ます 。 
[コン トラ スト ] …… 色 の 明暗 差 を 調整 し ます 。 
[ 色 の 濃 さ ] …… 色 の 濃 さ を 調整 し ます 。 


LN Jb (Photoshop) 


画像 の 明暗 の 分 布 を ヒス ト グ ラ ム で 表示 し 、 ス ライ ダー を 動か 
し て 、 明 暗 の 上 限 と 下限 や 中 間 調 の 明る さ を 調整 で きま す 。 コ 
ント ラス ト 調 整 の 他 、 取 り 込 ん だ 線画 の 簡易 クリ ン ナ ッ プ に も 
使っ た り し ます 。 


ーー I | 
フッ ト : = = 
チャ ン ネ ル : (eee) 
Rabe: 
オプション. 
アブ ノブ 
ET 回 フレ ビュ ー 
o [x00 ] [ass 
出力 レベ ル : 
ii 
0 255 


Es 


明る さ - コ ント ラメ ト 


トー ンカ ー ブ 補 正 (Photoshop) 


画像 の 明暗 を 、 黒 か ら 白 まで の 階 調 ご と に 細か く グ ラフ で 調整 

で きま す 。 横 軸 は トー ンカ ー ブ 適 用 前 の 明暗 の 分 布 、 縦 軸 は 

補正 後 の 明 暗 を 表し て いま す 。 グ ラフ を 対角線 より も 上 に すれ 

ば 画像 内 の その 明る さ の 部 分 が より 明る く 、 下 に すれ ば より 暗 
く な り ます 。 

トーーー ーー ーー』= み = ズー ーー ーーーーーー」 

フリ セッ ト : = 2: oe 
チャ ン ネ ル - (ce 市 
a Caste ) 


まろ 
@ 
4 
ha: 
2 4 4A A コク リッ プ を 表示 
回 トー ター フネ ォ ッ シ ョ ン 
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rn vee KAY 。、、。、、、 COSC S866 ce 


鮮やか な 色彩 の 塗り 


本 章 の 作例 


主 な 使用 ソフ ト : SAI 


第 1 章 で は 、 鮮 や か な 色彩 の 塗り と し て 、 セ ー ラ ー 服 の 女 
の 子 と 、 様 々 な 色 の 植物 や 小物 を モチ ー フ に し た イラ スト の メ 
イキ ング を 解説 し ます 。 ソ フト は 主 に SAI を 使っ て いま す 。 

本 章 で の 塗り 方 は 、 パ ー ツ ご と に レイ ヤー を 分 け て 、 ベ ペー 
ス と な る 下塗り の 色 の 上 か ら 、 薄 い 色 や 濃い 色 、 あ る い は アク 
セン ト や ハイ ライ ト に な る 色 を 塗っ て いく 手法 で す 。 全 体 の 制 
作手 順 は 、 ラ フー 線画 一 下塗り 一 人 物 一 背景 一 仕上げ と いう 
流れ で す 。 塗り 方 や 手順 と し て は 比較 的 オー ソ ド ッ クス な 方 法 
だ と 思う の で 、 初 心 者 の 方 で も 分 か りや すい と 思い ます 。 


018 chapten 


a ee 


作例 イラ スト の メイ キン グ で は 、 色 と り ど り の 草花 や 小物 を 
塗り 分 ける た め 、 で きる だ け 多 様 な 色 を 選ん で 、 ブ ラ シ も 何 
種類 か 使い 分 け て いま す 。 使 っ て いる 色 や ブラ シ は 解説 の 中 
で 細か く 掲 載 ・ 説 明 し て いま す 。 

また 、 作 例 で は 最後 の 仕上 げ 段 階 で 大 きく 加筆 修正 を し て 
いま す 。 ほ ば 全体 が 塗り あがっ た 状態 か ら 、 さ ら に も う 1 段階 
クオ リティ を アッ プ す る 仕上 げ の 一 例 と し て 参考 に な れ ば と 思 
いま す 。 


らん を O2 


< 作家 紹介 > 


は ね こと 


Hanekotlo’ 


人 物 の 塗り 
=>p023 


cB SRRHTAR 


北海 道 在住 の 駆け 出し イラ スト レー ター。 
ソー シャ ル ゲ ー ム や 商業 誌 で ほそ ぼ そ と 
お 仕事 させ て いた だ いて ます 。 
少女 を メイ ン に イラ スト を 描い て お り 、 
優し く 温かみ が 感じ られ る よう な 塗り 方 を 目指 し て 


と OF 


イラ スト を 制作 し て いま す 。 
好き な も の は ホラ ー ゲ ー ム と 温泉 と 百合 。 
最近 ハマ っ て いる こと は 創作 料理 と 百合 。 
今回 、 一 番 好 き な 組み 合 わせ で ある 「 セ ー ラ ー 服 の 女の子 ] を 
描く こと が で き て 、 気 持ち 的 に は 満足 し て いま す 。 
私 の メイ キン グ が 少し で も 誰か の お 役に立て れ ば 幸い で す 。 


ぐ お 絵描き 歴 > 
数 十 年 。 ず っ と アナ ログ だ っ た の で す が 、 
2 年 前 くら いか ら CG を 始め まし た 。 


< く Web サ イト > 
http://tetrapot283.web.fc2.com/ 


eet 
植物 の 塗り 
$p042 


pixiviD:2106422 


< 活動 情報 > 
サー クル 名 「 て と ら ぼ ぽっと] で 同人 活動 も し て いま す 。 
版権 と オリ ジ ナル 半々 で 活動 し て いま す が 、 
基本 的 に は オリ ジ ナ ル が メイ ン で す 。 


< 使用 ソフ ト > 
SAI( 絵 に よっ て は 仕上 げに Photoshop も 使っ て いま す ) 


< 制作 環境 > 
OS:Windows 7 
タブ レッ ト :Wacom の タブ レッ ト 
その 他 : ペ ン と 付箋 
(思い つい た 事 を 忘れ る 前 に メモ し て 貼っ て いま す ) 


ラフ から 線画 を 仕上 げた 後 、 パ バー ツ ご と に レイ ヤー を 分 け な が ら 
下塗り を し て いき ます 。 実 際 に 塗 ろ うと し て いる 色 よ り も 
薄め の 色 を 置く よう に し ます 。 


Da 
最初 は ラフ か ら 描き 始め ます 。 | ge 


ラフ の 上 に 乗算 モー ド で 新規 レイ ヤー を 作り 、 線 画 を 描い 
て いき ます 。 線 で 絵 の 印象 が 大 きく 変わ る の で 、 線 は 柔らか め 
に 設定 し た ブラ シ を 使用 し て 、 と に か く 柔 ら か い 印 象 を 出す こ 
と を 意識 し て いま す 。 

また 、 目 立た せ た い と ころ を 少し 太く する な ど 、 強 弱 を つけ 
て 線画 に メリ ハリ を つけ る よう に も 心がけ て いま す 。 


今回 の コン セプト と し て は 、 届 か な い 想 い を 紙 飛行 機 に 乗 
せ て 届け ば いい な ー と いう 感じ の 、 少 し 切な め な 恋する 女の子 
を 絵 の テ ー マ に し まし た 。 人 物 手前 に レタ ー セ ッ ト 、 ペ ン な ど 
を 配置 。 紙 飛行 機 ま 飛ばす の に 最適 な 天気 か どう か を 知る 為 
に 持参 し た 、 と いう 設定 で ラジ オ も 入れ て いま す 。 人 物 回 り に 
は 色とりどり の パン ジー を 配置 し て いま す 。 

また 、 イ ラス ト に 愛着 を 持て る よう に する た め ・ モ チ ベ ペー ショ 
ン を 保つ た め に 、 こ の 時 点 で 顔 を し っ か り 描い て お きま す 。 


この 作例 で は 先 に 大 ま か な イ メー ジ を 把握 する た め 、 細 か 
いと ころ も 描き 込ん で 簡単 に 色 も 置い て いま す が 、 絵 に よっ て 
は も う 少 し ざっ くり と 描い て 色 は 後 で 考え る こと も あり ます 。 


線画 が 完成 し た 状態 で す 。 
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@ バ ー 
フォ ル タ 分 け 


実際 の 色 塗 り 作業 に 入る 前 に 、 作 業 効率 を よく する た め に 
パー ツ ご と に レイ ヤー の フォ ル ダ 分 け を し ます 。 

まず レイ ヤー の 上 か ら 順 番 に 、 近 景 「 花 ]・ 中 景 「 人 物 ]・ 
遠景 「 真 ん 中 ] の フォ ル ダ を 作成 し ます 。 また 、 こ の 絵 で は 最 
遠景 が 空 に な る の で 、 ベ ペー ス の 色 と し て 「 空 ] レイ ヤー を 最 下 
層 に 追加 し まし た 。 


\ 手前 の 物 か 5 上 に な る よう フォ ル ダ 分 け を する ご と で *、 


和合 パ ー ツ が お か し な 重なり 方 に な る の を 


1 防ぐ こと が で きま す 。 


Colann 
水彩 境界 


画材 効果 の [水彩 境界 ] を 設定 する 
と 、 塗 り に 縁取 り を つけ る こと が で きま す 。 
アナ ログ の よう な テイ スト を 混ぜ る こと が で 
きる の で 、 水 彩 塗り や アナ ログ に 近い 紛 
囲 気 が 欲し いと いう 方 に は は ぜひ オス ス メ 
Cho 私 の 場合 、 こ れ が ある の と な い の 
と で は 描き 味 も 完成 度 も 違っ て くる の で 、 
欠か せな い 効 果 で す 。 


レイ ヤー で Ba 


次 に 、 人 物 か ら レ イヤ ー 分 け を し て いき ます 。 


[AM] フォ ル ダ の 中 に 新しく 「 肌 ] フォ ル ダ を 作成 し 、 さ 
ら に その フォ ル ダ の 中 に レイ ヤー を 新規 作成 し て 、 肌 に 当たる 
部 分 を 単色 で 塗っ て いき ます 。 


TSS VY. 
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この 時 、 画 材 効果 の [水彩 境界 ] OWE 2 に 設定 し て か ら 
塗り ます 。 こ うす る こと に よっ て 、 塗 り に 縁取 り が で き 、 塗 り 
分 けが し や すく な り ま す 。 


水彩 境界 あり 


水彩 境界 な し 


cwones sae BR アン ンプ 


次 に スカ ー ト を 下塗り し ます 。 肌 と 同様 に 新しい フォ ル ダ と | 下塗り で の 最終 的 な レイ ヤー 分 け は 以下 の よう に な り ます 。 
レイ ヤー を 作っ て 塗っ て いき ます 。 宰 が スカ ー ト と 同じ 色 に な | ニー Crees 
る の で 、 ス カー ト と 一 緒 に 失 も 同じ レイ ヤー で 下塗り し ます 。 joe 
Pa 
a 
i 
100% 効果 
Ms 
ok 
レイ ヤー95 
i“ 
100% OR 


これ と 同じ 作業 を 各 フ ォ ル ダ で 行い 、 最 終 的 に すべ て の 色 塗り 分 け は 根気 の 作業 だ と 思い ます 。 レ イヤ ー 構 造 を 見 て 
分 け を 完了 させ ます 。 各 レイ ヤー の 色 は 後 の 工程 で 調整 する | も 分 か る よう に 、 こ の 作業 が 一 番 面倒 な の で す が 、 そ の 後 の 
の で 、 こ の 時 点 で は レイ ヤー が パー ツ ご と に 分 か れ て いる こと | 作業 や 完成 度 に 大 きく 影響 し て きま す の で 、 私 の 場合 は 細か 
が 確認 で きれ ば 大 丈夫 で す 。 く 塗り 分 け を し ます 。 髪 の 毛 の 先 ま で 神経 を 集中 し て 塗り 分 け 

- る こと で 、 下 塗り の 段階 で も 見 栄え が よく な り 、 そ の 後 の 作 業 
の モチ ベー ショ ン に も つなが っ て きま す 。 


(QUES 
下塗り 用 の ブラ シ 
下塗り の 作業 で は 、 下 記 の ブラ シ を 使用 し て いま す 。 
Es ee 


塗り 専用 の 筆 で す 。 基 本 的 場所 に よっ て 使い 分 け ます 。 
に この ブラ シ で ほとん どの 色 塗り 筆 の 次 に これ を 多用 し 


を 塗っ て いま す 。 ます 。 
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人 物 の 着色 で す 。 


P ort 
作業 の 流れ 


私 の 場合 、 一 番 力 を 入れ る の が 人 物 の 着色 で す 。 イ ラ 
スト の メイ ン と な る 部 分 で あり 、 こ こ で 自分 の 中 で 納得 の 
いく 塗り が で きれ ば 、 そ の 後 の 作業 効率 モチ ベー ショ ン の 
維持 に も 繋が り ま す 。 人物 の 塗り に 限ら ず 、 全 て 納得 が い 
くま で 根気 よく 描き 込み を する こと が 大 事 な こ と だ と 思う の で 、 
思い 通り に な る まで 諦め ず 描 き 込ん で いき まし ょ う 。 


基本 的 な 塗り の 作業 の 流れ は 、「 下 地 レ イヤ ー の 上 に 、 水 彩 
境界 を 設定 し た 塗り レイ ヤー を 作り 、 下 地 レ イヤ ー に クリ ッ ピ 
ング し て 描き 込む ] と いう 感じ で す が 、 パ ー ツ に よっ て は ハイ 
ライ ト や 効果 の レイ ヤー を 追加 し ます 。 

また 、 全 て の 描画 レイ ヤー に [水彩 境界 ] を 幅 1 で 設定 し て 、 
部 分 に よっ て 幅 の 値 を 2 や 3 に 変更 し て いま す 。 
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ゲン 
人 物 の 塗り 


各 パ バー ツ ご と に 質感 を 意識 し て 、 塗 り 方 を 微妙 に 変え な が ら 
着色 と 描き 込み を し て いき ます 。 


下地 色 の 調整 


まず は 人 物 の 着色 に あたっ て 、 下 地 の 色 を 各 パ ー ツ ご と に 
少し 調整 し ます 。 


R255/G255/B220 
R189/G152/B124 
R198/G198/B198 
R099/G089/B136 
R229/G135/B127 
R242/G237/B243 
R086/G087/B104 
R126/G082/B055 
R246/G224/B199 
R201/G176/B148 
R100/G115/B143 
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(Er Aes 
カス タム ブラ シ 
本 章 の 作例 で 着色 に 使用 する カス タム ブラ シ 設 定 で す 。 


CK ( で 


塗り 専用 の 筆 。 混色 を し 塗り 専用 の 筆 。 背景 に 塗り 専用 の 筆 。 背景 に 部 分 的 に 使う 筆 。 髪 の 部 分 的 に 使う 筆 。 均 等 
つつ 形 の ハッ キリ し て い も 使い ます 。 細部 の 描 も 使い ます 。 広 範囲 に 毛 の ツヤ な ど 、 ハ ッ キ リ と な 色 を 淡く 塗り た い 時 に 
る 影 の 部 分 に 使い ます 。 き 込み 専用 。 淡く 塗り た い 部 分 に 使い し た 色 で 繊細 に 塗り た い 使い ます 。 

ます 。 と き に 使い ます 。 
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まず 暗 か ら 着 色 し て いき ます 。 有 瞳 は キャ ラク ター に 命 を 吹き 
込む 大 切な パー ツ な の で 、 丁 寧 に 塗り 上 げ て いき ます 。 


最初 に 線画 レイ ヤー に ある 了 瞳 の 中 の 線 を 消し 、 塗 り 筆 3 を 
使っ て 、 下 地 レ イヤ ー の 瞳 の 上 下 に 、 肌 の 下地 と 同じ 色 を ほ 
の か に 入れ ます 。 


暗 の 中 の % 引 は も と も と 着色 の 段階 で 省 す こと が 
決ま っ て い 線 な の で す が ' 、 線画 イ 作業 の 段階 で 

、 ずっ と 白目 だ と 窓 し い + 素 情 の 想 供 が し に くく な る の で 、 
モ キ ペー ショ ン を 保つ た め に あえ て 入れ て いま し た 。 
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次 に 瞳 に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 


塗り 筆 2 で 、 透 明 色 を 使っ て 瞳 の 下地 レイ ヤー に 丸く ハイ 
ライ ト を 入れ て いき ます 。 私 の 場合 、 (ハッ キリ 入れ る 部 分 と 、 
② サ ッ と 抜く よう に 塗る 部 分 と に 分 け て ハイ ライ ト を 入れ ます 。 

下地 に 水彩 境界 を か が け て いる の で 、 ハ イラ イト を 入れ る と 
描画 し た 周り に 縁 が で き 、 形 が ハッ キリ し て 分 か りや すく な り 
ます 。 


\ 


【 sfené) 

描画 色 の 下 に ある 小さ な 四 自 
ココ いり イイ コン を 7 リッ ク す る と 、 HB 

/ Beemer ren x3= 

と が で きま す 。 塗っ た 箇所 は 

Reni. FHSAA Rt 


て 見 えま す 。 


続い て 、 下 地 レ イヤ ー の 上 に 新規 レイ ヤー (描画 レイ ヤー) 
を 作り ます 。 


Yo 
10 


合成 モ ド 
sta 


3 ¥) 
[」 不 退 明度 保護 | | 下 の L イ ヤー- で 久光 が 
〇 領域 検出 元 に 指定 


この 時 、 描 画 レ イヤ ー を 下地 の レイ ヤー に クリ ッ ピ ング させ 
ます 。 ク リッ ピン グ す る に は 、[ 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング 
に チェ ッ ク を 入れ ます 。 ク リッ ピン グ す る と 、 下 地 レ イヤ ー で 
塗っ た 部 分 に し か 描画 で き な く な る の で 、 塗 り た いと ころ か ら 
は み 出 さ ず に 着色 が で きま す 。 
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塗り 筆 3 を 使い 、 瞳 の 真ん中 か ら 濃い 色 を 乗せ 回 り に どん 
どん 広げ て いく よう に 塗り ます 。 


クリ ッ ピ ング し た こと で 有 障 の ハイ ライ ト の 部 分 に は 描画 され 
な い の で 、 く っ きり と ハイ ライ ト が 出 て きま し た 。 


瞳 の 色 を も う 少 し 茶色 っ ぽく し た く な っ た の で 、 上 に も う 1 
枚 新規 レイ ヤー を 作り 、 同 じ く クリ ッ ピ ング させ て 、[ 合 成 モ ー 
ド ] を [オーバーレイ] に し て 、 塗 り 筆 3 で 瞳 全 体 に 茶色 を 薄 
く 塗り まし た 。 

これ で 瞳 は 完成 で す 。 


きる eeeeeeeee も 4 


wee « 
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瞳 と 同じ よう に 下地 レイ ヤー の 上 に 新規 レイ ヤー を 作り ク 
リッ ピン グ し ます 。 

肌 も と て も 繊細 な 部 分 で す 。 塗 りす ぎ て も 塗ら な さす ぎ て も 
よく な い の で 、 丁 度 いい 具合 を 自分 の 感覚 で 塗り な が ら 見 つ 
け て いき ます 。 


まず 塗り 筆 3 で 薄く 全体 的 に 肌 の 色 を 入れ て いき ます 。 赤 
み が 強 く な る 部 分 を 考え て 、 少 し ずつ 濃く する よう に 置い て い 
きま す 。 


次 に 塗り 筆 2 で 白目 の 部 分 に 白色 を 入れ て いき ます 。 こ こ 
に 白色 を 入れ た こと で 瞳 で 透明 色 で 塗っ た ハイ ライ ト 部 分 が 白 
く な り 、 よ り 強 い 光 に な り ま し た 。 
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続け て 塗り 筆 2・3 を 使い 分 け て 、 白目 の 部 分 に まぶた の 影 
を 入れ ます 。 影 に な る 部 分 に は 薄い 紫 を 入れ ます 。 こ うす る こ 
と で イラ スト と し て の 見 栄え や 色 味 の 数 が 増え 、 よ り よ い 作品 
に な る と 思い ます 。 


\ 


影 と 白目 の 境 に は 簡単 に 縁 を つけ 、 続 け て 塗り 筆 2 で 肌 の 
赤み を プラ ス し つつ 、 線 画 の 部 分 を な ぞ る よう な 形 で 濃い め 
の 赤色 を 塗り ます 。 こ うす る こと に より 顔 の 深み や 透明 感 が 心 
持ち アッ プ し ます 。 


使 用 す る も 還 還 還 間 還 間 間 間 旨 昌明 
まぶた の 影 。 還 証 議  R180/G160/B172 
目 の 輪 郭 GN R255/GO96/B093 


次 に 髪 の も の 影 に な る 部 分 に 色 を 置い て いき ます 。 塗り 筆 1 
を 使っ て 紫 が か っ た 肌色 を 置い て いき ます 。 境界 の ハッ キリ と 
し た 影 に し て 、 前 有 髪 に 立体 感 を 持た せま す 。 


o 
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足 に か か っ た スカ ー ト の 影 や 手 に か か る 袖 の 影 も 同様 に 
塗っ て いき ます 。 色 を 微 調整 し な が ら 塗り 、 全 体 的 に 見 て 違 
和 感 が 無く な れ ば 、 肌 に 関し て は これ で 完成 で す 。 
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今度 は 全体 的 に 濃く 描き 込ん で いき ます 。 塗 り 筆 2・3 を 交 
互 に 使い 分 け ま す 。 明 る いと ころ と 暗い と ころ の 差 を 、 あ えて 
お お ざっ ぱに 作っ て 塗っ て いま す 。 お お ざっ ぱに 塗る こと で 髪 
の 毛 に 微妙 な メリ ハリ が で きる の で 、 私 は あえ て ムラ を 意識 し 
て 塗っ て いま す 。 


DE RE CR ot rt 3 | 使用 する 色 


肌 の 影 1 QO R203/G146/B144 
肌 の 影 2 R192/G124/B121 


塗り 筆 3 で 立体 感 や ツヤ を 意識 し て 大 きく 少し ずつ 濃い 色 
を 乗せ て いき ます 。 最初 は お お ざっ ぱに 塗り 、 ど ん どん 細か く 


cM SRkRHTIR Ne Pao 


整え て いく よう な イメ ー ジ で す 。 i REI ee 
髪 1 四国 国 BR126/G101/B082 
髪 2 WM R072/G049/B031 
髪 3 HS 083/G055/8035 


さら に メリ ハリ を 出す た め に 、 描 画 色 を 透明 色 に し て 、 明 る 
く な り そ う な 部 分 の 色 を 感覚 で 抜い て いき ます 。 抜く こと で 下 
地 の 色 が 出 て きま す 。 

私 の 塗り 方 は 描画 色 を 透明 に し て 簡単 な ハイ ライ ト を 入れ 
る こと が 多々 ある の で 、 こう いう シー ン で 下地 が 役に立ち ます 。 


塗り 筆 2 で さら に 濃い 色 を 乗せ て いき ます 。 色 は カラ ー サ ー 
クル か ら 自分 で 調整 し て 色 を 置い て いま す 。 


Pie 明る い ハ イラ イト を 入れ すぎ て 
給 が 浮か な いよ うに する た め と 、 
各部 位 の 双 の 基準 と し て 介 用 し て いる 感じ で す 。 
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髪の毛 に 大 きく 一 番 明 る い ツ ヤ を 入れ ます 。 描画 レイ ヤー の 
上 に 新規 レイ ヤー を 作り 、[ 合 成 モー ド ] を [スクリーン] に し 
ます (クリ ッ ピ ング も 設定 し ます 。 水 彩 境 界 は 使い ませ ん )。 

下地 と だ いた い 同 じ 色 に な る よう に 色 の 調整 を し て 、 個 性 的 
文字 ブラ シ で ツヤ を 入れ て いき ます 。 こ の ブラ シ は スト ロー ク 
が と て も くっ きり と し て いて 、 か つ 細 くも 太く も 筆 圧 で 調整 で 
きま す 。 


最後 に 、 髪 の 毛 に 薄く 紫色 を 入れ ます 。 ツ ヤ の レイ ヤー の 
上 に 新規 レイ ヤー を 作り ます (これ も クリ ッ ピ ング し て 、 水 彩 
境界 は 無し で す )。 

薄紫 色 を 選択 し 、 前髪 、 髪 の 毛 の 後ろ 辺り 、 下 し て いる 髪 
の 毛 の 先端 部 分 に エア ブラ シ で 軽く 色 を 入れ ます 。 こ れ で 髪 
の 毛 は 完成 で す 。 


一 番 て っ ぺん の 頭 に は 細く 小さ い ツ ヤ を 、 前 髪 上 辺り に は 
太く 大 きい ツヤ を 入れ て いき ます 。 髪の毛 の 流れ に 逆らわ な い 
よう に 抜く 感じ で 塗り つつ 、 習 字 で 字 を 描く よう な 動き で ツヤ 
の 形 を 整え ます 。 


三 つ 編み 部 分 に も 同様 に ツヤ を 入れ て いき ます 。 
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規 レ イヤ ー を 作り 、 水 彩 境界 て と クリッピング を 設定 し て 描画 し 
て いき ます 。 

塗り 筆 3 で 大 ま か に 薄い 色 か ら 着 色 し て いき ます 。 


冬 ・ ス カー ト ] 国 証 較 
補 ・ ス カー ト 2 較 証 還 


R051/G040/B095 
R038/G023/B090 


ここ で 描画 色 が 若干 明る いと 感じ た の で 、 メ ニュ ー バ ー の 。 
[フィ ル タ ] 一 [明る さ ・ コ ント ラス ト ] で 、 色 の 濃 さ を 少し 下げ 、 
コン トラ スト を 少し 上 げ ま し た 。 

ある 程度 描き 込み を し た ら 描 画 色 を 透明 に し 、 塗 り 筆 2 で ツ 
ヤ を 表現 し て いき ます 。 そ の 際 ス カー ト の ヒダ の 立体 感 も 意識 
し て 透明 色 で 抜い て いき ます 。 


描き 込み が 終わ っ た ら 新規 レイ ヤー を 作り 、 水 彩 境界 は 設 
定 せ ず に クリ ッ ピ ング し ます 。 

塗り 筆 2 で 、 白 より 少し 暗い 色 で 袖 の ライ ン を ハッ キリ 描い 
て いき ます 。 セ ー ラ ー 服 の 補 は 後ろ に 回 り 込ん で いる の で 、 肩 
辺り の 立体 感 を 意識 し て ライ ン を 入れ る の が コツ で す 。 


/ 


/ 


スカ ー ト の ヒダ 部 分 の ハイ ライ ト が 足り な いと 感じ た の で 、 
補 の ライ ン を 描い た の と 同じ 色 で 簡単 に 描き 起こ し ます 。 や り 
すぎ る と 浮く の で あく まで も 軽く を 意識 し ます 。 


これ で スカ ー ト と 接 は 完成 で す 。 


> 
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る Ce ra ee  —» yA Ae 
Sooooooc も ず ぎ すず ぺき 。 。 。 。 。 o eo oe oe 。 2 Soc 


制服 の 上 着 


各 パ ー ツ の 手順 同様 、 新 規 レ イヤ ー を 作り 、 水 彩 境 界 と ク 
リッ ピン グ を 設定 し て 描画 し て いき ます 。 


補 ・ ス カー ト と 同様 に 、 塗 り 筆 3 で 大 ま か に 薄い 色 か ら 着 
色 し 、 塗 り 筆 2 で 濃く 立体 感 を つけ ます 。 ス カー フ 部 分 の 影 
は 塗り 筆 1 で くっ きり と し た 影 を 入れ ます 。 


シワ を 描き 込ん で いき ます 。 胸 の 辺り は 膨らみ が ある の で あ 
まり シワ を 入れ ず 、 腕 や 袖 の 辺り は 大 きく ぐに ゃ ぐに ゃ し た 複 
雑 な シワ を 入れ て いき ます 。 こ こも 強弱 を 意識 し て お お ざっ ぱ 
に 描い て いき ます 。 


上 着 I 。 FR188/G160/B189 
上 着 (%) (RR R152/G124/B138 
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スカ ー ト や 上 着 の 手順 と 同様 に 、 塗 り 筆 3 と 塗り 筆 2 で 塗 
り 進 め て いき ます 。 

シワ を 意識 し て ある 程度 描き 込み が 終わ っ た ら 、 シ ワ の 一 
番 上 に くる 部 分 に 塗り 筆 2 で 描画 色 を 透明 に し て ハイ ライ ト を 
入れ ます 。 あ まり 強い ハイ ライ ト を 入れ て し まう と 質感 が 変わ っ 
て 違う 物 に 見 えて し まう の で 、 服 に は あま り キ ツ い ハイ ライ ト 
は 入れ な いよ うに 心がけ て いま す 。 


や eeee@eeeeeeecee 


HM R138/G035/B026 
HM Rio7/GO24/BO15 


靴下 1 HE 2043/G043/B065 
靴下 2 HE 2037/G036/B058 


Te rt EE oS Ae : 
» | Sooooooc も ず ぎ すず ぺき 。 。 。 。 。 o e eo 。 Soc 


Ht 


靴 は 布 と は 違い 固く ツヤ の ある も の な の で 、 服 と は 逆 に キ 
ツ い ハイ ライ ト を 入れ る と それ っ ぽく な り ま す 。 特 に 革靴 は 明 
暗 を ハッ キリ させ る こと が 重要 だ と 思い ます 。 下 地 の 色 より も 
も っ と 明る い 色 を 縁 に 入れ ます 。 


カー ディ ガン 

上 着 な ど と 同じ よう に 塗っ た あと 、 シ ワ を 描き 込ん で いき 
ます 。 

カー ディ ガン は 羽織 っ て いる だ け な の で あま り 複 雑 な シワ は 
入れ ず 、 流 す よ うな 感じ で シワ を 表現 し ます 。 あ まり 深く 考え 
ず に お お ざっ ぱに 表現 し て いき ます 。 


iad 


PAT 


eal 


レイ ヤー「 カ ー デ 中 」 を 選び 、 同 じ 工 程 を 繰り 返し た ら 、 


TER BRL ELIHU IU ED IURT (水彩 境界 無し )。 
カー ディ ガン の 裾 の 方 に 、 エ アブ ラ シ で 薄紫 色 を 入れ ます 。 


靴 HE -R059/G034/B019 現実 に は こう いう ハッ キリ と し た 色 が 乗る こと は あり ませ ん 
が 、 単 調 な 色 に アク セン ト と し て 入れ て いま す 。 


靴 ハ イラ イト 還 国 議 | R195/G151/B124 
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続け て 柄 の レイ ヤー を 選び 、 濃 い め の 色 を 入れ ます 。 シ ワ 
を 意識 し つつ 塗る こと 以外 は 特に 気 を つけ る こと は な い の で 簡 
単に 塗る 程度 で 済ま せま す 。 

私 の 場合 は 描き 込む 部 分 は し っ か り 描き 込み 、 あ まり 重要 
で な いと ころ は 簡単 な 工程 で 済ま せ て あげ る こと に よっ て 、 イ 
ラス ト と し て の メリ ハリ が 出る と 思っ て いま す 。 


Ny And EE SSS a 使用 する 色 


R129/G109/B088 
ハイ ライ ト R239/G218/B194 
カー デ 中 HE = Ro90/GO66/B047 
カー デ 中 (薄紫 ) PP) R213/G172/B196 
柄 HE 2057/G026/B000 
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これ で 人 物 の 塗り が 完成 し まし た 。 
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モチ ベー ショ ン に つい て 


この Step で 「 モ チ ベ ーション | と いう 単語 を か な り 多用 し た と 
思う の で す が 、 そ れ だ け モ チ ベ ペー ショ ン と いう の は 絵 を 描く に あたっ 
て 大 切な も の だ と 思っ て いま す 。 

私 の 場合 で す が 、 モ チ ベ ー シ ョ ン が 下がる だ け で や る 気 も 集中 
力も 持続 し ませ ん 。 上 手 く 描こ うと し た り 、 焦っ て 描く と 尚更 上 手 
くい きま せん 。 モチ ベー ショ ン の 維持 は イラ スト を 完成 させ する 上 で 
無く て は な ら な い 気 持ち と 言っ て も 過言 で は あり ませ ん 。 


私 が 行っ て いる モチ ベー ショ ン の 持続 方 法 は 、 


愛着 を 持つ こと 

描い て いる 途中 で 飽き ちゃ うこ と も ある か と 思い ます が 、 イ ラス 
ト に 愛着 を 持て ば 解消 され ます 。 一 部 分 で も いい の で 、「 可 愛 く 
描け た 中 「 上 手 く 塗れ た !] と いう 部 分 を 作る こと で 、 イ ラス ト に 
愛着 が 生ま れ 、 完 成 ま で 持っ て いく こと が で きる と 思い ます 。 


上 手 く 描こ と うと し な いこ と 

上 手 く 描こ うと し て 気 張 る と 上 手 く いき ませ ん 。「 失 敗 し て も い 
UWP] くら い の 心 持ち の 方 が 上 手 く いき ます 。 上 手 く 描こ うと す 
る より も 楽し く 描く こと を 優先 し た 方 が モチ ベー ショ ン の 維持 に つ な 
が る と 思い ます 。 


家族 や 友人 か ら 感 想 を も ら うこ と 

第 三 者 の 目 は 自分 の 目 よ り も シビ ア で す 。 ずっ と 自分 の 目 だ け 
で イラ スト を 見 て いる と 、 バ ラン ス の 崩れ や 変 な 部 分 に 気づか ず 
に 描い て いる こと が あり ます 。 た ま に 第 三 者 に イラ スト を 見 て も ら 
い 、 感 想 を も ら う と よかっ た りす る と 思い ます (つい で に イラ スト を 
衰 め て も ら う と 一 時 的 で す が 自 信 が つい て いい と 思い ます )。 


以上 、 私 の 場合 の モチ ベー ショ ン の 持続 方 法 で し た 。 
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4 
小物 と 地面 の 塗り 


背景 の 小物 と 地面 を 着色 し て いき ます 。 
紙 ・ 金 属 ・ プ ラス チッ ク な ど 様 々 な も の が ある の で 、 
質感 を 変え て 塗る こと を 意識 し て 着色 を し て いき ます 。 


手前 の 小物 を 塗る 
下地 色 の 調整 


使用 す る 包 還 還 還 還 還 還 細 還 還 還 較 
NM た { . | 紙 R237/G237/B237 
uo ペー | 7 R100/G115/B143 
MAN で ラジ オォ R210/G096/B083 
> Ok: 地面 R195/G175/B154 

の 
背景 着色 に あたり 、 下 地 の 色 を 各 パ ー ツ ご と に 少し 変更 し | HOF ORS 
まし た 。 木 の 囲い R196/G176/B155 
タイ ヤ R205/G195/B207 
ぬい ぐる み | R243/G205/B209 
椅子 i F207/G187/B166 
BINT R231/G222/B211 
花壇 の 囲い PP) R207/G177/B166 
034 chapteri 
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人 物 に 近い 物 か ら 順 々 に 着色 し て いき ます 。 着色 の 基本 的 
な 手順 は Step02 同様 に 、 新 規 レ イヤ ー を 作り 、 水 彩 境界 と 
クリ ッ ピ ング を 設定 し て 、 塗 り 筆 3 と 塗り 筆 2 を 使っ て 塗っ て 
いき ます 。 


まず は 手前 の 紙 と 空中 の 紙 飛行 機 を 着色 し て いき ます 。 ハ 
イラ イト は 塗り 筆 2 で 描画 色 を 透明 に し て 入れ ます 。 紙 の 上 に 
置い て ある ペン も 同様 に 表現 し て いき ます 。 


紙 の 色 は 白 の イメ ー ジ で す が 、 影 や 描画 色 は 薄紫 を 使用 し 
て いま す 。 影 を 灰色 の 黒 系 で 表現 する より も 、 紫 を 使用 し た 
方 が 柔らか い 印 象 に な り 、 イ ラス ト と し て も まとまり が で る と 
思っ て いる の で この 色 を 使用 し て いま す 。 

光 が 当 た り づら い 部 分 に は 濃い 影 を 落と すこ と に よっ て 立 
体感 が 出せ ます 。 


R141/G118/B136 


& に | 
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塊 と ラジ オ 


BI (スク ー ル バッ グ ) は 、 化 織 の て ら っ と し た シワ が 特徴 な 
の で 、 そ の よう な イメ ー ジ で シワ を 描き ます 。 軸 の 中 に 何 か 入っ 
て いる 感じ を 出す 為 に 軸 を 若干 ふっ くら させ まし た 。 

また 、 シ ワ の 頂点 に な る 部 分 に 明る い ハ イラ イト を 入れ る こ 
と に より 更に 立体 感 が 生ま れ ま す 。 あ まり 明る い ハ イラ イト を 
入れ て し まう と 布 っ ぽい 感じ か ら か け 離 れ て し まう の で 、 ハ イ 
ライ ト は それ ほど キツ く は 入れ ませ ん 。 
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影 に 紫 を 入れ る 


私 の 場合 、 影 の 表現 色 と し て 紫色 を 多用 し ます 。 影 と 言え ば 
暗く 黒い イメ ー ジ で す が 、 影 を 見 た まま の 黒色 で 塗っ て し まう と 絵 
と し て 固く な っ て し まう こと が あり ます 。 また 、 同 系 色 で 影 を 表現 
する と イラ スト と し て 薄い 感じ が し て し まい が ち で す 。 紫色 は 色 
ん な 色 と の 相性 が いい 色 な の で 、 影 に 使用 する と 絵 の 色 幅 が 増 
え 全 体 的 に まとまり の ある 絵 に する こと が で きる と 思い ます 。 


初め は 肌 に 青 や 紫 の 影 を 入れ た りす る こと に と て も 抵抗 を 感じ ま 
し た 。 影 は 黒い も の だ と いう 固定 観念 を 持っ て いた た め 、 影 に 黒 
以外 の 色 を つけ る こと に 対し て た め ら いと 恐怖 が あっ た の で す 。 描 


き な お し た り 失 敗 を する こと が と て も 怖く て な か な か で き な か っ た の 
で す が 、 思 い 切 っ て 使っ て みた と ころ 、 思 っ て いた 以上 に イラ スト 
が 華やか に な り ま し た 。 その 時 固定 観念 は 絵 の 世 界 を 狭く し が ち 
だ と いう こと と 、 失 敗 を 恐れ な いで 色 を 塗る こと を 学び まし た 。 


必ず し も 影 は 黒 で で けれ ば な ら な いと いう わけ で は あり ませ ん 。 
葉 は 緑 で 土 は 茶色 じゃ な きゃ ダメ と いう わけ で も あり ませ ん 。 BA 
な も の を 色んな 場面 で 観察 し て みる と 、 影 に は た くさ ん の 色 が 混 
じ っ て いる こと が 分 か り ま す 。 失敗 を 恐れ ず 積極 的 に 色んな 色 を 
使っ て みる こと が 上 達 の 第 一 歩 で は な いか と 思い ます 。 
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逆 に ラジ オ は 機械 な の で 陰影 を ハッ キリ させ ハイ ライ ト る も 強 
め に 入れ ます 。 こ れ に より 光沢 の ある 固い モノ と いう 情報 を 伝 
える こと が で きま す 。 


/ 使用 する 色 


ラジ オ HE R138/G042/B032 
ラジ オ ( ハ イラ イト ) R246/G160/B152 


ここ まで の 途中 経過 で す 。 
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地 面 


地面 の 土 の 部 分 を 塗り ます 。 地 面 は レイ ヤー 1 枚 の み で 塗 
りこ ん で いき ます 。 「 土 ]」 の レイ ヤー で [不透明 度 保護 ] に チェ ッ 
ク を 入れ 、 塗 り 分 けた 部 分 か ら は み 出 さ な い よう に し ます 。 


塗り 筆 3 で 全体 的 に 陰影 を つけ ます 。 続 いて 塗り 筆 2 TR 
い 横 線 を アバ ウト に 引い て いき 、 そ こ が 平 地 で ある こと を 表現 
し て いき ます 。 


さら に 薄茶 色 で 地面 に 陰影 を つけ 、 地 面 っ ぼ さ を 表現 し て 
いき ます 。 地面 な の で そこ まで キレ イ に まとめ る 塗り 方 は あえ 
て せ ず 、 ム ラ が ある くら いで と ど め て お きま す 。 

紙 や 人 物 の 足 が 接し て いる 部 分 に は 一 番 濃 い 影 を 置き ます 。 


使用 する & 還 還 還 還 還 細 細 還 陣 細 還 還 還 
RE HE NE | 使用 する 色 a R221/G236/B119 


+ GH 136/G111/B066 
+ (#842) [EB R077/G052/8023 
+ (薄茶 色 ) R216/G195/B160 


地面 の 草 


草 は 全体 的 に 明る い草 に し まし た 。 こ れ だ け で イラ スト が 少 
し 明る く な り ま す 。 

物 や 人 物 が 接し て いる 部 分 に 濃い 影 を 落と し て 、 地面 っ ぼ 
さ を 出し ます 。 ま た 、 軸 が 接し て いる 地面 の 影 に 青い 反射 光 を 


入れ 、 奥 行 を 表現 し ます 。 さ ら に 塗り 筆 2 で 簡単 に 草 を 描き 
入れ ます 。 


草 ( 影 ) EE R053/G061/B010 
草 (塗り 筆 2) R211/G228/B101 
somes [RR R102/G114/B108 
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反射 光 
反射 光 を 表現 する こと に よっ て 立体 感 と まとまり の ある イラ スト を 反射 光 と は 、 左 図 の 物体 の 右側 に 青く 映っ て いる 部 分 の こと 
描く こと が で きま す 。 で す 。 青い 壁 に か か っ た 光 が 反射 し て 、 物 体 に 映り こん で いま す 。 
この 効果 に よっ て 物体 に 立体 感 と 奥行 が 生ま れ ます 。 
ー ズ ご 、 
い as これ を 踏ま えて 、 絢 の 色 の 青 の 照 り 返し が 地面 の 草 の 影 に 映り 
こむ よう に 表現 し まし た 。 と て も 細か いこ と な の で す が こ れ を 色んな 
| 部 分 に 多用 する こと に よっ て グッ と 完成 度 が 上 が る と 思い ます 。 


反射 光 は 絶対 に 使わ な けれ ば いけ な いわ け で は な く 、 私 自身 つ 
けた いと ころ に つけ て いる 感じ で す 。 そ れ っ ぽ く 見 えれ ば いい か な 、 
くら い の ラ フ さ で 塗っ て いる の で 、 知 識 と し て 覚え て お き 、 使 いた 
い 部 分 に 使う と いう 感じ で や る と よい か と 思い ます 。 


を っ の 小物 を 塗る 


木 の 囲い 


塗り 筆 3 で 大 ま か に 薄い 色 か ら 着 色 し た 後 で 、 カ スタ ム ブ 
ラ シ 「 木 の ペン ] を 使用 し て 、 木 肌 を 表現 し つつ 塗り を 重ね 
て いき ます 。 


CUP ve ire Or 2e eee 


ング クン 
木 の 質 感 i= Bloaon! 
表現 用 ブラ シ テッ #1 ズ 日 攻 p ーー so 
長 か サ イズ (E507) 
722 | 還 還 還 還 語 mmW 
EE G mene 
(Grrl) 回 
混色 = 50 
水分 量 6 
色 延 び SESE 60 
木 の 描画 に は カス タマ 口語 ees 
イズ し た 「 木 の ペン | ブ gape [3 ロ 
ラ シ を 使い ます 。 こ の ペ bps 0 
ン は 木肌 の よう な 質感 MAR 0 
を 表現 し や すい ペン な の RACE | TO) 


で 、 木 の 素材 系 の 物 に BER EG) 
は 必ず 使い ます 。 


WE: ARKO TARE 
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木 の ペ ン を 細い サイ ズ に し て 、 縦 や 横 に 何 度 も スト ロー ク を 
し て 木肌 を 表現 し て いき ます 。 木 と 木 が 接し て いる 部 分 や 葉 
が 接し て いる 部 分 に は 濃い 影 を 入れ 立体 感 を 出し ます 。 


使用 する 色 & 
木 の 囲い 1 較 証 譜 R115/Go94/B071 
木 の 囲い 2 [ER R058/G042/B026 


上 = Sa J 
YY 、 て pp し 


ある 程度 描き 込み が 終わ っ た ら 描 画 色 を 透明 色 に し て 、 木 
の ペン で さら に 木肌 を 表現 し て いき ます 。 こ こ で も キレ イ に ま 
と め る 塗り 方 は せ ず 、 お お ざっ ぱに ムラ を だ す 塗 り 方 を し ます 。 
木肌 の 場合 、 ム ラ が ある 方 が それ っ ぽく な る と 思っ て いる の で 
その よう に 塗り まし た 。 


レ - 作 人 


タイ ヤ の 場合 、 ム ラ が ほとん ど な い ゴム 製品 な の で それ を 
意識 し て 塗り ます 。 タ イヤ は ほぼ 塗り 筆 3 だ け で 、 凹 凸 を つけ 
な いよ う ぼ か し な が ら 塗り こん で いき ます 。 真ん中 の 部 分 は 穴 
が 開い て いる の で そこ に 暗く 影 を 落と し ます 。 

ハイ ライ ト は 色 を 透明 色 に し 、 明 る く な りす ぎ な いよ うに 注 
意 し な が ら タ イヤ の 表面 を 表現 し て いき ます 。 


ry || | = 


ぬい ぐる み 
柔らか い 素 材 の ぬい ぐる みな の で 、 そ の よう な イメ ー ジ で ボ 
ン ポ ン と 置く よう に 影 と 素材 を 表現 し て いき ます 。 奥 に ある も 
の な の で そこ まで ガッ ツリ 描き 込み は し ませ ん 。 軽く 描き 込む 
くら いで 完成 に し ます 。 
椅子 ・ 鉄 パイ プ ・ 
花壇 の 囲い ・ 金 属 
椅子 と 鉄 パ イプ を 塗り ます 。 塗 り 筆 3 で ある 程度 陰影 を つ 
けた ら 、 塗 り 筆 2 で 椅子 の 木目 を 透明 色 に し て 表現 し て いき ま 
す 。 椅 子 の 座る 部 分 に 鉄 パイ プ 部 分 の 映り 込み を 簡単 に 入れ 
て 椅子 の 光沢 感 を 表現 し ます 。 
鉄 パイ プ に は 陰影 を ハッ キリ つけ て 鉄 の 質感 を 表現 し ます 。 
As MONA tea oy etree Nol Sed) 使用 する 色 
影 (薄紫 ) | R211/G184/B218 
影 ( 赤 ) EO R212/G124/B131 
次 に 花壇 の 囲い を 描き ます 。 塗 り 筆 3 で 陰影 を 、 塗 り 筆 2 
で 色 を 透明 色 に し て 木肌 を 表現 し ます 。 こ こも 粗く 描く こと に 
よっ て 木肌 っ ぽ さ が で ます 。 
背景 の 金属 を 塗り ます 。 こ こ は あ えて 塗り 筆 2 で ダイ レク ト 
に 濃い 陰影 を つけ て いき ます 。 濃 い 色 を まだ ら に つけ た ら 、 浮 
明 色 で 色 を 伸ばす よう に 抜い て いき ます 。 こ こも 粗く 描く こと 
に よっ て 金属 っ ぽ さ が 表現 で きま す 。 
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la an. a = 。 


6^ ム ec ゐ 666e 


同じ よう に 花 入 れ も 描い て いき ます 。 影 部 分 は 濃い 色 を 入 
れ て いき ます 。 


I in Dh が 使用 する 色 


R087/G087/B087 


form http://13DL.CO 
これ で 小物 と 地面 は 完成 で す 。 か な り の 部 分 に 色 が 入り ま 
し た 。 


PP eee PP 


e666éeeeeocoeeseééedé 


ンク ク カ 
その 他 の 背景 用 ブラ シ 


本 文中 で は 明示 し て いま せん が 、 背景 で は 必要 に 応じ て 
下記 の カス タム ブラ シ も 使用 し て いま す 。 参考 に し て くだ さい 。 


| きま ペン ao 


背景 用 の ペン で す 。 透明 水彩 風 の 湾 い ブラ シ 
で す 。 
SAR BOR ユカ ウッ 少し ゴム a8 BR エア ウッ LIL 
77 x OM | る 
BIR RAL Fc 通所 ペン IRA RR 
oe aes ae hea 
572 tas, Wwe, =a ye oe, の Wry i, 


BS 。 の Oro ト ae He 
ノン ず る ンク IQ 


>a 

22 チ ャ な し 】 回 
混色 に ーー 50 
水分 量 9 
双 延 び 60 

中 角度 を 維持 

に ドミ: ドコ 

wean [3 百 
axmnwe 0 


oe oh abe ace 
Sth LS IQ 


通常 [ =) YY 
75947 Bio 20.0 
最 ハ サイ  b0x 
ES |. | 
に b み 2 seo 
コピ ー 紙 300 Om 2% 


sk uo の 主 100 


BE: Rm V1 RE 


3 
\ 


cB SRRHTzAR 
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tp or 
植物 の 塗り 


植物 を 着色 し て いき ます 。 
花 の 鮮やか さと 緑 の 落 ち 着 き を 両立 させ た 雰囲気 を 
目指 し て 塗っ て いき ます 。 


下地 色 

背景 の 下地 色 を 下記 の よう に 調整 し ます 。 

か まま と お 使用 する 色 

パン ジー ( 青 ) | R184/G196/B255 

パン ジー ( 赤 ) MN R255/G089/B152 

パン ジー ( 黄 ) | F255/G255/B072 

パン ジー ( 桃 ) R255/G1i85/B255 

バン ジー ( 白 ) | R255/G255/8255 | 花壇 の 土 

パン ジー (®) R246/G251/B155 ここ か ら も 前 と 同様 に 、 新 規 レ イヤ ー を 作り 、 水 彩 境界 と 


イタ リア ン ホ ワイ ト ( 花 びら ) R249/G246/B231 クリ ッ ピ ング を 設定 し て 、 塗 り 筆 3 と 塗り 筆 2 で 描画 し て いき 
イタ リア ン ホ ワイ ト ( 中 心 ) 。 R255/G233/B166 


イタ リア ン ホ ワイ ト ( 葉 ) I) R181/G195/8154 花壇 は 面積 が 少な い の で 花 の 影 に な る 部 分 を 濃く 塗る くら 
いで 終わ ら せ て し まい ます 。 


ます 。 


ツタ |] ゴゴ R246/G251/B155 
後ろ の 草木 | R225/G243/B190 
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SR た 
Hoe . < 
Se 、 Se@eee@eeeeeecee6e ゐ ee 【 


ーー 


i=] 
=I 


の 葉 


花 


葉 の 中 心から 外側 に か け て 
明る くし て いき ます 。 ROHL 
が 濃く な る よう に 塗り 葉 1 枚 1 
枚 に 陰影 を つけ ます 。 


明る い 部 分 は 透明 色 に し て 形 を 描き 起こ す よ うに 色 を 抜き 


ます 。 


右側 の 葉 も 同じ よう に 塗っ て いき ます 。 影 に な る 部 分 は 陰 
影 を 強調 させ た い の で 濃く 塗り 、 明 る い 部 分 と の 明度 の 差 を 
出し ます 。 

ここ も 根 詰 め て 塗る と いう より は 楽 な 気持 ち で 、 陰影 を つけ 
る こと を 優先 し て 塗る 感じ で す 。 


tet. Beene 
葉 ( 影 1) HE 2048/G059/8003 
# (#2) [ R092/G104/B041 
葉 (FA) R216/G218/B161 
これ で 左右 の 葉 は 完成 で す 。 


③ 


IN 


ee きき る o 。 。 。 。, a 
ゃ る eooeeoeeccc も 6 も FR eeeeeoeeee の Lac 


花壇 の 花びら 


花壇 の パン ジー は 、 花 びら の 中 心から 濃く 一 明る く 着 色 し 
て いき ます 。 花 びら の 筆 の タッ チ を あえ て 強く 残す こと に よっ 
て 花びら の 模様 を 表現 し ます 


ARO KDE 


背景 を 塗る 前 に 、 後 ろ の 葉 の 線画 を 消し ます 。 


クリ ッ ピ ング し た レイ ヤー に 描き 込み を し て いき ます 。 背 
景 な の で 手前 の 葉 よ り は ラフ に 塗っ て いき ます 。 グラ デー ショ 
ン の よう に 大 ま か に 色 を 置い た 後 、 陰 影 を 気 に し な が ら 細 部 
を 塗り 進め ます 。 あ まり 細か く 塗 りす ぎる と 浮い て し まう の で 
全体 の バ パラ ンス に 注意 し まし ょ う 。 


ie Hid 3 2 ee eee 
後ろ る の 葉 1 [  R159/G199/B109 
後ろ の 葉 2 [EE R030/G000/B012 
後ろ る の 葉 3 [EEE R055/G064/B007 
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ee^ ム ec@ee ゅ ee ど 5: 


さら に その 上 に 新規 レイ ヤー を 作り (クリ ッ ピ ング 無し ・ 
水彩 境界 は 幅 3 に 設定 )、 葉 を 描き 込ん で いき ます 。 

塗り 筆 3 で お お ざっ ぱに 葉 を 描い て 、 塗 り 筆 2 で 透明 色 
で 葉 の 先端 を 描き 入れ て いき ます 。 さ ら に 葉 の 中 の 木漏れ日 
部 分 も 同じ よう に 表現 し て いき ます 。 


形 が で きた ら レ イヤ ー の [不透明 度 保護 ] に チェ ッ ク を 入 
れ て 塗り が は み 出 さ な い よう に 設定 し 、 塗 り 筆 3 で お お ざっ 
ば に 陰影 を つけ て いき ます 。 主 に 先端 と 奥まっ て いる 部 分 に 
濃い め の 色 を 置き ます 。 

続い て 塗り 筆 2 で ポン ポン 置く よう に 何 度 も ペン を 乗せ 、 
葉 の 束 を 表現 し ます 。 こ の 時 、 置 く 色 に ムラ を 出す こと に よ 
り 葉 の 茂り や か すか な 木漏れ日 を 表現 し ます 。 


使 月 する i‘ (iwstitititititijwjwwiwtCtC 
後ろ の 木 1 [ER R143/G159/B057 
後ろ の 木 2 (EE) R036/G050/B023 


い や eeeeeeeeeeceeee6ee ぁ ee 6 


\ 
1 
M 


5 や eeoeee ece 


ee 


BROKDED 


ここ か ら 先 は 、 ラ フ 通り で あれ ば 背景 に 空 を 描く つも り だ っ 
た の で す が 、 植 物 を 増やし て 自然 で いっ ぱい に し た 方 が よい か 
と 思い 、 空 で は な く 葉 を 増やす こと に し まし た 。 


一 番 下 に 新規 フォ ル ダ ー と 新規 レイ ヤー を 作り 、 先 ほど と 
同じ 手順 で ツタ や 木 を 描き 加え まし た 。 


続い て 新規 レイ ヤー を 作成 し て 、 下 部 の 植物 も 描き 加え ま 
Fo 背景 の 植物 な の で あっ さり 形 を 取る くら い に ラ フ に 塗り ま 
す 。 こ こ で は カス タム ブラ シ 「 雲 の ペン ] を 使っ て 塗っ て いき 
ます 。 雲 の ペ ン は 雲 を 描く と き に 用 いる こと が 多い で す が 、 遠 
景 の 林 を 描く と き に も た ま に 使用 し ます 。 

形 が で きた ら 不 透明 度 保護 を か け 、 緩 や か な グラ デー ショ 
ン を か け ま す 。 つ いで に 手前 の 細長 い 植物 の 葉 先 も 描き 加え 
ます 。 


木 は 光 が 後 ろ 2 から あたっ て いる よう に する た め に 、 葉 の 先端 
回 り ・ 木 漏れ 日 部 分 に 塗り 筆 3 で 黄色 一 黄 緑色 を 塗っ て いま す 。 
回 り を 明る くす る こと に よっ て 後ろ か ら 優 し い 光 が 当たっ て い 
る よう に 表現 する こと が で きま す 。 


B 使用 する 双 


下 の 植物 1 (QR R121/G157/Bo91 
下 の 植 物 2 [EE RO53/GO53/BO53 


PRU re Pil eer Pe vi) view. 


(ey 
カス タム ブラ シ aw perl 
「 雲 の ペン 」 フラ ッ サ イズ 60.0 


最小 サイ ズ 四 50% 
FRR = 100 
に b み GB eto 
コピ ー 紙 300 Gi 2 
Re c 50 
水分 量 L 3 50 
- コリ = 50 
レイ 通明 度 を 維持 


も と は 雲 を 表現 する の に | ロロ me 
使用 する カス タム ブラ シ で す \eeoe (etm 回 


が 、 今 回 は 遠景 の 林 の 表 rasa 0 

現に 使い まし た 。 最小 濃度 0 
RABEBE D 100%, 
BE Bee O 100 
BE: VRE フサ イズ VRE 
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軽い アク セン ト に 遠景 に 花 も 入れ まし ょ う 。 新規 レイ ヤー を 
作り (水彩 境界 は 幅 6 に 設定 )、 花 びら を 描い て いき ます 。 塗 
り 筆 2 を 使っ て 、 丁 寧 に 塗る より は アク セン ト を 入れ る こと に 
重点 を 置い て 花 を 簡単 に 描い て いき ます 。 


手前 の 花 


最後 に 手前 の 花 (イタ リア ン ホ ワイ ト ) の 着色 を し て いき ま 
す 。 「 花 」 の レイ ヤー フォ ル ダ に 移動 し ます 。 


Te 


E 周 | し fw-ty ト 2 の 
こま aes | 使用 する 色 CJ vox 


cM SRRHTIR Ne 2 


| aT | レイ ヤー94② 
R224/G135/B131 通常 
花 Ea G Ch tz ae 
SO PT RE EE | ie” 
OL Fitton 


最後 に 新規 レイ ヤー を 作成 (水彩 境界 は 幅 1 に 設定 ) し 、 
左上 の 枝 の 上 に 葉 を か ぶせ る よう に 塗り 筆 3 で 簡単 に 塗っ た 
ら 、 背 景 の 植物 は すべ て 終わ り で す 。 


各 パ ー ツ の 手順 同様 、 新 規 レ イヤ ー を 作り 、 水 彩 境 界 と ク 
リッ ピン グ を 設定 し て 描画 し て いき ます 。 

まず 葉 か ら 塗 り ま す 。 塗 り 筆 3 で 影 に な る 部 分 を 濃く 塗り 、 
葉 の 明る い 部 分 は あえ て 塗り 残し て 光沢 を 表現 し ます 。 


続い て 新規 レイ ヤー で 花びら を 塗り ます 。 花 びら の 中 心 か 
ら 外 に か け て 筆 を 抜く よう に スト ロー ク さ せま す 。 花 びら の 先 
端 も 簡単 に 色 を つけ る 程度 で 花びら は 終わ り ま す 。 
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花 の 中 心 は 丸み が ある こと を 表現 する た め に 、 周 囲 を 濃く 


着色 し まし た 。 

ab KA | 使用 する 色 
葉 HE R067/G095/B037 
花びら GM R138/G103/B133 
花びら 先端 | R255/G251/B235 
花 の 中 心 ( 影 ) QR R153/G123/B051 


手前 の 花 の ぼかし 


ちょ っ と し た 効果 と し て 、 手前 の 花 を ぼかし て 遠近 感 を 出し 
て み ま す 。 ま ず 「 花 」 の レイ ヤー フォ ル ダ を 選択 し 、 レ イヤ ー セ ッ 
ト の 結合 を クリ ッ ク し て フォ ル ダ を 統合 し ます 。 


則 レ イヤ ー セ ッ ト 0 結合 
gi 


統合 し た 花 の レイ ヤー を 選択 し 、 メ ニュ ー バ ー の [フィ ル タ ] 
ー【 明 る さ ・ コ ント ラス ト ] を 選択 し ます 。 


エト ラス メト 


PORE 


フル Le ュー 


コン トラ スト と 色 の 濃 さ を 調整 し 、 花 を 明る く ハ ッ キ リ さ せ 
ます 。 
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調整 し た 花 の レイ ヤー を 選択 し 、 メニ ュー バー の 「[ レ イヤー] 
ー [レイ ヤー の 複製 ] を クリ ッ ク し て レイ ヤー を 複製 し ます 。 
複製 し た 花 レ イヤ ー の [不透明 度 ] を 45 パー セン ト ま で 下げ 、 
レイ ヤー 移動 ツー ル で 2 ~ 3 ミリ 程度 横 に スラ イド させ ます 。 


さら に 同じ よう に 花 レ イヤ ー を も う 1 枚 複製 し ます 。 複製 し 
た 花 レ イヤ ー の [合成 モー ド ] を [スク リー ン ] に し 、 不 透明 
度 を 38 パー セン ト ま で 下げ 、 今度 は 2 一 3 ミリ 程度 上 に スラ 
イド させ ます 。 こ れ で 手前 の 花 が ぼけ た よう に な り ま し た 。 


これ で すべ て の 着色 は 終了 で す 。 残 す は 加工 と 微 調整 に な 
り ま す 。 
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最後 の 効果 と 微 調整 を 行い 、 イ ラス ト を 完成 させ ます 。 
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用 紙 の 質感 表現 
背景 と 地面 に 用 紙 の 質感 を | 還 TED 
つけ ます 。 画 吉 
= ーー 
レイ ヤー パネ ル で 、 レ イ al ie 
ヤー セッ ト 3(「 背 景 ] フ ォ ル ダ ) | に 一 ae 
と 「 真 ん 中 ] フォ ル ダ を 選択 | 国 | 7%, 
し ます 。 ee} 100% 
線画 
ロ 還 & 
園 a Av 
100% 
a a BAP 
Oe 
回 = Urs 
Om 
回 空 空 
通常 
100% 


パネ ル 右 上 の [用 紙質 感 ] か ら 、 
を 112%・ 強 さ を 38% に 設定 し ます 。 


回 画材 効果 


用 紙質 感 | 水彩 1 


画材 効果 


ーー 
he de 


Fah OSHS IASI LITE. 
フォ ル ダ 内 の レイ ヤー すべ て に 郊 果 が "つき ます 。 


"hs cet 


112% ee 38 


| Before 
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る @eeeeeeeee も 2 


「 線 画 ] フォ ル ダ に 移動 し 、 変 えた い 線 画 の レイ ヤー に 不 透 
明度 保護 を か け ます 。 


主 に 顔 回 り の 線画 の 色 を 変え ます 。 ま ぶた の 先端 、 顎 回 り 
等 の 線画 に 赤 オ レン ジ 色 を 入れ ます 。 


前 髪 線画 に は 前 髪 の 先端 の 紫色 と 同じ 色 を 塗り ます 。 


顔 回 り が 柔らか い 印象 に な り ま す 。 


@@6@@6e@eeeoeec 


一 番 上 に 新規 レイ ヤー を 作り 、 レ イヤ ー の [合成 モー ド ] を 
[陰影 ] に し て 、[ 不 透明 度 ] を 81% に 設定 し ます 。 
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合成 モ - ド | BER i) 
SSA 81% 
CASA LC) FOLIC 

( 〇 領域 検出 元 に 指定 


エア ブラ シ で 顔 回 り に 軽く オレ ンジ を 入れ ます 。 入れ すぎ 
る と 濃く な っ て し まう の で 少し 色 を 入れ る 程度 で 止め て お きま 
す 。 こ れ に より 顔 全 体 が 赤み が か り 、 気 持ち 柔らか い 印 象 に 
な り ま す 。 
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一 番 上 に 新規 レイ Bi 
ヤー を 作り 、[ 合 成 モー GF 
ド ] を [陰影 ] に 、[ 不 
透明 度 ] を 20% に 設 


定 し ます 。 
エア ブラ シ で 薄紫 

色 を 全体 的 に 塗り 、 陰 

影 の まとまり を 作り ま 

Te 

が AP すさ まり 使用 する 色 

薄紫 色 I) F219/G169/B197 
逆光 表現 

一 番 上 に 新規 レイ ヤー を 作り 、[ 合 成 モ ー ド ] を [スクリーン] 

に 設定 し ます 。 


水色 を 選択 し 、 エア ブラ シ で 背景 の 木々 の 間 を うっ すら 塗り 
ます 。 そ こま で は っ きり と 効果 は か けず 、 あ くま で も うっ すら 
と か ける こと に よっ て 、 優 し い 木 漏れ 日 を 作る こと が で きま す 。 


ここ まで で ほ ば 完成 で す 。 


パ っ Soooooooo も すず ぎす ず ほ きる 。 eo。。 oe oo 。O 


最後 の 加筆 修正 
いら な い 部 分 を 消去 


この 時 点 で 完成 に し て も いい の で す が 、 全 体 を 見 直し て み 
た ら 少し 情報 が 多く ご ちゃ ご ちゃ し て 暗い イメ ー ジ に な っ て し 
まっ て いた の で 、 少 し 明る く ス ッ キ リ し た 画面 に 修正 し た いと 
思い ます 。 


描き 足し 
思い 切っ て 右 奥 の 木 と 右 の 紙 飛 行 機 を 消し ます 。 こ れ で 画 
面 に 抜け る 部 分 が で きた の で 、 か な り ス ッ キ リ し まし た 。 せ っ キャ ラク ター の イメ ー ジ も 少し 変え た いと 思っ た の で 、 一 番 
か く 描い た 部 分 で す が 、 消 すこ と で イラ スト が よく な る と 判断 | 上 に レイ ヤー を 作り 、 メ ガ ネ を つけ 加え まし た 。 
し た 場合 は 迷わ ず 消 し て いき ます 。 


さら に 花壇 を 鮮やか に す 
る た め に ルピナス の 花 も 3 
つ ほ ど 塗 り 筆 2 で 描き 加え 
ます 。 


また 、 ス カー フ ・ 宰 ・ ス カー ト ・ ぬ い ぐ る み ・ ラ ジオ の 彩 度 
を 少し だ け 上 げ 、 く すん だ 感じ を 飛ば し まし た 。 


逆光 の レイ ヤー が 青 す ぎる よう だ っ た の で 、 色 相 を 調整 し て 、 
黄色 が か っ た 色 に 変更 し ます 。 
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髪の毛 の ツヤ 感 も 大 幅 に 変え て み ま す 。 私 の 場合 気分 に よっ 
て ツヤ の 感じ を 変え て いる の で す が 、 こ っ ちの ツヤ の 描き 方 の 
方 が し っ くり きた の で 変更 し ます 。 

一 番 上 に 加筆 レイ ヤー を 作り 、 塗 り 筆 3 と 2 を 交互 に 使い 


分 け て 塗っ て いき ます 。 


同じ く 一 番 上 に レイ ヤー を 作り 、 袖 の 部 分 に ライ ン を 入れ 
まし た (これ も 気分 で 入れ て み ま し た )。 首 の 太 さ を 変え た り 、 
ほっ ぺ ま わり に エア ブラ シ で 軽く オレ ンジ 色 を 入れ た り も し て 
いま す 。 
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全体 の 色 味 の 


UJ 


一 番 上 に [発光] モー ド の レイ ヤー を 作り 、 背 景 全 体 に エ 
アブ ラ シ で 紫色 を ラン ダム に 入れ ます 。 画面 に 色 幅 が 出 て 、 
後ろ か あら の ほん の り し た 光 を 演出 し ます 。 


一 番 上 に [オーバーレイ] モー ド の レイ ヤー を 作り 、 髪 の 
毛 や スカ ー フ の 先端 に 青紫 色 を エア ブラ シ で 軽く 入れ まし た 。 
キャ ラク ター に 鮮やか さ を プ ラス し ます 。 


さら に 一 番 上 に [オー バー レイ ] モー ド の レイ ヤー を 作り 、 
薄暗い 黄色 で 塗り つぶ し 、 不 透明 度 を 21% に 設定 し ます 。 こ 
れ で 全体 的 に 薄く 黄色 が か か り 全体 的 な まとまり が で きま し た 。 


* 


ま ーー っ < re es ee 
ooooooo す びす すず る も oooeeoeooo2 の o 


完成 


これ で イラ スト は 完成 で す 。 
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Chapter 2 
光 の 効果 を 表現 する 塗り 


Crerwiew 


A を 記 すき も 。。ooooccco dee 


光 の 効果 を 表現 する 塗り 


本 章 の 作例 


主 な 使用 ソフ ト : SAl + Photoshop 


第 2 章 は 、 光 の 効果 を 表現 する 塗り と し て 、 夕 暮れ の プー 
ル を 舞台 に し た 作例 イラ スト の メイ キン グ を 解説 し ます 。 仕 上 
げ ま で の 塗り は 主 に SAI を 使い 、SAI 固有 の [発光] モー ド 
の レイ ヤー を 多用 し て 、 光 を 表現 し て いき ます 。 

メイ キン グ で は 、 強 い 光 が 当たる 部 分 の ハイ ライ ト や 、 光 の 
回 り 込み ・ 反 射 ・ 散 乱 な どの 光学 的 な 作用 、 ま た 逆 に 影 に な 
る 部 分 と の コン トラ スト な ど 、 光 の 効果 と その 塗り 方 に つい て 
特に 詳し く 解 説 し て いま す 。 

その 他 、 ぼ か し や スミ ア 、 フ レア 、 ゴ ー ス ト な どの カメ ラ 的 
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な エフ ェクト を 使っ て 、 イ ラス ト の 空気 感 を 演出 する 方 法 に つ 
いて も 説明 し ます 。 

メイ キン グ 手 順 と し て は 、 ラ フー 仮 塗り か ら 始 め て 、 線 画 一 
下塗り 一 人 物 一 背景 ー エ フェ クト と 進め 、 最 後に Photoshop 
で 画像 補正 を 加え て 仕上 げ る 流れ で す 。 私 の 場合 、 塗 り を 進 
め つ つ 、 同 時 に 全体 の 色調 も 頻繁 に 補正 し な が ら 進 め て いま 
す 。 メ イキ ング で は 途中 の 全体 像 を 適宜 掲載 し て いる の で 、 
後半 に 行く に つれ て 次 第 に 色調 が 整っ て 雰囲気 が 出 て くる 様 
子 が 分 か る と 思い ます 。 
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線画 まで の 流れ 
=>p058 
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人 物 の 塗り 
=>p073 
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普段 は 百合 イラ スト を 好 ん で 描い て いま す 。 

柔らか い 穏やか な 空間 を 描く た め に る 

普段 か ら 描き 方 を 試行 錯誤 し て いま す が 、 
本 章 の 作例 も その 方 向 性 に 沿っ て 、 塗 
り 


夕暮 れ の プー ル 沿 い に 女 の 子 を 2 人 置い て み ま し た 。 

奇抜 な 色 遣 い は せ ず に 、 な る べく 自然 に 見 える よう に 
描こ うと し まし た の で 、 メ イキ ング 解説 も そう いっ た 観点 で 

読ん で いた だ けれ ば と 思い ます 。 
余談 で す が 、 基 本 的 に ゲー マー な の で 絵 を 描く 休憩 に は 
ゲー ム を する こと が 多い で す 。 
最近 は レト ロ ゲ ー に ハマ っ て いる の で 、 
本 誌 の 原稿 の お 供 は GBA 時 代 の 名 作 た ち で し た 。 


く お 絵 描き 歴 > 
約 3 年 


く Web サ イト > 
http://kyuri.chips.jp/ 
pixivID:1353095 
Twitter@kyuritogaspard 


< 活動 情報 > 
素朴 な 百合 空間 を 日 夜 制作 中 。 
企業 の PR 用 キャ ラク ター な ど 、 
依頼 が あれ ば 他 に も いろ いろ 描い て ます 。 


< 使用 ワ ソフト > 
SAI( メ イン ) 
Photoshop CS4( 補 正 & 仕 上 げ ) 


< 制作 環境 > 
OS:Windows7 64bit 
メモ リ :8GB 
モニ ター:EIZO ColorEdge CX240 
タブ レッ ト :Wacom Bamboo CTE-450 
その 他 : 外 付 HDD (定期 バッ クア ッ プ 用 ) 


く ふ だ ん 参考 に し て いる も の > 
『haco.」 (フェ リ シ モ ) 
ファ ッ シ ョ ン 誌 。 素 朴 な 感じ が 好き で 、 手 の 届く と ころ に 積ん で あり ます 。 


< 影響 を 受け た / お 気に入り の 作家 (敬称 略 ) > 
岸田 メル 、 佐 原 ミズ 、 四 季 童 子 
自分 が 絵描き 始め る 前 か ら 好き で 、 
こん な 絵描き た いな ぁ と 初め て 思っ た 方 々 で す 。 
黒星 紅白 、 フ ワダ ア ルコ 、 左 
も っ と ボッ プ な テイ スト も 好き な の で 参考 に し て いま す 。 
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いて も 検討 し て お きま す 。 


zie 

最初 に ラフ を 作成 し ます 。 今 回 は プー ル 掃 除 後 の 夕暮 れ と 

いう 感じ に し ます 。 夕 暮れ の 環境 光 を 効果 的 に 表現 する こと を 

狙っ て 、 金 属 フ ェ ン ス 、 水 溜り 、 ペ ッ ト ボ トル を 配置 し て いま す 。 
また 、1 人 は 逆光 に な る よう に し て いま す 。 


キャ ラク ター は 2 人 に し まし た 。 相対 位 置 の バラ ンス を 取 
る 手間 は 増え ます が 、 雰 囲 気 を 出し や すい の で お すす めで す 。 
可愛 さ 重 視 の 場合 は カメ ラ 目 線 が 効果 的 で す が 、 雰 囲 気 重視 
の 場合 は 目線 を キャ ラク ター それ ぞ れ に 向け る と 効果 的 で す 。 

キャ ラク ター の 手前 に は 柱 や 植物 を 置い て 、1 歩 引い て 眺め 
る 構図 に し ます 。 画面 の 周り に 沿っ て 配置 する こと で 、 キ ャ ラ 
クタ ー を フレ ー ム に 収め る よう な 効果 を 与え ます 。 


この 段階 で は 細か い デ "ザイ ン は 気 に せ ず 、 
キャ ラ ワ タ ー 等 の シル エッ ト が で うな る か を 重視 する と 
) パラ ンス を 取り や すい で す 。 


線画 まで の 流 


描写 し た い シ ー ン を イメ ー ジ し て 、 モ チー フ を さっ くり 描い て 配置 を 
決め ます 。 ま た 、 完成 図 を イメ ー ジ し や すく する た め に 、 配 色 に つ 


仮 塗り 


ラフ の 上 か ら 仮 塗り し て いき ます 。 タ 夕日 の 影響 で 黄色 一 オレ 
ンジ が 支配 的 に な る の で 、 全 体 的 に オレ ンジ 系 統 で 配色 し て 
いま す 。 ま た 、 キ ャ ラク ター は シル エッ ト が 分 か りや すい よう 
に モノ クロ に し て いま す 。 

夕暮 れ の 空 は 、 太 陽 か ら 離 れる に つれ て 黄色 一 オレ ンジ ー 
紫 と グラ デー ショ ン さ せ て いま す 。 オ レン ジ が 多く な り が ちな 
の で 、 意識 的 に 紫 く らい まで 入れ る と 画面 に 色相 の 幅 を 持た 
せ や すい で す 。 


eo 


6^ ム eee6e6e5 


Colann 
環境 光 と し て の 夕日 の 特徴 


今回 は 夕暮 れ の シー ン を 取り 扱い ます が 、 夕 暮れ の 環境 
光 の 特徴 に つい て 、 や や 雑学 的 で す が 簡 単に 補足 し て お き 
ます 。 

そもそも 日 中 の 太陽 光 の 白色 は 、 赤 ・ 椿 ・ 黄 ・ 緑 ・ 青 ・ 藍 ・ 
紫 と いう 感じ で 長波 長 か ら 短波 長 の 色 の 光 が 交 じ り 合 っ た 結 
果 、 目 に は 白 と し て 認識 され ます (中 学校 の 理科 を 思い 出し 
て みて くだ さい ) 。 日常 的 に 見 て いる 色 の つい た も の は 、 そ 
の 中 か ら 一 部 の 色 の 光 反射 する よう な 特性 が ある と い 
うこ と で す 。 その た め 太 陽光 に その 物体 の 光 が 含ま れ て いな 
けれ ば 、 い つも 見 て いる 色 に は 見 えな いわ け で す 。 

ここ で 今回 の 夕日 に つい て 考え る と 、 タ 日 に は 緑 一 紫 の 短 
波長 側 の 光 が あ まり 含ま れ て いま せん 。 これ は 日 中 より も より 
多く の 大 気 を た どる こと で 、 散乱 され や すい 短波 長 の 光 が 抜 
け 落 ち て し まう た めで す 。 

その た め 、 今 回 の よう な シー ン で は 植物 な ど 緑 一 此 の も の 
を あま り 鮮やか に 表現 し て し まう と 違和感 が 出る わけ で す 。 逆 
に 赤 一 黄 色 の も の は 鮮やか に に 方 が 夕暮 れ っ ぽ く な る 
と 思い ます 。 た だ し あく まで 現実 世界 で の 話 な の で 、 そ の 通 
り に 描い た も の が よい イラ スト と は 限ら な い の が 難し くも 悩ま し 
いと ころ で は あり ます 。 そこ で 、 全体 が 赤 一 黄色 ば か り で 単 
a ら な いよ うに 、 紫 を 意図 的 に 入れ て 彩 度 の 幅 を 広げ る 
な ど 工 夫 を し た り し ます 。 


ここ eeeeeooceoeoeeee66 ぁ ee 


強い 光 の 効果 を 出す た め に [発光 ] モー ド の レイ ヤー を 追加 
し て 、 そ こ に オレ ンジ を 置き まま す 。 


これ に よっ て 足元 の 水 溜り 、 ペ ッ ト ボ トル 、 雲 な ど で 反 射 、 
透過 し た 光 を 強調 し て 、 夕 暮れ の 強い 光 を 表現 し て いま す 。 
明る すぎ る と 白 飛び し て し まう の で 、 一 番 強い 光 が 濃 い 黄 
色 に な る くら い の オ レン ジ を 選ん で いま す 。 ま た 発光 レイ ヤー 
の 影響 で 、 置 いた 色 の 端 を 軽く ば か す と 黄色 一 オレ ンジ の グ 
ラ デ ー シ ョ ン に な り 、 色 の 幅 を 簡単 に 増やせ ます 。 


色 や 影 を 置く と 物体 の 形 を と ら え や すく な り 、 バ ラン ス の 悪 
さも 気づき や すく な り ま す 。 そ こ で 、 線 画 に する 前 に で きる だ 
け バ パラ ンス を 調整 し て お きま す 。 


この と き 、 あ る 程度 線 を 細く し て 線画 に する と き に 迷わ な い 
よう に し て いま す 。 あ まり 細く し すぎ る と 存在 感 が つか み づ ら 
く な る た め 、 ほ ど ほ ど な 太 さ が よ いと 思い ます 。 ま た ペン 入れ 
用 の レイ ヤー を 追加 し て 、 折線 ツ ー ル で 人 工 物 の ガイ ドラ イン 
を 引い て いま す 。 


ラフ を 線画 に クリ ン ナ ッ プ し ます 。 こ れ ま で の ラフ は あく ま 
で ガイ ドラ イン と 考え て 、 も っ と よい バラ ンス に な り そ う な ら 
ラフ は 無 視 し て 線 を 引き ます 。 

背景 は 仕上 げ る と き に また 調整 する の で 、 ガ イド ライ ン 程 度 
に ざっ くり 描い て お きま す 。 


べた 塗り で 
クリ ッ ピ ング 


レイ ヤー を 
ファ ル ダ に 
まとめ る 


レイ ヤー を フォ ル ダ に 入れ て 、 そ の フォ ル ダ を 単色 べた 塗り 
の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング し て いま す 。 
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最後 に 、 キ ャ ラク ター が も う 少 し 大 きく 写っ て も いい 気 が し 
た の で 拡大 し まし た 。 


db ot A oi el del ey i Tk Th TT 
Colann 
フェ ンス を 描く 


この 作例 で の フェ ンス は 遠景 に あり 、 細 か く 描く 必要 は な さ 
そう だ っ た の で 、 こ こ で は 簡単 に 作っ て いま す 。 


まず 、SAI で 小さ め の 範 囲 に 網 を 描い て お きま す 。 


これ を Photoshop で 読み 込み ます 。 メニ ュー の [編集 ] 
— [パタ ー ン を 定義 ] で Photoshop に この 網 の パタ ー ン を 
登録 し ます 。 こう する こと で 、 [編集] 一 [塗り つぶ し ] の [内 
容 / 使用 ] 一 [パタ ー ン ] か ら 、 作 っ た 網 パ ター ン を 選択 で 
きる よう に な り ま す 。 こ の 機能 を 使う と 登録 し た パタ ー ン を 線 
り 返し 並べ て 画面 内 に 敷き 詰め られ ます 。 
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ブラ シ と キャ ン バ ス の 設定 
本 章 で 使用 し て いる SAI の ブラ シ 設 定 を 紹介 し ます 。 
ペン 入れ 用 (®) ペン 入れ 用 ( 硬 ) ペタ 塗り 


筆 ツ ー ル の カス タム 。 ラフ 画 や 線画 を 柔 鉛筆 ツー ル の カス タム 。 線画 を 描く 際 に 鉛筆 ツー ル の カス タム 。 
ら が く 描 きた いと き に 使用 し て いま す 。 
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cm®OdE Mae OH ッッ 


消し ゴム ( 柔 ) 消し ゴム ( 硬 ) 粗い 消し ゴム 
消し ゴム ツー ル の カス タム 。 加減 し つつ 消し ゴム ツー ル の カス タム 。 間違え た と き 消し ゴム ツー ル の カス タム 。 
柔らか く 消 し た いと き に 使用 し て いま す 。 な ど 、 あ と が 残ら な いよ うに 確実 に 消し た 


いと き に 使用 し て いま す 。 


プラ シッ サ イズ 
最小 サイ ズ 


SE Bon S100 
mE: ARV HX 


筆 ぽか し 等 粗い 筆 
筆 ツー ル の カス タム 。 水彩 人 筆 ツー ル の カス タム 。 筆 ツ ー ル の カス タム 。 
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また 、 キ ャ ン バ パス サイ ズ は 3599px Xx 5000px と や や 大 きめ に し て いま す 。 ブ ラ シ サ イズ は その 都度 適当 に 変え て いま す が 、 線 画 は 
6px 付近 で 調節 し て 描く と と が 多い で す 。 その 他 の パラ メー タ は や 柔らか い 表 現に する と いう 方 針 で 適当 に 設定 し た も の で す 。 最小 サイ 
ズ を 小さ くし すぎ る と 筆跡 が シャ ー プ に な りす ぎる の で 、 あ る 程度 の 太 さ を 残す よう に し て いま す 。 

上 記 の ブラ シン に は キー ボー ド 左 側 の ショ ー ト カッ トキ ー を 割り 当て て 、 描 く と き は だ いた い 画面 だ け を 見 な が ら 左手 で ブラ シ を 切り 替え て い 
ます 。 
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部 位 ご と の 塗り 分 け を し て 、 仕 上 げ 塗 り の 下 準 備 を し ます 。 全体 の 
色 の パラ ンス も 改め て 検討 し て 、 完 成 時 の イメ ー ジ に 近づけ て いき 


ます 。 
\ 


あお お ま か な 塗 り 分 け 


Lea — 


新しく レイ ヤー を 作成 し た 濃い 目 の 青 な ど 、 背 景 の 白 と は っ 
きり 区 別 で きる 色 で 肌 を 下塗り し ます 。 塗 り 残し が ある と 面倒 
な の で 、 太 い 不 透明 な ペン で し っ か り 塗 り ます 。 乗算 に し た 線 
画 に も 下塗り が 重なる よう に 、 は みだし 気味 に し て お きま す 。 


下塗り の 前 に 、 線画 フォ レル ダ の [ 不透明 度 ] を 
60% に し て お きま す 。 線画 が 総 対 に 正しい ち け 
で は な い の で 、 線画 に 縛ら 5 れ す ぎ な いよ うに あま り 
目 立 上 な いよ うに する た めで す 。 
線画 の レイ ヤー は [ 乗算 ]】 モー ド に し て いま す 。 
線画 の 色 を あま り 気 に し な く て も 塗っ た も の に な じ ま 
せ や すい た めで す 。 


その 後 、 消 し ゴム ( 硬 ) で 削り な が ら 形 を 整え て いき ます 。 
線画 は あく まで ガイ ドラ イン と いう イメ ー ジ で 、 も っ と よく な り 
そう だ と 思っ た ら 、 線 画 は あま り 気 に し な いで 塗っ て し まい ます 。 


肌 レ イヤ ー を 下塗り し 終わ っ た と ころ で す 。 
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頭 の 髪 に か か る 部 分 は 、 後 で 上 か ら 髪 レイ ヤー で 塗り つぶ 
す た め は み 出 し た まま で す 。 

キャ ミソ ー ル の 部 分 は 、 服 の レイ ヤー を 透明 に し た 場合 を 想 
定 し て 、 は み だ さ な いよ うに し て あり ます 。 

後 か ら 体型 を 確認 し や すい よう に 、 見 えな く な る と ころ も 体 
の アウ トラ イン に な る よう に し て いま す 。 
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最後 に 肌色 で べた 塗り し た レイ ヤー で クリ ッ ピ ング し て お き 
ます 。 後 で 色調 整 を する の で 、 こ の 時 点 で の 色 は だ いた いで 
か まい ませ ん 。 
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作業 が 進む と 選択 する レイ ヤー を 間違い が ち て です が '、 
塗り 8 め る 前 に 全体 に 消し ゴム を ざっ くり か けた り 、「 D 
ふ ( レイ ヤー 内 消去 ) 」 を 押し た り し て 、 選択 中 の レイ ヤー 
を 確か め る と よい で し ょ う 。 
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髪 レ イヤ ー 


同じ 手順 で 他 の 部 位 も レイ ヤー 分 けし て いき ます 。 髪 な ど 
元 か ら 濃 い 色 な ら 、 無 理 に 青 で 塗ら な く て も いい と 思い ます (本 
来 の イメ ー ジ か ら 離 れ て し まう お それ も ある の で )。 

ここ で も 線画 は ある 程度 無視 し て 、 髪 の 長 さ な ど を 調節 し て 
いま す 。 
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目 レイ ヤー 


目 も 同様 で す が 、 ま つ 毛 まで 含め て 塗っ て いま す 。 せ っ か く また 、 白目 部 分 も 別 レ イヤ ー で 塗っ て お きま す 。 白目 を 青 な 
線画 を 乗算 に し て いる の で 、 ま つ 毛 まで 含め て 一 括 管理 し た | ど で 塗 る と 目線 を つか み づ ら い の で 、 こ こ は 普 通 に 白 で 塗っ て 
方 が 、 あ と あと 自然 に し や すい か と 思い ます 。 いま す 。 肌 と の コン トラ スト が 低い の で 分 か り づ らい で す が 、 
多少 ずれ て いて も 肌 の 影 を つけ る 段階 な ど で 気 に な っ て か ら | 
BLES. 歯 も 同じ 色 で まとめ て 塗っ て お きま す 。 | 


\ 
/ 
\ 
A y IN 


服 レ イヤ ー 


服 も 同様 に 塗っ て し まい ます 。 


見 や すい よう に 一 時 的 に 線画 を は ず す と 以下 の よう に な り ま 
す 。 
手順 と し て は 、 服 すべ て を スカ ー ト の 色 で 塗っ て か ら 、 リ ボ 
ン 、 上 着 、 リ ュ ッ ク 用 の レイ ヤー を それ ぞ れ 新規 に 作成 し 、 ク 
リッ ピン グ を 設定 し て 塗り 分 け て いま す 。 こ の 方 法 だ と 一 番 下 
の レイ ヤー は 服 全体 の シル エッ ト と し て を 管理 で きる の で 便利 
で す 。 
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キャ ラク ター は 下塗り し 終わ っ た の で 、 線 画 の 不透明 度 は 
100% に 戻し て 、 次 に 背景 レイ ヤー に 移り ます 。 


背景 レイ ヤー は ラフ の レイ ヤー を コピ ー し て 作り まし た 。 ラ 
フ 内 の 前 景 、 キ ャ ラ な ど 、 那 魔 な と ころ は 付近 の 色 を スポ イト 
し て 塗り つぶ し て お きま す 。 そ の 他 の 部 分 も 代表 的 な 色 を ス 
ポイ ト し て 一 度 単 調 に 塗り つぶ し て お きま す 。 

1 枚 だ と 空 の グラ デー ショ ン が 描き づら か っ た の で 、 空 部 分 
を 範囲 選択 し て 切り 抜き 、 別 レイ ヤー に 分 割 し て 下 に 置い て お 
きま す 。 
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前 景 部 分 は ピン ト が 合っ て いな い ニ ュ ア ンス で ぼかす 予定 
な の で 、 細 か く は 描き 込ま ず に 、 イ メー ジ し た 色 を ざっ くり 置 
いて お きま す 。 


oeeeeeoeooo も で ぽ “ 
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タタ 暮れ の 背景 に な じ む よう に キャ ラク ター の 色調 を 再 設定 し 
ます 。 キ ャ ラク ター の フォ ル ダ を 選択 し て か ら 、 フ ィ ル タ 機 能 
の [明る さ ・ コ ント ラス ト ] で 、 明 る さ を 下げ て 色 の 濃 さ を 上 
げ て いま す 。 
背景 の な だ ら か な 斜面 は 山 の イ メー ジ で 描い て お いた の で 
す が 、 柱 か ら 色 を スポ イト し て 、 粗 い ブラ シ を 使っ て 森 の よう 
に ざっ くり 塗っ て お きま す 。 そ の 後 夕日 の オレ ンジ を 手前 ( 下 側 ) 
に 置い て 明る くし て いま す 。 直射 日 光 と 接する 上 面 の 輪郭 は ハ 
イコ ント ラス ト に し て お いて 、 そこ か ら 遠 さか る に つれ て ぼや っ 
と する 感じ で す 。 こ れ に よっ て 立体 感 が 生ま れ ます 。 
1 
| 
} 
Zz 
Are hee ee these | 使用 する 色 
目 | | R190/G119/B105 
肌 R255/G233/B193 
髪 GM R124/G086/B077 
スカ ー ト ・ 袖 ©[EE—sR090/G067/B071 
a RE G288 78216 奥 の 方 に 光源 が ある の で 、 床 は 単純 に 手前 を 暗く し て お き 
キャ ミソ ー ル _ | R246/G226/B218 ます 。 
リュ ッ ク ON F144/G123/B164 プー ル は 今 の まま だ と 目立っ て 邪魔 だ っ た の で 、 と りあ え ず 
=z 水面 を 暗く し て お きま す 。 た だ し 水面 の 縁 に 当たる 部 分 は 明る 
タオ ル _ | PF248/G235/B216 く 残 し て お きま す 。 こ れ は 水面 の 縁 は 表面 張力 で な だ ら か な 傾 
デッキ ブラ シ 半 国 記 Reo/G131/B112 斜 が で き 、 光 が 反射 し や すく な る た めで す 。 
花 は イラ スト 全体 の 彩 度 の コン トラ スト を 考え て 寒色 に し て 
Tae SRT oe EL a お きま し た 。 
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目 の 塗 り 


目 を 塗っ て お か な いと 仕上 が り の 表情 が 分 か り に くい た め 、 
先 に ある 程度 目 を 塗っ て お きま す 。 目の下 塗り レイ ヤー に 直接 
描き 込ん で いき ます 。 
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レイ ヤー を 1 FIZ TH tis GOMER 
ENTER AN MNES © avi 


まず まつ げ か ら 色 を スポ イト し て 瞳孔 を 描い て お きま す 。 こ ご 
の と き 瞳 孔 の 位置 は 自然 に 相手 を 見 て いる よう に 、 全 体 を 引 
いて 見 た り し つつ 検討 し て いま す 。 片目 ずつ 考え る の で は な く 、 
な る べく 両目 と 見 て いる 対象 を 視野 に 入れ て 描く と 決ま りや す 
いと 思い ます 。 


le. 
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次 に 、 ま つげ の 下 を 暗く する よう な ニュ アン ス で 、 同 じ 色 を 
使っ て 濃い 部 分 を 増やし ます 。 


boos 


この 部 分 は 適度 に 暗く し て お く と 、 視 線 が 定まっ た 意志 が 
感じ られ る 目 に な る と 思い ます 。 た だ し 目 が より 大 きい 絵柄 の 
場合 は 、 あ まり 暗く する と 顔 の 印象 が 暗く 沈ん で し まう こと が 
ある の で 注意 し て くだ さい 。 

また 、 白目 部 分 も 同様 に 暗く し て いま す 。 


ここ で ハイ ライ ト を 白色 で 入れ て お きま す 。 


chodsuaw ese ッッ 


ハイ ライ ト の 位置 も 視線 を 決め る 上 で 重要 で す 。 こ れ や 両 
目 を 意識 し な が ら 、 自 然 だ と 思う と ころ に レイ ヤー の [合成 モー 
ド ] を [発光 ] に し て 白 を 置い て いま す 。 ハ イラ イト の 位置 は 
光源 の 向き な ど は 無視 し て 、 白 目 の 面積 が 多い 側 の 上 の 方 に 
する こと が 多い で す 。 

その 他 に も 反対 側 の 下 に 向かっ て 直線 状 に 細か い ハ イラ イ 
ト を 置い て いま す 。 こ の あたり は な ん と な く よ く 見 える と いう 
感覚 で や っ て いま す 。 


最後 に 確認 し て 、 ハ イラ イト の 位置 が 気 に な っ た の で 、 少 し 
下 に ずら し まし た 。 少 し 変え た だ け で も 印象 が 変わ りや すい の 
で 、 目 の 扱い は 特に 慎重 に し て いま す 。 


も っ と ネガティブ な E 全 の 表情 に し た い 電 合 は 、 
目の下 半分 に ハイ ライ ト を 入れ た り リ し ます 。 
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次 に 肌 を も う 少 し 塗っ て お きま す 。 肌 レイ ヤー は 1 枚 の レイ 
ヤー に 上 塗り し て いる た め 、 は み 出 さ な い よう に レイ ヤー の [ 不 
透明 度 保護 ] に チェ ッ ク を 入れ て いま す 。 


Ss 


eeeeeeeeee 放 。。 


スカ ー ト な ど 、 線 画 を 無視 し て 塗っ て いた 箇所 の 線 を 、 下 
塗り に 合わ せ て 修正 し ます 。 脚 、 プ リー ツ の ライ ン な ど で ま だ 
気に入ら な い 箇所 は 線 を 描き な お し た り し て いま す 。 


左 の 子 は や や 逆光 設定 な の で 、 外 側 を 残し て 少し 濃い 影 を 
べた 塗り し て いま す 。 残 す 部 分 は 輪郭 の 平行 線 で は な く 、 起 
伏 に よっ て 幅 を 変え る と 立体 感 を 出し や すい と 思い ます 。 こ の 
作例 だ と ふく ら は ぎ あ た り で 特に それ を 意識 し て いま す 。 

足元 は 水面 か ら の 散乱 光 で 明る く な る と 想定 し て 、 暗 くし な 
いま ま に し て お きま す 。 


の | 使用 する 色 
AL (#2) R237/G196/B160 
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また 、 品 と ほほ の タッ チ を 細く し た り 眉 の 位置 を ずら し た り 
し な が ら 表 情 を 調整 し て いま す 。 そ の 他 、 髪 の 毛 先 、 鎖 骨 の 
ライ ン 、 ほ つれ 毛 、 手 な を どの ライ ン を 改め て 調整 し て いま す 。 

柱 や ブラ シ な ど 人 工 物 も 含め て 基本 的 に や わら か い 線 に し 
た いた め 、 な る べく 硬い 表現 は 排除 し て お きま し た 。 


線画 を 変え て し まっ た の で 、 改 め て 下塗り を 修正 し ます 。 以 
降 の 工程 で は これ 以上 大 きく 修正 する こと は ほぼ な い の で 、 そ 
れ な り に きれ い に 仕 上 げ て お きま す 。 


最後 に 線画 の 不透明 度 を 100% に 戻し て か ら 、 肌 色 に 合わ 
せ て 線画 の 彩 度 を 少し 上 げ て いま す 。 


ここ で は 全体 の バラ ンス を 見 つつ 、 色 調整 し な が ら も う 少 し 
影 を 増やし て いま す 。 


左 の 子 は 奥 か ら の 光 を 意識 し て 、 手前 に 影 を 置い て いま す 。 
髪 の 影 は [通常] モー ド の レイ ヤー を 追加 し て 、 ベ ペー ス 色 の レ 
イヤ ー の 上 に クリ ッ ピ ング し ます 。 右 の 子 に つい て や 同様 に 考 
えて 、 後 頭 部 側 を 暗く し て いま す 。 


のみ 47 
re りり 使用 する 色 水彩 境界 に つい て 
髪 ( 影 EN F078/G046/B048 ; 


服 も 上 に 通常 レイ ヤー を 追加 し て クリ ッ ピ ング し 、 同 様 に 
ざっ くり 塗っ て お きま す 。 全 体 の 色調 と し て どう いう 色 が ここ 
に くる か 決め て お きた い だ け な の で 、 と りあ え ず は み だ そ う が 
気 に せ ず 置い て お きま す 。 


ミ 
x 
P 


ZnA-b- # (8%) [EBB Ros9/G040/B053 


制服 上 着 (82) 
リュ ッ ク ( 影 ) 


R191/G177/B172 
還 国 還 R1o1/GO78/B136 


OPC Pir Vt verry? eri vine 


いや すい で す が 、 印 刷 用 
増やせ る た め 便利 
RB) と いう 名 前 が つい て いま す が 、 
す 。 ぽか せ ( 
囲 気 を 細か く 表 
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ここ で 表情 が イマ イチ は っ きり し な いな ぁ 、 と 思っ た の で 、 
以下 の よう な 修正 を 行い まし た 。 


肌 は 既に 描い て いた 影 と 明る い 部 分 と の 境界 を 濃い 目 に し 
て 強調 し て お く と 、 強 い 光 に さら され て いる と ころ を 演出 し や 
すい と 思い ます 。 ま た キャ ミソ ー ル 下 に 影 を 入れ て 空間 が 感じ 


に だ 


e000eceeee Tce 


表情 を は っ きり させ る 一 環 で 、 前 景 以外 を 拡大 し まし た 。 MM 
も 微妙 に 明る く 修 正 し て 、 右 の 子 の 腕 も 微妙 に 長め に 直し て 
いま す 。 


タオ ル と キャ ミソ ー ル に も 影 を 置い て お きま す 。 色相 の バラ 
ンス を 考え て キャ ミソ ー ル は 寒色 に し ます 。 


ンー 


られ る よう に し て お きま す 。 
PND LN SSO BP eal 使用 する 色 
濃い 肌 影 R225/G154/B115 
使 用 す る 
キャ ミソ ー ル (8) [I R183/G160/B171 
タオ ル ( 影 ) R193/G179/B174 
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最後 に 線 を 整え つつ 輸 郭 を 太く し て いま す 。 透 け て いる 感 
じ を 出す た め に キャ ミソ ー ル 下 の 肌 の 輪郭 は 一 部 消し た り し 
て いま す 。 ま た 、 肌 に な じ む と ころ を 探し て 、 線 画 の 彩 度 を 上 


げ て いま す 。 引い て 見 た り ア ッ プ し た り し て 検討 し つつ 戻っ た 
りや り 直 し た り し て 決め て いま す 。 


eeee@eooeoceee66 ぁ ee 


ここ まで で 全体 の 色調 が 決ま っ た の で 、 も う 一 歩 仕 上 が り 
の イメ ー ジ に 近づけ る た め に 、 質感 の テク スチ ャ を 追加 し ます 。 

テク スチ ャ は モノ クロ に し て 、 レ イヤ ー の [合成 モー ド ] を 
[オー バー レイ ] に し た と き に 遠目 に 変色 が 起こ ら な いく らい の 
濃度 に 調整 し て いま す 。 ま た 、 質 感 を 強め る た め に コン トラ ス 
ト を 高め に 調整 する こと が 多い で す 。 


今回 は ざら っ と し た 古紙 の テク スチ ャ と 水彩 絵の具 の テク ス 
チャ を 重ね 合わ せ て ミッ クス し た も の を 使い まし た 。 古紙 の 方 
は 紙 の 自体 の 粗い ざら ざら 感 を 、 水 彩 の 方 は 紙面 全体 に わた 
る や わら か い 色 の 変化 を イメ ー ジ し て 取り 入れ て いま す 。 


新規 レイ ヤー を 作り 、[ 合 成 モ ー ド ] を [オー バー レイ ] に 
設定 し て 、 全 体 に 影響 する よう に レイ ヤー の 最上 層 に 置い て 
いま す 。 私 の 場合 、 紙 に 描い て いる よう な や わら か い ア ナ ロ グ 
感 ・ ラ ンダ ム 感 を 得る た め に テク スチ ャ を 使用 し て いま す 。 
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さら に キャ ラク ター と の 差 を 明確 に する た め に 、 背 景 の 上 だ 
け に か か る よう に 同じ テク スチ ャ を 追加 し て いま す 。 こ ちら は 
不透明 度 を 調整 し て 質感 を 強め に し て いま す 。 
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と で 


eeeeeeeeee Cute 


Fr Pr m m mm li mm PP WF Pi 
の 2 ん 7 
テク スチ ャ を か ける タイ ミン グ 


テク スチ ャ を か ける 方 法 も あり 3 
か ける よう に し て いま 


今回 の 方 法 は 
る 


割り 切っ 


て お きた か っ た の で 、 


ここ まで の 全体 図 で す 。 


A top の 


足し ます 。 


eee@eeeeeeeee66 ぬ 6ee 


人 物 の 塗り 


人 物 の 本 塗り を 進め て いき ます 。 既に ざっ くり 塗っ て ある 状態 な の で 、 
色 を 増やし た り コ ント ラス ト を 調節 し つつ 、 キ ャ ラク ター を 中 心 に 描き 


まず 髪 か ら 進め る こと に し ます 。 立体 的 に な る よう に 意識 し 
つつ 、 下 塗り の 状態 か ら 影 の 形 を 整え て いき ます 。 影 の 太 さ 
に 変化 を つけ て 、 髪 の 束 が 重なっ て いる よう な ニュ アン ス に し 
て いま す 。 奥 か ら 光 が 当たっ て いる の で 、 面 積 の 多い 影 は 手 
前 に 集中 する よう に し て いま す 。 ま た 、 光 が 強い の で ペー ス 色 
と の コン トラ スト は 高め に し て いき ます 。 


髪 の 内 側 、 髪 と 髪 の 隙間 、 髪 と 肌 の 隙間 な ど 光 が 当たら な 
そう な 場所 に 、 色 相 を わずか に 紫 側 に ずら し た より 暗い 影 を 追 
加 し て いま す 。 こ れ は 既に ある 髪 レ イヤ ー に 直接 描い て 、 濃 い 
色 を 混ぜ て 筆 で な じ ま せ る よう に 進め て いま す 。 


pe | ンク のみ タク 
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次 に 影 レイ ヤー を 不透明 度 保護 設定 に し て ペー ス 色 と 影 と 
の 境界 側 に 濃い 影 の 色 を 置い て いき ます 。 境界 の コン トラ スト 
が 強調 され 、 強 い 光 が 表 現 で きま す 。 


[合成 モー ド ] を [スク リー ン ] に し た レイ ヤー を 新規 作成 
し て 、 肌 の 影 を スポ イト し て 前 髪 一 髪 の 生 え 際 くら い に 色 を 置 
きま す 。 髪 が 透け て いる よう に 色 を 軽く する ニュ アン ス な の で 、 
お で こ に あたる 部 分 を 中 心 に 塗り ます 。 
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eeeeeeeeeed 


色 の 変化 が 極端 に を なら な いよ うに 、 広 が りす ぎ た 部 分 を 消 
し ゴム で 消し て な め ら か に ぽか し ます 。 


メニ ュー バー の [フィ ル タ ] 一 [色相 ・ 彩 度 ] で 、 明 度 を 
-70 まで 下げ 、 う っ すら と 明る く な る 程度 に な じ ま せ ます 。 


X 


の 


で 
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毛 先 に 夕日 の 色 を 入れ て 

や わら か く 

[不透明 度 ] を 70%% に し た 通常 レイ ヤー を 追加 し て 、 色 相 の 

滑ら か な 変化 を 追加 し て いき ます 。 背 景 の タタ 日 か ら ス ポイ ト し 

て 、 毛 先 に 色 を 置い て か ら ぼ か し 筆 で グラ デー ショ ン に し ます 。 
さら に 明度 を 20 下げ て な じ ま せ て いま す 。 


と 


に 3 


ETH aw Yom ( 首 の 後ろ ) の 方 まで 
ショ ン を 伸ばし て し まう と 、 影 の コン トラ スト が 

1 氏 く な っ て し まう の で 、 あま り 伸 ば し 過ぎ な いよ うに 
hn: 感 し ます 。 罰 必 9 ト で も 、 広 域 に 伸ばし た ゲラ デー 
ショ ン を 1 まう と ぼ " や っ と し て 画面 の コン トラ スト が " 


作 く な り が ちな の で '、 基本 所 に は 使わ な いよ うに し て 
、 いま す 。 


ーー 


R250/G175/B145 
R255/G208/B128 
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ANS fae ac fl 


強い 光源 を 意識 し て 、 よ り 明る い 部 分 を 塗っ て いき ます 。[ 合 
成 モー ド ] を [発光 ] に し た レイ ヤー を 新規 追加 し て 、 肌 の 影 
を スポ イト し て 塗っ て いま す 。 逆光 側 は 輪郭 を 細め に 縁取 る よ 
うに 塗っ て 、 背 面 に 当たっ て いる 強い 光 が 少 し 見 えて いる よう 
な ニュ アン ス に し ます 。 ま た 、 頭 の 球体 の よう な 形 を 意識 し て 、 
影 の 形 の 延長 に な る よう に ハイ ライ ト 部 を 描い て いま す 。 


ミ 
ul 


comoOoOt SG Ha wee SK 


Pih~ he ocansri<hiiny—>LyoMR cease: 
ハイ ライ ト 部 を イ 作 5 な いこ と が 多い で す が '、 

人 作 條 の よう な シー ン で は 強い 光 を 強調 する た め に 
便 9F 交 に くっ きり 浴 っ て いま す 。 逆 に きえ ば 

虹 い シー ン な 5 で "は の 表現 な の で '、 
\ 塗っ て いて 面白 くも あり ます 。 
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ハイ ライ ト を な じ ま せ る た め 、 少 し 黄色 寄り に ずら し て 暗く 
な る よう に 、 メ ニュ ー の [フィ ル タ ] 一 [色相 ・ 彩 度 ] で 以下 
の 調整 を 加え ます 。 


・ 色 相 +15 
・ 彩 度 : +5 


・ 明 度 : -74 


また 、 色 が 見 や すく な っ た と ころ で ハイ ライ ト の 形 を 整え ま 
Fo 髪 の ラ イン に 沿っ て 縦 すじ 状 に 消し た り 、 す じ の 上 下 を ざっ 
くり 消し た り し て な じ ま せ て いま す 。 毛 先 部 分 は 色 を より 軽く 
する た め に ぽか し て 少し 塗っ て いま す 。 


も う 1 枚 の 発光 レイ ヤー を さら に 上 に 追加 し て 、 同 じ 色 を 
使っ て 塗っ て いき ます 。 同 じ 色 と い っ て も 調整 を 加え た 後 な の 
で 、 先 ほど の 発光 レイ ヤー を [通常] モー ド に 一 時 的 に 戻し て 
か ら ハ イラ イト 用 の 色 を スポ イト し て いま す 。 


既に ある ハイ ライ ト 部 を な ぞ っ て な じ ま せ る よう に 、 ぼ か し 


気味 に ふわ っ と 塗っ て いま す 。 ま た 、 光 が 直射 で な い 側 に は 、 
回 り 込ん だ 光 (回 折 光 。 コ ラム 参照 ) を 意識 し て 広め に ぽか 
し て 塗っ て いま す 。 光 の 進行 方 向 は どちら か と 言え ば 上 下 よ り 
は 左右 方 向 な の で 、 上 下方 向 に は むやみ に ぽか さ な い よう に し 
て 左右 の 伸び が 出る よう に し て いま す 。 
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Colann 
回 折 光 


ある 物体 に 光 が 遮 られ た 場合 、 光 は その 脇 を 素通り する 
の で は な く 物 体 の 内 側 に も 回 りこ み ま す 。 大 雑 把 に 言え ば 、 
光 が 当 た っ て いな いか ら と いっ て 真っ 暗 に な る わけ で は な く 、 
ほん の り 明 る く な る わけ で す 。 

逆光 の 人 物 を 描く 際 は その 点 を 意識 し て 、 輪 郭 の まわ り を 
少し 明る め に ぽか し た りす る と 、 画 面 が 自然 に 柔らか く な る と 
思い ます 。 

この よう な 現象 が ある こと を 知っ た 上 で 、 強調 し た り 無 視 し 
た り 、 あ る い は あえ て 変え た り を 選ん で 抽象 化し て イラ スト 的 
な 作画 に 落と し 込む よう に し て いま す 。 


少し ハイ ライ ト が 強 す ぎ た の で 、2 枚 の 発光 レイ ヤー を ま と 
OT [色相 ・ 彩 度 ] で 調整 し て 、 ハ イラ イト は 完成 で す 。 


V SAI で は 補 甘 の レイ ヤー を 同時 に 選択 で きま せん が 、 


ピン を 午 す か 、 ま た は フォ レダ に 入所 て フォ ル ダ を 選択 
すれ ば 複 才 の レイ ヤー に 対し て フィ ル ダ を 適用 で きま す 。 


ee 
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ハイ ライ ト が で きた ら 、 影 レイ ヤー を 筆 で 調整 し ます 。 ベ ー 
ス 色 や ー 番 濃い 影 か ら ス ポイ ト し て 、 各 所 に な じ ま せ て いま 
す 。 上 か ら 塗 りつ ぶす の で は な く 、 色 を 少し 混ぜ る 程度 に ソフ 
ト タ ッ チ で 塗っ て いま す 。 筆 を 動か す 方 向 は 、 基 本 的 に は 髪 の 
流れ に 自然 に 沿う よう に し ます 。 よ り 細 か い 整 形 は 最後 に 気 の 
済む お まで や る と し て 、 こ の 段階 で は 配色 重視 で 調整 し て いま す 。 
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拡大 率 を 100% 以上 に し て ベー スレ イヤ ー の 微 調 整 を 行い 
ます 。 背 景 や 肌 と 接する アウ トラ イン を や わら か くす る た め に 、 
筆 で 縁取 り を ぼかし て や わら か め に 整え ます 。 他 に も 線画 に な 
い ほ つれ 毛 な ど を ラフ に 追加 し て いま す 。 拡大 すれ ば 分 か る 
程度 の 修正 で す 。 


= 


これ で 髪 は ひと と お り 塗 り 終わ り ま し た 。 作例 で は 2 人 と も 
同じ 髪 の 色 に し て いま す 。 も ちろ ん 塗る の が 簡単 と いう の も 理 
由 の ひと つ で す が 、 そ れ に 加え て 、 夕 日 に 含ま れる 色 成 分 は 
赤 方 向 に 偏る の で 、 色 の 幅 が 少な い 方 が いい と 思っ た と いう 
理由 も あり ます 。 今回 は それ ほど キャ ラク ター 性 の 強く な い 自 
然 な 学生 に し た か っ た の で 、 こ の よう な 感じ に し まし た 。 
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コン トラ スト 調整 


次 に 目 を 整え て いき ます 。 右 の 子 の 目 が 薄かっ た の で 、 左 
の 子 の 濃い 色 を スポ イト し て 右 の 子 に 移し まし た 。 そ れ か ら 拡 
大 率 200% 程度 に し て 、 ま つげ な どの 線画 に 被っ て いる 部 分 
が きれ い に な る よう に 整え て いま す 。 


まつ げ の 真ん中 (黒目 の 上 ) は 濃い まま に し て 、 そ の 両 脇 の 
目尻 、 目 頭 に あたる 部 分 に 肌色 を 混ぜ て いま す 。 目 を くっ きり 
目立た せる た め に まつ げ は 基本 的 に 濃く し て いま す が 、 そ れ で 
浮き 過ぎ な いよ うに 適度 に 肌色 を 混ぜ て や わら か くす る 感じ で 
す 。 

同時 に 白目 も は み 出し な ど を 整え て お きま す 。 た だ し 目 は 仕 
上 げ の 頃 に 位置 や 大 き さ を 調整 し た く な る こと が 多い の で 、 途 
中 の うち は あま り 気 に し すぎ な い 程度 に し て いま す 。 


使用 する 色 


肌色 R251/G203/B155 


アク グセ ンド に 
発光 レイ ヤー 追加 


ここ で [発光 ] モー ド の レイ ヤー を 追加 し て アク セン ト を 少 
し 追加 し て いま す 。 背景 の 夕日 を スポ イト し て 、 小 さめ に 軽く 
色 を 置き ます 。 目 が 球体 で ある こと を 意識 し て 、 目 の 上 辺り に 
も 少し 色 を 置き ます 。 光 源 の 向き な ど は 気 に せ ず 、 も う 1 階 調 
増やし た いと いう 感じ で 塗っ て いま す 。 
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アク セン ト を 入れ た と ころ を 分 か りや すく 黒 に する と 以下 の 
よう に な り ま す 。 


少し ハイ ライ ト が 強 す ぎる の で 明度 を 下げ て 、 目 は 終わ り に 
な り ま す 。 


@ 


oo 
S6e0e6Cb0e0) 1 


eeee@ooeoeceee666ee 
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肌 を 整え て いき ます 。 他 の 箇所 を ある 程度 塗っ た の で 、 ま 
ず 全 体 を 見 つつ 、 改 め て 以下 の 調整 を 行い ます 。 


写実 的 に する な ら 逆 光 側 は も っ と 暗く な り そ う で す が 、 今 回 
は キャ ラク ター の 表情 を 見 せる の を 優先 し て 、 明 る め に 調整 し 


て いま す 。 

ご Beene EL RN OAR S| 使用 する 色 
肌 | R255/G255/B209 
AL (#2) R255/G210/B158 
AL (濃い 影 ) R235/G156/B114 


次 に 同じ レイ ヤー に より 濃い 影 を 足し て いき ます 。 少し ( カ 
ラー サー クル で 10 度 くら い ) 紫 側 に 色相 を ずら し た 色 を 選択 
し て 、 既 に ある 影 に 直接 塗り 込ん で 色 を 混ぜ て いま す 。 塗 っ 
て みて も う 少 し 色 を 変え た いと 思っ た ら 、 さ ら に 別 の 色 を 塗り 
重ね て いく 感じ で す 。 
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ある 程度 面積 が 大 きい 方 が 色 を 判断 し や すい の で 、 あ ご 下 
の 影 に 色 を 置い て 調整 し て いま す 。 


この 後 の 肌 の 塗り で 使う 色 は 、 今 ある 肌色 と 、 レ イヤ ー 内 
で スポ イト し て 混ぜ た 色 を 基本 と し て 塗っ て いき ます 。 上 か ら 
完全 に 塗り つぶ す の で は な く 、 少 し 色 を 混ぜ る 程度 に ソフ ト 
タッ チ で 塗っ て いま す 。 そ の 際 、 無理 に フラ ッ ト に し た り ぼ か 
し て 整え た り は 基本 的 に せ ず 、 多 少 ア ナ ロ グ っ ぽい タッ チ が 残 
る よう に し て いま す 。 
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顔 周り 


顔 周り を 整え て いき ます 。 髪 の 落ち 影 の 生え 際 に 近い 部 分 
を 濃く し て いま す 。 濃い 影 と ペー ス 色 の 境界 に 元 の 影 を と ころ 
どこ ろ 残 し て 、「 濃 い 影 一 元 の 影 ご ベー ス 色 」 と な る よう に し 
て いま す 。 こ うし て 段階 的 な グラ デー ショ ン に すれ は 色 の 変化 
が や わら か く な り コ ント ラス ト も 落ち に くい の で 、 塗 っ て みて 
違和感 が な けれ ば 肌 以 外 で も こう する こと が 多い で す 。 

また 、 耳 の 内 側 、 ま ぶた の 上 、 上 唇 の 下 、 口 角 、 下 唇 な ど 
少し 影 に た る と ころ を 少し 暗く し て いま す 。 


上 半身 


上 半身 を 整え て いき ます 。 デ ッ キ ブラ シ の 影 を 追加 し て 、 手 
て 腕 まわ り も 影 を 整え て いま す 。 一 番 明 る い 部 分 の ライ ン が き 
れい に な る よう に 意識 し ます 。 

胸 周 り は 左側 が 手 で 遮 ら れ て いる の で 、 右 か ら の 光 を 強く し 
て 立体 的 に 影 を つけ ます 。 そ の 際 、 体 の 立体 的 な 中 心 線 を 意 
識 し て 描い て いま す 。 

また 、 鎖 骨 や ひじ な どの 内 側 に な っ て いる 線画 の 終端 は 、 
消し ゴム で 少し 削っ て や わら か くし て いま す 。 


\ 


HCLURBeVgwsis. あま り 暗い 色 を 
引き イ 伸 | ば し て し まう と くす ん で 見 える お えれ が ある た め 、 
むやみ に 介 ば さ ず 帯 所 だ け : 遺 く 塗 る よう に し て いま す 
)( 特に 肥 で は 注意 し て いま す ) © あく まで アク セン ト に 
暗い 箇所 を 作る イメ ー ジ で す 。 
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キャ ミソ ー ル の 影 の 部 分 は 、 透 過 し た 光 が あ る の で 上 の 方 
を 明る くし て いま す 。 


明る い 箇 所 と 暗い 科 所 の 境 囚 は 、 BBM ELE 
濃い 目 に し て 強調 し て いま す 。 ご の よう に 境界 を くぅ きり 
させ る こと で 、 強い 光 が 当 た っ て いる ご と を 表 下 で きま す 。 
この よう な 影 の 境界 は いち 中 る ヤニ メ 塗 り 交 な 考え方 で 
) 描き ます 。 また 、 影 介 に は 双 の 変化 や 筆 貴 人 など 


情報 を 多め に 入れ て 、 明る い 因 所 は 一 種 の 自民 びと 
cas. saa 


スカ ー ト の 影 が ある の で 、 濃 い 目 の 影 を 落と し て いま す 。 塗 
る 際 は 円 筒 的 な 脚 の 立体 感 を 意識 し て 、 な る べく 脚 の 奥行 き 
が 出る よう に 脚 の 内 側 を ぼかし ます 。 また 、 ひ ざ は 球 の 表面 を 
塗る よう な イメ ー ジ で 塗っ て いま す 。 す ね は 骨 が 出 て 硬い 感じ 
な の で 、 そ れ に 沿っ て 明る く 残 し て いま す 。 


特に ひざ や すね は 、 何 か の 影 に な る と か で は な く 、 色 の 濃 
さ を 変え て 立体 感 を 作っ て いま す 。 こ うい っ た な だ ら か な 色調 
の 変化 で は 、 大 雑 把 に 言え ば 明る い 方 、 あ る い は 黄色 に 寄せ 
た 方 が 手前 に 出 て 見 え や すい の で 、 そ の こと も 意識 し た 配色 
に し て いま す 。 


| 
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足元 は 水面 の 散乱 光 で 明る く な っ て いる よう に し た い の で 、 
その 少し 上 を 暗く し て 足元 を 少し 明る く 見 せる よう に し まし た 。 
画像 内 で は 明る い 暗 い は 相対 的 な も の な の で 、 あ る 場所 を 
明る くし た いと き に は 、 そ の 周り を 暗く する こと で 明暗 が 表現 
で きま す 。 こ うす る と むやみ に 明る くし て 色 の 幅 を 増やさ な い 
で 済み 、 統 一 感 の ある 落ち 着い た 仕上 が り に で きる メリ ッ ト が 


あり ます 。 


Ly ® 


ほほ や 手首 、 ひ ざ な どの 関節 に 赤み を 追加 し て いき ます 。 
追加 し た い 箇所 か ら ス ポイ ト し て 少し 赤 に ずら し た 色 を 選ん で 
置い て いき ます 。 カ ラー サー クル で 10 度 くら い 赤 に ずら すこ 
と が 多い で す 。 


ほほ は 丸み の 真ん中 に ふわ っ と 置く イメ ー ジ で す 。 笑顔 な ら 
ほほ が 少し 上 が る た め 、 赤 み の 中 心 を 目じり の 少し 下 く らい に 
する と 可愛 く な る と 思い ます 。 こ れ も 同 じ レ イヤ ー に 直接 塗り 
足し て いる た め 、 赤 くし すぎ た り 伸ばし すぎ た り し た ら 元 の 色 
を 混ぜ て な じ ま せ ます 。 ま た 、 付 近 の 肌色 を スポ イト し て 線画 
に 色 を 混ぜ て な じ ま せ て いま す 。 
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右 の 子 も 同様 の 流れ で 肌 の 影 を 塗り まし た ( 左 の 子 より も 
光 の 当たっ て いる 部 分 が 多い の で 、 ペ ー ス 色 を 多く 残し て いま 
す )。 


最後 に 全体 を 見 な が ら 改 め て 肌 レ イヤ ー に 以下 の 調整 を 加 
えて いま す 。 
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< 用 を まる 


調整 


服 を 塗り 始め る 前 に 、 他 の 部 分 と トー ン を 揃え る た め に フィ RR ees 
ル タ で 調整 を 加え ます 。 こ こ で は 他 の 部 分 と 合う よう に 色 を 少 


し 濃く 暗め に 、 コ ント ラス ト を 高め に し ます 。 キャ ミソ ー ル [| | R255/G236/B231 
eS) EDEA-RELR LT e—eEeec be | Pe ©) {9  R206/G179/B169 
の 調整 を 加え ます 。 RA-b  # GE 2075/G051/8055 
・ 明 る さ : -11 2A—b + # (82) [BB RO35/Go16/B029 
・ コン トラ スト : +36 制服 上 着 | | R255/G254/B236 
・ 色 の 濃 さ +11 制服 上 着 ( 影 ) R200/G185/B180 
. 色相: 425 リボ ン GE F161/G049/B050 
他 の 服部 分 も まとめ て 以下 の 調整 を 加え て いま す 。 
・ 明 る さ : -9 
・ コ ント ラス ト : +23 
ES 影 の 整形 : キ ャ ミソ ー ル 
また 、 右 の 子 の リボ ン を 塗り 忘れ て いた の で 赤 系 に 直し まし まず キャ ミソ ー ル 部 分 か ら 進 め て いき ます 。 素材 の 布 の 流 
た 。 れ に 沿っ て 影 と 明る い 部 分 を 追加 し て いま す 。 影 レイ ヤー 上 


で ベー ス 色 を 混ぜ な が ら 上 塗り する こと で 、 敏 妙 な 中 間 色 を 
調整 し な が ら 塗 っ て いき ます ( 他 の 服 も この 方 法 で 進め て いま 
Ho 

逆 に くっ きり 明る くし た い 箇 所 は 、 消 し ゴム で 色 を 削っ て 表 
現し ます 。 


使用 する 


キャ ミソ ー ル (RU) GN R172/G138/B130 
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影 の 整形 : ス カー ト 


次 に スカ ー ト の 濃い 部 分 を 塗っ て いき ます 。 肌 に 密着 し て い 
る と ころ は 肌 の 影 の 形 と 自然 に つなが る よう に し て 、 自 然 な 柔 
ら か い プ リー ツ に な る よう に 影 に 整え て いき ます 。 こ こ で ゃ 直 
射 光 が 当 た ら な そう な 部 分 は 上 か ら ベ ペー ス 色 を 塗り 重ね て いま 
す 。 透け て いる と ころ は 脚 の シル エッ ト を 意識 し て 、 あま りく っ 
きり 過ぎ な いよ うに 少し ぼかし 気味 に し て いま す 。 他 の と ころ 
も 布地 の し っ と り 感 を 意識 し て ぼかし 多め に し て いま す 。 


影 の 整形 : タ オル 


左 の 子 が 持っ て いる タオ ル を 直し ます 。 


主 線 に 周り の 色 を 混ぜ て 目立た な いよ うに し て 、 粗 い 筆 で 
だ いた い の 影 を 描き 込ん だ らち 、 ベ ー ス レイ ヤー の 不透明 度 保 
護 を 解除 し て 、 粗 い 筆 で 改め て アウ トラ イン を 整え ます 。 


やこ eeee@eeeeeeeee66eeee 


影 の 整形 : そ の 他 


次 に セー ラー 服 の 上 着 や 、 タ イ 、 バ ッ グ な ど 残 り の 塗っ て 
いな い 部 分 を 整え て いき ます 。 


chmode wae oe ッッ 


下塗り の と き に も 書き まし た が 、 服 用 の 影 レ イヤ ー は 色 ご と 
に 分 けず に 1 枚 で 管理 し て いま す 。 そ の た め 塗 っ て いる と ス 
カー ト や セー ラー カラ ー の 黒 が 混じっ た り し ます が 、 そ れ は そ 
れ で 全体 の 統一 感 に は 貢献 する の で 、 汚 く な ら な い 程 度 に 混 
ぜ な が ら な じ ま せ て いま す 。 ま た 、 バ ッ グ の 椅子 に 接する 辺り 
は スカ ー ト と 同じ 理由 で 椅子 の 色 を 混ぜ て いま す 。 リ ボン は 若 
干 色 が 浮い て た の で 、 目 立た な いよ うに 暗め に し まし た 。 


ここ まで デッキ ブラ シ を 塗っ て いな か っ た の で 、 同 じ レイ 
ヤー で 塗っ て いま す 。 付近 の 髪 か ら 濃い 色 を スポ イト し て 、 縁 
を 残す 感じ で 塗っ て いま す 。 影 と ペー ス の 境界 は 直線 的 に し 
て 硬め に し て いま す 。 先端 部 は 面 に 沿っ て 筆跡 を 残し て 質感 
を 出し て いま す 。 


生ま VC 使用 する 色 


Hs 2059/G025/B025 
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ざる る eeeeeeeeoe る も 4 


服 の 塗り の 仕上 げ と し て 、 環境 光 を 意識 し て 色 の 変化 を 加 
えて いま す 。 [合成 モー ド ] を [発光] に し た レイ ヤー を 、 影 
の レイ ヤー より 上 に 追加 し た ら 、 夕 日 の 色 を スポ イト し て 塗っ 


て いき ます 。 


デッキ ブラ シ は と ころ どこ ろ シ ャ ー プ に 縁取 りす る よう に し 
て エッ ジ を 強調 し て いま す 。 そ の 他 の 服 に つい て は 広め に ぽか 
し て 、 手前 側 に 回 り 込 ん だ や わら か い 光 を 表現 し て いま す 。 そ 
れ に 加え て 太もも 一 スカー ト の 境界 に も 色 を 置い て 、 色 の 変 
化 を や わら か くし て いま す 。 ま た 、 タ イ の 先端 に も 色 を 置い て 、 
色 の 変化 を つけ て いま す 。 ス カー ト と タイ に つい て は 色 を 軽く 


し て 生地 の 薄 さ を 表現 する の も 兼ね て いま す 。 


ひと と お り 色 を 置い た 後 で 、 色 の 変化 が きつ すぎ な いよ う 


に 明度 補正 を 加え ます 。 
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最後 に 服 の 白 を スポ イト し て 、 影 レイ ヤー の 上 に 通常 レイ 
ヤー を 追加 し て か ら 制 服 の ライ ン を 追加 し て いま す 。 描 いた 後 
で この レイ ヤー の 不透明 度 を 50% に し て まわ り に な じ ま せ て 
いま す 。 


以上 で 人 物 周 り は ひと と お り 塗 り 終 わり まし た 。 


で 


eeoee@ee@6e S@eee@eeeeeeeee666ee 


Step OF 
育 京 の 塗り 


人 物 を 引き 立て る た め に も う 少 し 背景 を 描き 加え て いき ます 。 人 物 を 


メイ ン に 考え て いる た め 、 あ まり 邪魔 に な ら な い 程 度 に 配慮 し つつ 進 
め て いき ます 。 


まる 前 の 準備 
より 粗い テク スチ ャ に 変更 


塗り 始め る 前 に 、 背 景 と 人 物 と の メリ ハリ を も っ と し っ か り 
つけ た か っ た た め 、 背 景 だ け に か け て いた テク スチ ャ を 、 人 物 
と は 別 の より 粗い 水彩 風 テ クス チャ に 差し 替え まし た 。 


cw®OdE Ma He Oe ッッ 


背景 と 人 物 の 間 に 多少 の 変化 を つけ る と 、 見 せ た い も の を 
明確 に で きま す 。 人 物 と 背景 に 差 を つけ る 方 法 と し て は 、 明 度 
差 や 彩 度 差 を つけ る 方 法 も あり ます が 、 今 回 は 強い 環境 光 が 
ある 絵 の た め 、 明 度 差 や 彩 度 差 は 自然 に つけ づら そう だ と 考え 
て 、 テ クス チャ に 頼る こと に し まし た 。 


dun 


ベ ペット ボトル 


まず は 人 物 に 接し て いる 箇所 か ら 塗り 進め て いく こと に し ま その 後 、 以 下 の よう な 調整 を 加え て コン トラ スト を 高め に し 、 
す 。 ペッ ト ボ トル の 形 を 整え つつ 、 同 じ レ イヤ ー に 直接 影 を 塗っ | 無機 物 っ ぽく し ます 。 
て いき ます 。 透明 な 材質 な た め 、 付 近 の も の が 映り 込む 、 あ 
る い は 透け て 見 えて いる よう に 、 ス カー ト の 色 を スポ イト し て | ' 明 る さ :-12 


影 に 使っ て いま す 。 ・ コ ント ラス ト : +39 
使 用 す る も s—s—i‘i‘i‘i‘(‘(‘(‘(‘(‘(‘(‘(i i‘( i‘i‘(‘(éisd + BORE : -31 


ボトル ラベ ル Bs R063/G051/8087 
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次 に [発光] モー ド の レイ ヤー を 上 に 追加 し て 、 夕 日 の 色 を 
スポ イト し て 縁取 り と 水面 を 塗り ます 。 水面 は 適当 に 位置 を 決 
め て 水平 に な る よう に べた 塗り し て いま す 。 容器 の 厚み と し て 
ボトル の 縁 に 暗い と ころ を 残す と それ らし く な り ま す 。 実際 の 
ペッ ト ボ トル は 薄い 素材 な の で 実際 に は こう な ら な いか も し れ 
ませ ん が 、 一 種 の 誇張 表現 と し て こう し て いま す 。 右 下部 分 
は 水面 を 透過 し て 当たっ た 光 と し て 明る くし て いま す 。 


白く 塗っ た 水面 の 真ん中 を 消し ゴム で 削っ て 透明 感 を 出し ま 
す 。 細 か いこ と を 言え ば 、 ボ トル 内 の 水 は 表 面 張力 で 縁 の 方 
が ちょ っ と 持ち 上 が っ て 滑ら か な カー ブ が で きま す 。 こ の た め 
縁 の 周辺 は 光 を 反射 し て きら きら 明る く な り ま す 。 も ちろ ん 実 
際 に この スケ ー ル で 見 た と き に そこ まで 顕著 に な る か は 微妙 で 
す が 、 こ れ も イ ラス ト 的 な 誇張 表現 と し て 考え て いま す 。 

最後 に フィ ル タ で 色 を な じ ま せ る よう 調整 し ます 。 


= 


V wscstrrt-wavrereerncevot、 | 


量 後に 常光 レイ ヤー は ペー ス に 結合 し て お きま す 。 


086 Chapter2 


mnt 


続け て ベン チ を 塗っ て いき ます 。 ま ず 手 前 に 置い た 草 か ら ス 
ボ イ ト し て 濃い 影 を 足し つつ 影 の 形 を 整え ます 。 画面 の 端 の 
方 は 目立た な な いよ うに コン トラ スト を 低め に し て いま す 。 


R089/G026/B024 
R042/G009/B010 


光 の 当たっ て いる と ころ を 加え て いき ます 。 こ こ で も [発光 ] 
モー ド の レイ ヤー を 追加 し て 、 夕 日 の 色 を スポ イト し て 塗り ま 
す 。 ベ ンチ の 左側 の 縁 と 、 ペ ッ ト ボ トル の 水 か ら の 透過 光 を 
明る くし て いま す 。 透過 光 は 水面 の 揺らぎ や ペッ ト ボ トル の 凹 
凸 の 影響 を 受け る た め 、 ラ ンダ ム に 消し ゴム で けず っ た り 伸 ば 
し た り し て 、 や や まだ ら に し て いま す 。 

ペッ ト ボ トル は 複雑 な 形状 な の で 脇 に も 光 が 透 過す る だ ろ 
うと いう こと で 明る い 箇 所 を 追加 し 、 な じ ま せ る た め に フィ ル 
タ で 色 を 調整 し ます 。 


R213/G115/B087 


ee 


Seeeeeee ち 5 eee 


続い て 接する 箇所 と し て 足元 の プー ル と 水 溜り を 塗っ て い 
きま す 。 


波面 の 下 準備 と し て 、 足 元 を 中 心 と し た 同心 円 を ざっ くり 描 
いて お きま す 。 ま た 、 水 面 と 接する 肌 を 少し ぼかし て な じ ま せ 
て お きま す 。 


近く の 肌 の 色 を スポ イト し て 、 水 中 に ある 足元 を 描い て いき 
ます 。 上 記 の 同心 円 に 沿っ て 筆 を 動か し ます 。 あ る 程度 くっ き 
りさ せ た い の で 、[ 通 常 ] モー ド の レイ ヤー を 上 に 追加 し て そ 
こ に 塗り 、 不 透明 度 を 50% に し て な じ ま せ て いま す 。 


明る い 箇所 を 「[ 発 光 ] モー ド の レイ ヤー を 追加 し て 作っ て い 
きま す 。 脚 の 間 か ら 光 が 抜け て いる 感じ に 、 同 心 円 に 沿っ て 描 
いた り 消 し た り を 繰り 返し て 整え ます 。 適 度 に 真っ 黒い 箇所 を 
残し て コン トラ スト を 高め に する と 水面 らし さ が 出 る と 思い ま 
す 。 


e@eoeeeeeee66 ゐ ee 


ず 


最後 に 彩 度 を 下げ て まわ り と な じ ま せ 、 追 加 し た レイ ヤー を 
まとめ て 結合 し ます 。 


プー ル サ イ ド の 床 は 、 他 の 部 分 と 合う よう に コン トラ スト を 
上 げ ま す 。 


使 日 する ee 
床 R255/G190/B132 
床 (8) HY = R114/GO59/B035 
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続い て フェ ンス の 影 を 追加 し ます 。 フ ェ ン 
ス の 線画 を コピ ー し て か ら 、 画 面 の よう に 自 
由 変 形 (Ctrl+T) し て 、[ 乗 算 ] モー ド に し て 
重ね ます 。 


さら に その 上 に レイ ヤー を 追加 し 、 先 ほど の フェ ンス の 影 の [発光 ] モー ド の レイ ヤー を 作成 し 、 夕 日 の 色 で 明る い 箇 所 
乗算 レイ ヤー に クリ ッ ピ ング し ます 。 こ の 追加 レイ ヤー に 白 を | を 追加 し ます 。 こ こ で は フェ ンス の 柱 と 水 溜り を 明る くし て い 
塗っ て 、 フ ェ ン ス 影 の 消し た い 部 分 を て スキ ング し て いま す 。 ます 。 な じ む よう に 色調 を 調整 し て 床 は 終わ り で す 。 


FT 29,20 5 
CX 
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奥 の 山 状 に し て ある 箇所 を 塗っ て いき ます 。 木 々 が 多層 に 
な っ て いる よう な イメ ー ジ で 粗い ブラ シ で 塗っ て いま す 。 AR 
な の で 細か いこ と は 気 に せ ず 、 色 の 変化 が 出る よう に ざっ くり 


描い て いま す 。 
すそ 使用 する 色 
奥 の 木々 HE 2074/G034/8017 


新た に 雲 用 の レイ ヤー を 新規 追加 し て 、 ま わり の 色 を スポ イ 
ト し て 横 に 伸ばす よう に 粗 め に ざっ くり 雲 の ペ ー ス を 描い て い 
ます 。 


[発光 ] モー ド の レイ ヤー に 夕日 の 色 で 明る い 箇 所 を 作っ て 
いま す 。 光源 (夕日 ) が 雲 より 下 に ある た め 、 雲 の 下面 を 明る 
くす る よう に し て いま す 。 


ee Pe were. YEN relayed 使用 する 色 


HM R098/G061/B041 
R255/G236/B146 


顔 の 周り に な っ て 邪魔 だ っ た の と 、 遠 景 な の で 目立た な いよ 
うに 、 雲 レイ ヤー の 不透明 度 を 50% に し て お きま し た 。 


雲 の レ イヤ ー よ り 上 、 山 並み の レイ ヤー より 下 に [発光 ] モー 
ド の レイ ヤー を 追加 し て 、 山 並み に 沿っ て 日 色 を 置い て いま 
す 。 山並 みよ り 下 に レイ ヤー を 置い て いる た め 、 は み 出 し は 気 
に せ ず 塗れ ます 。 シ ル エ ッ ト を 強調 し て 強い 光 を 演出 する と と 
も に 、 奥 行き が 出る よう に し て いま す 。 


空 と 比べ て フェ ンス の 線画 が 濃 す ぎ て 気 に た っ た の で 、 夕 
日 の 色 を 線画 に 混ぜ て 目立た な いよ うに 調整 し まし た 。 
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最後 に 前 景 の 葉 や 花 の 形 を 仕上 げ ま す 。 最終 的 に ぼかし 気 
味 に する 予定 な の で 、 メ モリ の 節約 も 兼ね て 前 景 部 分 は レイ 
ヤー を まとめ て 結合 し 、 フ ィ ル タ で コン トラ スト を 上 げ ま す 。 


少し 色 の 変化 を 加え る た め に 、 夕 日 の 色 を 加え ます 。 RE 
明度 保護 に 設定 し て か ら 、 夕 日 の 色 を スポ イト し て 同じ レイ 
ヤー に 直接 塗り 足し て いま す 。 


Teh bes eee eee Pied bs ee BOTT 使用 する 色 
花 (ON F139/G135/B189 
葉 HE F065/G076/B052 
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[発光 ] レイ ヤー を 追加 し て 夕日 色 で 明る い 箇 所 を 塗り ます 。 
花 が 変 に 目立っ て 気 に は っ た の で 、 周 り の 色 で 薄く 乗算 を か け 


て 暗く し て いま す 。 ま た 、 頭 の 上 の 花 が キャ ラク ター に 近く て 
どう も 邪魔 だ っ た の で ずら し て いま す 。 


以上 で 基本 的 な 塗り 作業 は 終わ り に な り ま す 。 


で 


SS 
S 
& 

OS ンク クッ 


環境 光 や カメ ラ 的 な 表現 を 入れ つつ 、 エ フェ クト 処理 を 追加 し て いき 
ます 。 せつ っ かく 特殊 な 環境 光 の シー ン な の で 、 作例 で は 紹介 も 兼ね 
て 多め に 入れ て み ま す 。 


塗り の レイ ヤー を まとめ た フォ ル ダ の 上 に [発光] モー ド で 
レイ ヤー を 作り 、 夕 日 の 色 で 全体 を 塗っ て いき ます 。 JAN 
い ハ イラ イト を 意識 し て 、 縁 取り を 強め に 光ら せ た り 、 右 の 子 
の 前 面 に 光 を ふわ っ と 置い て いま す 。 


線画 の 色 を 変更 し て 、 よ りな じ む よう に し て いき ます 。 こ こ 
で は フィ ル タ で 線画 を 少し 濃く し た あと 、 背 景 と 接する 輪郭 以 
外 は 目立ち すぎ な いよ うに 、 付 近 の 色 を スポ イト し て 彩 度 を 下 
げた 色 を 混ぜ て いま す 。 
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eeeeeeeeee OUR ce 


< カメラ 的 な エフ ェクト 


So 


次 に いわ ゆる [PLP] の 効果 を 加え て いき ます 。 こ の スミ 
ア の 上 に さら に [発光 ] モー ド の レイ ヤー を 追加 し ます 。 ま た 、 
スミ ア の レイ ヤー を いっ た ん 通常 レイ ヤー に 戻し て 、 調 整 し た 
色 を スポ イト し て お きま す 。 

太陽 を 中 心 に し て 4 本 の 線 を 交差 させ る よう に 描い た ら 、 
先端 を 消し ゴム で 削っ て 整え ます 。 


RS 


に 入る 光 の 量 を 調 館 し て いま す 。 


デジ カメ で 生じ る 一 種 の ノイ ズ で ある [ASP] を 入れ て い 

きま す 。 本 来 カメ ラ で 起こ る 現象 を イラ スト に 取り 入れ る と 、 \ ba eee ier hep trot 
り に 光 が 絞 り を 越え て 内 部 に 回 り 私 ERE). 

の モー ド の レイ ヤー を 最上 層 に SOR ERROR AE 
Ey A a ms で きま す 。 THA TLTCOFIFENZMAETIT © 
追加 し ます 。 絵 の 立体 感 や 、 エ フェ クト の 下 に 何 が ある か な ど | ここ で は よく ある 絞り の 形状 と し て ハ 自 形 を 者 えて 、 
と は 無関係 の 現象 な の で 、 画 面 に 統一 的 に エフ ェクト が か か る | の 結 果 生 じ る 太陽 を 起点 と し た 8 方 向 に 伸び る を 
よう に 一 番 上 に 置い て いま す 。 描い て いま す 。 

原因 は 左 の 子 の 背後 に ある 太陽 で ある た め 、 こ こ を 起点 に S = ee eee 


細い 線 を 描き ます 。 本 来 な ら 人 物 に 被っ た り 、 細 い 線 が 画面 
端 まで 伸び た り し ます が 、 あ まり 広げ る と 邪魔 に な る の で 省略 
し て 適度 に 削っ て いま す 。 


ンー 
スミ 了 と は 大 雑 把 に きえ ば 、 強い 光 が デ ジ カ メ の 
セン サー に 入っ 了 曜 に 、% れ を 検出 し た 受光 圭 その 
周囲 の 掌 光 書 そ に も 影響 し て し まう と いう も の で す 。 
セン サー の 構造 に よっ て % に 生じ た リ 4 其 に 生じ た りす る 


よう で す が 、 ここ で は 収まり が よさ % う だ っ た の で 
vais 


Ss 


同様 に 、 ボ トル や プー ル の 縁 に も 強め に 光 が 反 射 し て いそ 
うな た め 、 似 た よう な 光 の 筋 を 描い て いま す 。 

また フレ ア と は 別 で す が 、 揺 らい で いる 水面 か ら の 反射 光 も 
この レイ ヤー を 使っ て 足元 に 加え て いま す 。 既 に 描い て ある 波 
面 の 方 向 を 意識 し て ざっ くり 描い て いま す が 、 水 面 が ラン ダム 
で 、 肌 も 曲面 な の で 形 は 適当 で す 。 
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最後 に 「 ゴ ー ス ト 」 と 呼ば れる 現象 も 描き 加え て いき ます 。 
ゴー スト 用 に [発光] モー ド の レイ ヤー を さら に 追加 し て 、 太 
陽 と 画面 の 中 心 上 に サイ ズ や 色 が 違う 丸 を 描き 足し ます 。 


eeee@eooeooceee66e ぁ eg 


ここ まで で エフ ェクト は 終わ り で す 。 絵 と し て は 大 体 完成 し 
まし た 。 
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最後 に 改め て 全体 を 見 つつ 、 微 調整 や 色調 調整 を し て 仕上 げ て いき 
ま 


< 休 的 な 修正 
前 景 ぼ か し 


前 景 用 の 塗り レイ ヤー と 線画 レイ ヤー を 結合 し 、 こ れ だ け を ガイ ドラ イン 程度 に 描い て いた 線画 を 目立た な いよ うに 薄く 
透明 度 を 維持 し た PNG ファ イル と し て 出力 し て 、Photoshop | 調整 し た り 、 な く て も よさ そう な 線画 を 消し ます 。 
で [ガウス ぼ ぽか し] を Spx で か け て か ら 差 し 替え ます 。 


その 他 


その 他 、 以 下 の よ うな 観点 で チェ ッ ク し て 修正 し ます 。 
・ 髪 や 水 の ハ イラ イト を 入れ る 
・ い ら な い 線 画 を 消し た り 、 は っ きり し な いと ころ を 太く 
し た りす る 


・ 表 情 が 気に入ら な けれ ば 改め て 線画 か ら 修正 
・ 各 配色 の 見 直し 
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作画 工程 の 最終 段階 と し し て 、Photoshop 上 で 色調 補正 を し 
て いき ます 。 す べ て の レイ ヤー を 結合 し て PSD 形式 で 出力 し 
て か ら 、Photoshop で 開き 直し ます 。 


開い た 画像 を 全 選 択 (Crl+A) し て コピ ー し 、 新規 レ イヤ ー 
と し て 上 に 貼り つけ ます 。 こ の レイ ヤー に [イメ ー ジ ] 一 [ 色 
調 補正 ] 一 [レベ ル 補 正 ] で 、 入 力 レ ベル の 左端 の つま み を 
スラ イド し て 230 程度 に し て エフ ェクト を か け ま す 。 す る と 肌 
な どの 特に 明る いと ころ 以外 は 黒く な り ま す 。 


さら に この レイ ヤー に [フィ ル タ ] 一 [ぼかし ] 一 [ぼかし (FH 
ウス )] で 均一 な ぼかし を か け ま す ([ 半 径 ] は 27px 程度 に 設 
定 し て いま す )。 続 いて この レイ ヤー の モー ド を [スク リー ン ] 
に する と 、 明 る いと ころ だ けが に じん だ よう に な っ て 、 自 然 な 
や わら か さ が 加 えら れ ます 。 


この まま だ と エフ ェクト が きつ すぎ る た め 、 不 透明 度 を 下げ 
て 控え め に 調節 し ます 。 引 いて 見 た り 拡大 し て 見 た り し つつ 、 
線画 が ある 程度 は っ きり する くら い の 加 減 で 不透明 度 20% に 
し て いま す 。 


ここ で 画面 全体 に な だ ら か な 色調 変化 を 加え て 、 よ りや わ 
ら か い 表 現に し て いき ます 。 [オー バー レ イ ] モー ド の レイ ヤー 
を 新規 に 追加 し ます 。 こ こ に 左上 か ら 右 下 に か け て の 斜め の 
グラ デー ショ ン を か け て いま す 。 オ ー バ ー レ イモ ー ド は ちょ う 
ど 中 間 の グレ ー で 効果 が な く な る の で 、 極 端 に 変色 し な いよ う 
に その 付近 で 調整 し て 、 色 相 は 夕日 環境 光 で ある オレ ンジ ー 
黄色 あたり に し て いま す 。 


微妙 な 変化 で す が 、 画面 内 の 色 幅 が 増え て や わら か く な り 
ます 。 
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の で 


次 に カラ ー バ ラン ス 機 能 で 全体 の 色相 を 多少 変化 させ て 、 
より よさ そう な 色相 を 探っ て いき ます 。[ レ イヤ ー] 一 [新規 調 
整 レ イヤ ー] 一 [カラー バラ ンス] を 選ん で 、 カ ラー バラ ンス 
の 調整 レイ ヤー を 置き ます 。 全 体 を 眺め つつ 各 ス ライ ド を 少し 
ずつ 変化 させ て 調整 し ます 。 夕 日 を 意識 し て レッ ド 側 に 9、 イ 
エロ ー 側 に 1 ずら し て いま す 。 


これ まで に カメ ラ 的 な エフ ェクト を 色々 加え て きた の で 、 こ 
こ で 画面 縁 に レン ズ の ゆがみ も 入れ る こと に し ます 。 た 
適当 な 誇張 表現 に 落と し 込む の が 基本 スタ ンス な の で 、 こ こ 
で は 画面 端 を 少し ぼかす だ け に し て お きま す 。 


ペー ス に な る 元 の レイ ヤー を 複製 し て 、 ベ ペー ス の 上 に 置き 
ます 。 こ れ に [ガウ ス ぽ か し ] 10px を か け て 少し ぼかし ます 
さら に [マス ク ] 一 [ピク セル マス ク ] を 選択 し て 、 画面 の 中 
心 に 円 形 の グラ デー ショ ン ツ ー ル を 使っ て マス キン グ を 削り ま 
す 。 これ で 画面 端 だ け に ぼかし 効果 が 残り 、 人 物 ま わり だ け 
が は っ きり する た め 、 見 せ た い 主題 を 明確 に する こと も で きま 
す 。 

ぼかし が 強 す ず ぎ な いよ うに レイ ヤー の 不透明 度 を 50% に 下 
げ て お きま す 。 
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レン ズ 端 で は 色 の ずれ も 起き る た め 、 そ の ニュ アン ス も 取り 
入れ る こと に し ます 。 今回 は ぼかし レイ ヤー を 以下 の よう に 調 
整 し て 紫 側 に ずら し まし た 。 画面 端 を 変色 させ る こと で 人 物 を 
より 有 目立た せる 効果 も あり ます 。 


最後 に トー ンカ ー ブ を 使っ て 全体 の コン トラ スト を 調整 し 
ます 。[ レ イヤ ー] 一 [新規 調整 レイ ヤー] 一 [トーン カー ブ 
を 選択 し て 最上 層 に トー ンカ ー ブ レ イヤ ー を 作り ます 。 

ここ で は 暗い 箇所 は 暗い まま に し て 、 明 る い 側 だ け を 上 に 少 
し 上 げ て いま す 。 こ れ で 画面 全体 の コン トラ スト を 上 げ つ つ 、 
肌色 が きれ い に な る よう に 調節 し て いま す 。 


Riri ieee) ele lee oe le oe 


Colann 
コン トラ スト は モノ クロ で も チェ ッ ク 


、 モ ノ ク ロ の チェ 


クボ ックス を 選択 


以上 で すべ て 描き 終わ っ た と 言い た いと ころ で す が 、 後 か ら 
色々 と 気 に な っ て くる も の で 、SAI に 戻っ て 以下 の 点 を 微 調整 


し まし た 。 Frere a FF 
Goh : 

CMYK に 変換 
は 印刷 用 な の で 、 CMYK 形式 ( し て 


Photoshop kl > [カラ 
ほぼ デフ ォ ル ト の 
業 用 スペ ー ス は 「Japan Color 
> ング 方 法 は 、 変 
り に くい 「 相 対 


を 減ら す よ 

する と 情報 / 
| べた いと ころ に カー 
に 使わ れる CMYK の 


る よう に し て いま す . 


ざる る eeeeeeeee る も? 


ント @@e@eeeeeeed@ ee 


以上 で イラ スト は 完成 で す 。 後 の ス テッ プ に 詰め 込ん だ 感じ で す 。 イ ラス ト は 多かれ 少な か 

説明 の 都合 上 、 今 回 は で きる だ け 部 位 ご と に 順番 に 描き ま れ デ フォ ル メ し て 抽象 化 さ れ た も の な の で 、 描 き 方 も る 人 に よっ 
し た が 、 普 段 目 に つい た と ころ か ら 適 当 に 行っ た り 来 た り し て 多種 多様 だ と 思い ます が 、 少 し で も 参考 に な る と ころ が あれ 
つつ 進め て いま す 。 そ の 分 の 自然 に 描け な か っ た と ころ を 、 最 | ば 幸い で す 。 
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Chapter 3 
テク スチ ャ を 生か し た 塗り 


Author: 泉 彩 
Tool:SAI 


る 9eeeeeeeee 


Overview 


FAAP ae Poe 


本 章 の 作例 


主 な 使用 ソフ ト : SAI 


第 3 章 は 、 テ クス チャ を 生か し た 塗り と し て 、 空 中 都市 の イ 
ラス ト を 作例 に し た メイ キン グ で す 。 

本 章 で は 、 空 中 都市 の 背景 か ら 先 に 塗っ て いき ます 。 粗 塗 
り 段 階 で の 色分け の 仕方 や 遠近 感 の 出し 方 に つい て 解説 する 
他 、 本 章 の 特徴 と し て 、 テ クス チャ を 貼り 付け 、 そ の 質感 や 
形状 を 生か し な が ら 細 部 を 塗っ て 仕上 げ て いく 手法 を 紹介 し 
ます 。 


100 chapter 


IE 


また 、 キ ャ ラク ター の 方 は 逆 に テク スチ ャ は 使わ ず に 、 カ ス 
タム ブラ シ を 使っ て マッ ト な 質感 で 塗っ て いき ます 。 こ の よう 
に 背景 と キャ ラク ター の 塗り 方 を 変え る こと で 、 ア ニ メ 的 な 絵 
作り に 仕上 げ て いま す 。 そ れ ぞ れ 独 立 し た 手法 で す の で 、 他 
の 塗り 方 を し て いる 人 で も 参考 に で きる と 思い ます 。 
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制作 の 流れ 


背景 の 塗り 
=>p108 


< 影響 を 受け た 


S@6ee@eeeeeeeeee6eeee 


< 作家 紹介 > 
Ws 
IRAZ 


いずみ さい 


初め まし て 、 泉 彩 と 申し ます 。 
フリ ー で イラ スト レー ター を や ら せ て いた だ いて ます ! 
か け だ し 絵師 で す が 幅 広く 活動 し て いく 所 存 で す ! 
今回 メイ キン グ を や ら せ て いた だ きま し た 。 
いろ いろ 至ら な い 点 が ある か と 思い ます が 、 
あたたか い 目 で 見 て いた だ ける と 助かり ます 。 
よろ し く お 願 いし ます ! 


て そお 絵描き 歴 > 
5 年 


<Web サ イト な ど > 
http://syakugan100.blog.fc2.com/ 
pixivID:228078 
Twitter'@AC」 


< 活動 情報 > 
ゲー ム の 原画 や メイ ン キ ャ ラク ター デザ イン な ど 
や ら せ て いた だ いて ます 。 


< 使用 ソフ ト > 
SAI( メ イン ) 
Photoshop CS6 (補正 & 仕 上 げ & 加 工 ) 


< 制作 環境 > 
OS:Windows 7 
メモ リ :16GB 
モニ ター:LG 21 イ ンチ モニ ター( デ ュ ア ル ) 
タブ レッ ト :Wacom Intuos5 
その 他 : 作 業 用 BGM (ゲー ム 、 ア ニ メ 、 映 画 の サン トラ ) 


お 気に入り の 作家 (敬称 略 ) > 
男鹿 和雄 、 新 海 誠 、 な ど 
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相 塗 り 


2 
aie 


本 書 で は 塗り を メイ ン に 解説 し て いく の で 、 ラ フ が で きた 状 
態 か ら 始め ます 。 今 回 は 大 き な 空 中 都市 を イメ ー ジ し た 絵 で す 。 
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ラフ の 状態 か の ら お お ま か に 色分け と 粗 塗り を 行っ て 、 
全体 の 明暗 や 色 の バラ ンス を 見 な が ら 
絵 の イ メー ジ を 固め て いき ます 。 


私 の 場合 、 背 景 を 先 に 描き 進め ます 。 で す の で 、 ラ フ で は キャ 
ラク ター を 背景 と は 別 の レイ ヤー に 描い て お き 、 当 面 は キャ ラ 
クタ ー の レイ ヤー を 非 表 示 に し て 作業 を 進め ます 。 


ラフ の レイ ヤー を 一 番 上 に 置い て いる 以外 は 、 
レイ ヤー 分け は あま り 茂 密 で な く 、 
手順 ご と に 次 々 に 新しい レイ ヤー を 重ね て 、 
LAER D NUT CHEM TFET 
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距離 を 意識 し た 色分け 


最初 に 、 背 景 を 近 景 ・ 中 景 ・ 遠 景 で ざっ くり と 色分け し ます 。 
距離 が 近い ほど 濃い 色 、 距 離 が 遠い ほど 淡い 色 を 置い て いき 
ます 。 
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遠景 の 部 分 は ラフ で は 輪郭 を 描い て いな か っ た の で 、 こ こ 
で 塗り 分 け な が ら 形 や 面積 を 調整 し ます 。 四 衣 筆 ブラ シ を 使っ 
て ペタ 塗り し ます 。 余裕 が あれ ば 遠 ・ 中 ・ 近 の 中 間 の 色 も 置 
いて いき ます 。 


(a) 
=> 
wv 
で 
レー コ 
a 
x 
いう 


ささ NY 


ここ で の 色分け が 、 背 景 全体 の 明暗 の バラ ンス 調整 に も な 
り ま す 。 こ の 絵 は 空 中 都市 の 影 に な る 面 を 想定 し た 構図 な の で 、 
建物 は ほとん ど 影 の 中 に な り ま す 。 

一 番 し っ くり くる バラ ンス に な っ た ら 次 へ 進み ます 。 


ER 国 国 国 R076/G094/B116 
中 景 (ON R129/G144/B165 
遠景 | R185/G197/B219 
空 R226/G236/B248 


PP 


Fierro 


本 章 で 使用 する ブラ シ 
本 章 で 使用 し て いる カ 四角 鉛 筑 ブ ラン | 平 税 フ ラ シ = | に じみ 筆 ブ ラン 
スタ ム ブ ラ シ で す 。 濃度 (aw a i” =| i” a i 司 い いし 
と 最小 サイ ズ は 塗る 部 分 10 3.0) 757417 | 7554/7 Ow 24.0 5 21.0 
に よっ て 調整 し て 塗っ て a RH voor 最小 サ イズ 100% 100% 
いま す m0) | シッ too! 355.8 100 100 
one 0 se oo 四角 筆 © ae mo ced OD se mo oa D se 0 
ほめ の 2 チ y な し 】 回 22 チ v な し 】 回 Grn 回 の 2 チ w な し 】 回 
Oras Re り | me | ze 6 
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one 
空 の 粗 塗り 


今回 は 空 か ら 着 色 を 進め て いき ます 。 こ の 絵 で は 、 空 に 浮 
か ぶ 雲 に 太陽 の 光 が 反 射 し て いる と いう 設定 な の で 、 先 に 空 
や 雲 を 塗っ て お く と 、 後 で 建物 を 着色 する と き に 光源 が 意識 し 
や すい で す 。 


空 は 水平 線 に 近づく に つれ 明る く な る の で 、 上 方 か ら 水 平 


線 に か け て 平 筆 ブ ラ シ で タッ チ を つけ つつ グラ デー ショ ン を 
作っ て いき ます 。 


104 Chapter3 


明度 を 上 げ る だ け の グラ デー ショ ン だ と 色 に 面白 み が な い 
の で 、 色 相 を 少し ずつ 水色 方 向 に ずら し な が ら 色 を 置い て い 
きま す 。 


空 1 GN R075/G115/B177 
空 2 MO R091/G159/B194 
#3 R188/G236/B248 


下 の 空 は 、 空 と いっ て も 海 が ある 方 な の で 、 グ ラ デ ー シ ョ ン 
は 上 ほど メリ ハリ を つけ て 塗る 必要 は あり ませ ん (上 の 空 の グ 
ラ デ ー シ ョ ン は 大 気 の 層 に よっ て で きる も の な の で 、 海 を 映す 
下 の 空 で は それ ほど グラ デー ショ ン を つけ る 必要 が な い の だ と 
思い ます )。 
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雲 に も 色 を 置い て いき ます 。 光 が 当 た っ て いる と ころ は 白 で 、 
影 は 白 と 青 の 間 の 色 で 塗り ます 。 ち な み に 、 こ の 絵 は ゆ が ん だ 
パー ス で 構成 され て いる の で 、 そ れ に 沿っ て 向き や 大 き さ を 調 
整 し な が ら 塗 り ます 。 


これ で 上 下 と も 空 の 粗 塗り が で きた の で 、 色 の 明暗 の イメ ー 
ジ が し や すく な り ま し た 。 
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建物 の 粗 塗り 


続い て 建物 の 粗 塗り を 進め ます 。 ま ず 近 景 か ら 、 光 が 当 た 
る と 思う と ころ に 、 立 体 を 意識 し て 空 の ら ス ポイ ト で 拾っ た 明 
る い 色 を 塗っ て いき ます 。 場所 に よっ て 光 の 当たり 方 や 強 さ が 
違う の で 、 塗 りつ ぶし た り 薄 く 塗 っ た り を 使い 分 け ま す 。 


中 景 と 遠景 は 、 ベ ー ス の 色 が 明る すぎ た の で 、 逆 に 影 に な 
る 面 に 色 を つけ て いき ます 。 こ の あたり は 絵 の イ メー ジ に よっ 
て 臨機 応変 に 使い 分 ける と いい で し ょ う 。 


使用 する も 生生 
近 景 ( 明 ) OO R137/G156/B171 
中 景 ( 影 ) R117/G135/B157 
遠景 ( 影 ) | R123/G159/B185 


Q 
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my 
で 
s+ 
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uw 
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に 】 


ここ まで で 空 と 建物 の 粗 塗 り が で きま し た 。 明 暗 と 遠近 の メー ゞ ノ FX 

バラ ンス が だ いた い 把 握 で きる よう に な っ て いま す 。 ィ の 調 = 
全体 の 色 が 青 系 に 偏っ て いて 面白 く (な か っ た の で 、 新 規 レ 

イヤ ー を 作成 し 、[ オ ー バ ー レ イ ] モー ド に し て 、 雲 に ピン ク を 


置い て み ま し た 。 


さら に 、 上 部 の 遠景 の 建物 に 光 を 強く 当て て 、 白く 飛ば すこ 
と に し まし た 。 色 は 青 と 反対 の 黄色 系 の 色 を 使う こと で 、 画 面 
全体 の 色 数 と 色 の 幅 が 増え る の で 、 全 体 的 な 見 映え が よく な 
り ま す 。 


OPP el Pe Oe ee varie, 


| 
空気 遠近 法 


大 気 中 で は 、 遠 景 に ある 物 ほ ど 青 み が か っ て 空 の 色 に 近 
く な り 、 近 景 に な る ほど 物 の 色 が は っ きり 見 えま す 。 こ れ を 色 
塗り に 応用 し て 、 遠 景 は 空 より 少し 淡い 青色 で 塗っ て 空 に 
溶け 込ま せる よう に し ます 。 ご これ で 背景 の 遠近 感 を 表現 する 
こと が で きま す 。 こ うし た 手法 を 「 空 気 遠 近 法 ] と いい ます 。 


使用 する 色 


この あたり は 実際 は か な り 試行 錯誤 し な が 5 進め て いま す 。 
どう も 給 に 面白 すれ が な いと 思っ た 5、 

、 イ メー ジ に 近づく よう 、 効果 を か けた り 新規 レイ ヤー に 
“ 描き 込ん だ リ し て 色々 と 試し て 見 る と よい で し ょ う 。 
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きち ん と 形 を 整え た あと 、 キ ャ ラク ター を 置い て バラ ンス を 近 景 の ベー スカ ラー を 塗 る 
確認 し ます 。 
これ で だ いた い の 明 暗 の バラ ンス が 見 える よう に な っ て きた 


の で 、 ベ ー ス と な る 色 を 塗っ て いき ます 。 た だ し 、 こ こ で 色 を 
置く の は 近 景 の み で す 。 特 に 遠景 は 空 に な じ む よう に 青 で 飛 
ば し て ある の で 、 色 を 置く と 浮い て し まい ます 。 


er Ce RA sWN LS BR cde 


り 


今回 は 古び た 街並み の イメ ー ジ に し よう と 思う の で 、 茶 系 を 
中 心 に 色 を 選び まし た 。 
ここ まで で 粗 塗り は 完了 で す 。 


使用 する 色 | 
近 景 1 EE R095/G079/B089 
近 景 2 EE R108/G098/B106 
近 景 3 EE R071/G089/B135 


Step 02 


あん ルト ne 


背景 の 塗り 


全体 の イメ ー ジ が 固まっ た ら 、 背 景 か ら 描き 進め ます 。 
ここ で は 、 テ クス チャ を 活用 し な が ら 仕 上 げ て いく 方 法 を 解説 し ます 。 


TITAS CeCe 

ィ 4. メージ 作り 

私 の 場合 、 建 物 の 質感 な ど は ペー ス と な る テク スチ ャ を 貼 

りつ け て 、 そ の 上 か ら 追 加 の 塗り や 細部 の 描き 込み を 加え て 

いく 方 法 を 採用 し て いま す 。 で す の で 、 ま ず は ベー ス と な る テ 

クス チャ を 貼っ て いき ます 。 

今回 、 テ クス チャ は 海外 の 「CGTextures] と いう テク スチ ャ 

サイ ト か ら ダ ウン ロー ド し た も の を 使わ せ て いた だ きま し た 。 


@ CGTextures 
http://cgtextures.com/ 


自分 の イメ ー ジ に 近く な る よう に 、 色 々 な テク スチ ャ を 切り 
貼り し て いき ます 。 貼 る 面 の 角度 に 合わ せ た 拡 大 ・ 縮 小 や 変 
形 の 他 、 レ イヤ ー の 合成 方 法 も オー バー レイ や 乗算 な ど 様々 
な 合成 方 法 を 組み 合わ せ た り し て 、 イ メー ジ に 近い 色 に な る よ 
うに 調整 し ます 。 
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今回 使用 し た テク スチ ャ は 写真 を も と に し た も の が 多く 、 単 純 に 
貼り 込ん だ まま だ と 写真 の ディ テー ル が 出す ぎ て いる の で 、 イ ラス ト 
タッ チ に な じ む よう に 加工 し ます 。 


加工 は Photoshop を 
使い 、 メ ニュ ー の [フィ 
ルター] 一 [フィ ルター ギャ | ご 
Ab Ii から 、 [アー ティ 
ステ ィ ッ ク ] の [カッ ト ア 
ウト ] を 使い ます 。 

ここ で は 、[ レ ベル 数 ] 
を 8、[ エ ッ ジ の 単純 さ ] 
を 0、[ エ ッ ジ の 正確 さ ] 
を 3 に 設定 し ます 。 


S@6ee@eeeeeeeeeeeeee 
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テク スチ ャ の 加工 


これ で テク スチ ャ が 簡略 化 さ れ て 、 イ ラス ト に 溶け 込み や すく な り ま 
し た 。 


ue 
中 景 


貼っ た テク スチ ャ の 上 に 新規 レイ ヤー を 作っ て 塗っ て いき ま 
す 。 基本 的 に スポ イト で 色 を 拾い つつ 、 四 角 鉛 筆 ブ ラ シ で 足 
りな い 部 分 を 塗っ た り 描い た り し て 、 形 を 整え て いき ます 。 


使用 する 色 


建物 1 I R159/G178/B193 
建物 1 ( 影 ) 証 庫 本 R123/G148/B168 
建物 2 OO R131/G156/B177 
建物 2 ( 影 ) [ER = R100/G122/B146 


使用 する 色 


こ 隊 は せ で き 時 呈す NAMNi BR ads 


テク スチ ャ が 重なっ て 複雑 に な っ て いる 部 分 は 、 絵 に 生か 
し た い 部 分 だ け 残 し て 残り は 消し 、 他 の 部 分 を 描き 込ん で い 
きま す 。 


R173/G183/B195 
R111/G127/B152 


建物 3 
建物 4 


中 景 で は 、 主 に テク スチ ャ の 色 や 窓 の 形状 を 利用 し て いま 
Fo 建物 の 輪郭 は この 段階 で あら た め て 整え ます 。 


細部 は 手描き で 加筆 し ます 。 


近 a 
mR 
近 景 で も 、 必 要 な テク スチ ャ を 残し て 残り を 描き 足し て いく 


方 法 は 同様 で す が 、 中 景 の と きよ り も 細か く 塗 っ た り 描い た り 
し ます 。 ハ イラ イト や 影 も 省略 せ ず に 入れ る よう に し ます 。 


多少 の 色 味 は 持た せま す が 、 中 景 で ある こと と 、 影 に な っ て 
いる 部 分 で も ある こと か ら 、 あ まり 鮮やか な 色 は 使い ませ ん 。 


建物 (RH) 


R159/G159/B161 
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レン ガ や 石 で で きた 建物 を 想定 し て 、 表 面 は テク スチ ャ で 塗っ て いる 途中 で 奥行 き 感 が 足り な いと 感じ た の で 、 上 か 
当たる 光 を 描 | ら 乗 算 レ イヤ ー で 影 を つけ 、 立 体感 を 強調 し まし た 。 
き 加 えま す 。 と ころ どこ ろ 欠 け て いた り 丸 まっ て いた りす る よ 
うに 描い て 、 古 さ を 表 現し ます 。 


空 に 向い て いる 面 は 明る い 色 で エッ ジ を 入れ て 、 立 体感 を FO 街 並 み 
出し ます 。 


四角 鉛筆 ブラ シ で 、 下 に 広がる 街並み を 描き ます 。 こ こ は 
テク スチ ャ は 使わ ず 、 他 の 建物 か ら ス ポイ ト で 色 を 拾い な が ら 、 
建物 の 屋上 や 屋根 を 描き 込ん で いき ます 。 

遠景 は あま り 描き 込ま ず に 、 影 に な る 部 分 だ け 色 を 置き ます 。 


一 番手 前 側 の 柱 は 目立つ 部 分 な の で 、 明 暗 を きち ん と 描き 
入れ 、 存 在 感 を 際立た せま す 。 そ の 奥 の 階段 や 壁 も 面 を 塗り 
わけ て ディ テー ル を 描き 込み ます 。 壁 は 階段 沿っ て カー ブ し 
て いる の で 、 テ クス チャ の 線 を 修正 し まし た 。 


=> 
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S@6ee@eeeeeeeeeeeeee 
植物 | 遠景 


生垣 の 植物 は 、 建 物 の テク スチ ャ と 同じ よう に 写真 を ベー ス 遠景 の 街 を 仕上 げ ま す 。 ほ と ん ど 色 味 は で き て いる の で 、 
に 使用 し 、 そ の 上 か ら 葉 や 影 の 描き 足し ・ 塗 り 足し を 行い ます 。 | 四角 鉛筆 ブラ シ で 形 を 整え て いく 作業 に な り ます 。 遠 景 な の で 、 
あま り 細か いこ と は 気 に せ ず に 、 だ いた い 形 が イメ ー ジ で きる 
程度 に 形 を 整え て いき ます 。 


Q 
=i 
my 
で 
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ささ PN NY 


に 3 


葉 EO R103/G132/B112 
葉 ( 明 ) EE  R144/G171/B154 


空 


これ まで と 同じ よう に 、 イメ ー ジ に 近く な る よう に テク スチ ャ 
を 貼り 込ん で いき ます 。 


まず 、 大 き な 空 の テク スチ ャ を 1 枚 貼り ます 。 


奥 か ら 手前 に か け て いく つか 雲 を 貼り つけ 、 パ ー ス に 合う よ 
うに 変形 させ た 後 、 に じみ 筆 ブ ラシン で な じ ま せ ます 。 


この 絵 の 場 合 、 手 前 ほど パー ス の 湾曲 が 強い の で 、 手前 側 
は 別個 に テク スチ ャ を 貼っ て 変形 させ ます 。 


この まま だ と パー ス が 一 致し な い の で 、 修正 し ます 。 ROG 
に 潰れ た 雲 を 重ね て 貼り ます 。 


最後 に 建物 の 影 を 乗算 レイ ヤー で 落と し ます 。 乗算 レイ ヤー 
だ け だ と 色 が 単純 に 暗く な る だ け な の で 、 さ ら に [オー バー レイ ] 
モー ド の レイ ヤー で 青色 を 入れ ます 。 
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バ パイプ の 追加 


背景 に 若干 物足りな さ を 感じ た の で 全体 に パイ プ を 配置 し 
て みる こと に し まし た 。 四角 鉛 筆 ブ ラ シ を 使い 、 明度 の 低い 色 
で シル エッ ト を 作っ た 後 、 ハ イラ イト の 色 を 乗せ て いき ます 。 


光 が 一 番 強 く 当 た っ て いる 部 分 に は さら に 明る い 色 で エッ ジ 
を 入れ ます 。 


W47 (ペース 色 ) [EBB R046/G062/8078 
建物 1 ( 影 ) GO R123/G148/B168 
建物 2 (QO R131/G156/B177 


Q 
= 
mw 
32 
コン トラ スト の 強調 8 
遠 時 の 影 を 新規 レイ ヤー で 追加 し て 、 コ ント ラス ト を 強く し 

まし た 。 左 か ら 右 へ 濃く な る よう に グラ デー ショ ン を か け て い Fj 
ます 。 


HA PN NY 


また 、 全体 の 奥行 き 感 を 強調 する た め に 、 [スク リー ン ] モー 
ド の レイ ヤー で 、 光 が 当たっ て いる 面 に 色 を 乗せ まし た 。 


奥 や 下部 が 空 に 溶け 込む よう に グラ デー ショ ン を か け 、 さ ら 
超 に m の 建 物 に [オーバーレイ] モー ド の レイ ヤー で ピン ク 色 の 効果 を つけ 
最後 に 、 超 遠景 の 建物 を 描き 加え る こと に し まし た 。 四 角 鉛 | ます 。 
筆 ブ ラ シ を 使い 、 ほ と ん ど 空 に と け こ む よ う な 色 で シル エッ ト 
を と り ます 。 


これ で 背景 は 完成 で す 。 


使用 する 色 


白 で 光 の 当たっ て いる 面 を 塗り ます 。 
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Step 03 
キャ ラク ター の 塗り 


背景 の 上 に キャ ラク ター の 線画 レイ ヤー を 再 表示 し て 、 


キャ ラク ター を 塗っ て いき ます 。 テ クス チャ を 使っ た 背景 に 対し て 、 
キャ ラク ター は マッ ト な 塗り 方 で 塗っ て いき ます 。 


\ 
キャ ラク ター の 塗り に 使う ブラ シ 
カス タム ブラ シ 設 定 1 の ⑧ 


キャ ラク ター の 塗り で は 、 こ れ ま で に も 使っ た 四角 筆 ブ ラ シ 
の 他 に 、 個 別に 設定 し た 下記 の 2 つの ブラ シ を 使っ て 塗っ て 


Ru 


いき ます 。 
1 消 
> サイ ズ 還 lp 3.0]| ラッ サイ スズ 回 kip 2 
最小 サイ ズ [Ok] 最小 サイ ズ 0% 
Jee 。 vv ミミ モミ エキ 
|GW 常 OF 形 】 回 (xo =O 
(Gre 回 [| ほめ チ y な L】 回 O 
回 詳細 設定 
want (icra O 
i | 0) 
最小 濃度 
最大 濃度 第 圧 100%) 
ez wo  —100)| (se woe; 100) 
BE: ae フサ イズ BE: 濃度 サイ ズ 1 
どちら も マッ ト な 塗り を 簡単 に 表現 で きる ブラ シ で す 。 | NI 
「 鉛 筆 丸 ブラ シ (エッ ジ の ボケ 幅 の 広い )] の 場合 は 、 輪 郭 


に ぽか し が 生じ る の で 、 右 の よう に 筆 圧 や 透明 色 と 組み 合わ 
せる こと で 多様 な 質感 を 表現 する こと が 可能 で す 。 1) 単純 に 筆 圧 100% の 状態 か の ら 下 に 抜く スト ロー ク で す 。 

2) ボケ た 微妙 な 陰影 を 表現 し た いと き に 使い ます ( 筆 圧 は 
100%)。 

る ① を 上 と 下 か ら 行い 、 透 明 色 で 真ん中 を 削り ます 。 BOY 
ワ な ど に よく 使い ます 。 

D ① を さら に や わら か くし た も の で す 。 シ ワ が ひろ が っ て いく 
表現 が で きま す 。 

(⑤ ① の 片方 を 透明 色 で 削っ た も の で す 。 こ れ も シ ワ の 表現 に 
使い ます 。 

5 ③ を さら に 透明 色 で 削っ て や わら か くし た 表現 で す 。 


以上 の 描き 方 を 組み 合わ せ て キャ ラク ター の 着色 を し て い 
ます 。 
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ペー ス 色 の 塗り 分 け 


キャ ラク ター 領域 の 

塗り つぶ し 

まず 、 キ ャ ラク ター の 領域 全体 を 任意 の 色 で 塗り つぶ し ま 

す 。 私 の 場合 、 キ ャ ラク ター の 線画 は 基本 的 に 閉じ て (輪郭 

の 線 が つなが っ て ) いる の で 、 線 画 の 外側 を 自動 選択 ツー ル 

で 選択 し て 選択 範囲 を 反転 させ る と 、 キ ャ ラク ター の だ いた い 

の 領域 が 取得 で きま す 。 

選択 範囲 が 取れ た ら バ ケツ ツー ル で 塗り つぶ し ます 。 


建物 の 影 に な っ て いる 場所 な の で 、 背 景 に 合う よう に 色 味 
を 調整 し ます 。 


塗り 分 け 

ベー ス 色 を 塗っ た レイ ヤー の 上 に 、 そ れ ぞ れ の パー ツ ご と に 

新規 レイ ヤー を 作成 し [の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング ] に チェ ッ 
ク を 入れ て 塗り 分 けし て いき ます 。 


肌 WO  R147/G149/B146 
髪 GE R106/G090/B091 
服 1 MN R128/GO87/B101 
服 2 WO  R128/G141/B158 
ニー ハイ HE Ro29/G045/B071 
靴 ・ カ バン 軒 請 還 RoO99/GO89/BO87 


118 Chapters 


Inn 
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$S@6ee@e@e@ 
Re ひと と お り 影 を 塗っ た ら 、 影 の レイ ヤー の 選択 範囲 を 取り 、 


< 胃 暗 を 塗る 
| その 上 に 同じ く GRE) モー ド で 新規 レイ ヤー を 作成 し て 、 今 


ld, ペー スレ イヤ ー に [乗算 ] モー ド の レイ ヤー を クリ ッ 度 は 暗い 紫 系 の 色 で さら に 影 を 塗り つぶ し ます 。 こ れ に よっ て 
ピン グ し て 塗っ て いき ます 。 ま ず 鉛 筆 丸 ブ ラ シ (エッ ジ の ボケ | キャ ラク ター の 影 に 統一 感 が 出 ます 。 
幅 の 広い ) を 使っ て だ いた い の 影 の 形 を 塗っ た あと 、 筆 圧 や 
透明 色 で の 削り を 使っ て 細部 の 影 を 作っ て いき ます 。 色 は 青 
寄り の グレ ー を 使い ます 。 


ハ ラ 全体 が まだ 青 っ ぽい の で 、 [オーバーレイ ] モー ド の レイ ヤー 
Au で 、 暖 色 系 の 色 を キャ ラク ター 全体 に 塗り ます 。 


キャ ラク ター の 輪郭 の エッ ジ 部 分 に 、 空 の 反射 光 を 入れ て 
いき ます 。 


色 幅 が 増え て 見 映え が よく な り ま し た 。 


金属 部 分 や 髪 の ハ イラ イト な どの 細部 を 塗っ て 仕上 げ ま す 。 
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eeee@eeceoecee66eee 
目 | 顔 の ハイ ライ ト 


キャ ラク ター の 目 は 、 ベ ペース の 上 に [オー バー レイ ] モー ド 目 に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 
の レイ ヤー を 重ね て 、 四 角 筆 ブラ シ で 塗っ て いき ます 。 ま た 、 
まつ げに は 暖色 系 の 色 を 塗り ます 。 


CH NY BR cde 


r 


i 


Pine SEH Lanne of Remar oe | 使用 する 色 | 
目 (ベー ス ) [ED RO85/GO69/B072 
B ( 明 1) | R196/G143/B171 
目 ( 明 2) R208/G173/B215 
B (8) HE R066/G057/B060 
目 (ハイ ライ ト ) R204/G201/B208 
まつ げ 略記 還 = R107/GO64/B047 


猫 に も 同じ よう に 影 や 反射 光 、 ハ イラ イト を 塗り ます 。 


4 TERY BM eM | 使用 する 色 


猫 ( 暗 ) HE R050/G070/B097 
猫 (BA) 還 国 還 Ro65/GO96/B143 
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これ で キャ ラク ター の 塗り は 完成 で す 。 


$@6ee@ee@@ 


中 剛司 


\ 
i: 上 げ 
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Step 04 


最後 に 全体 を 見 な が ら 仕上 げ を 行い ます 。 


キャ ラク ター 位置 
最後 に キャ ラク ター の 
位置 調整 を し ます 。 
階段 と 足 の 位置 が 
合っ て いな く て 不 自 然 
だ っ た の で 、 左 足 を 1 段 
下 に 降ろ し まし た 。 


の 調整 
{ 


移動 し た キャ ラク ター に 合わ せ て [乗算 ] レイ ヤー で 地面 の 
影 を 塗り ます 。 


オー バー レイ で 色 味 を 追加 
さら に 全体 の 色 の 幅 を 増やす 意図 で [オー バー レイ ] レイ 
ヤー で 手前 側 に 暖色 系 の 色 を 広く 塗り まし た 。 


cB CEH A eHN OY BR cd 


の ooooeoooeo る 6 の きせ すす きき ta 


bee@eeeeee 


塗り 忘れ や 描き 忘れ て いた 部 分 を 足し て 、 最 後に 
Photoshop で 全体 の コン トラ スト を 少し 高め て 完成 で す 。 


Chapter 4 
ハイ コン トラ スト な 厚 塗 り 


Author: 鈴 ノ 


Too じ SAI 


EE > 


eeec 


Overview 
ハイ コン トラ スト な 厚 塗り 


@⑥@@@( 


主 な 使用 ソフ ト : SAI 


第 4 章 で は 、 厚 塗り の 手法 に つい て 解説 し ます 。 OIE 
塗り と 言っ て も 、 タ ッ チ や 色づか い の 違 い が あ る の で 画風 は 
人 に よっ て 異な り ま す が 、 一 般 的 に は 、 油 絵 の よ うに 暗い 色 か 
ら 明 る い 色 へ と 、 レ イヤ ー 分 け せ ず 色 を 塗り 重ね て 表現 し て い 
く 塗 り 方 、 ま た 物 の 輪郭 も 塗り の 一 部 と し て 描く 塗り 方 を さす 
よう で す 。 

厚 塗り で は 暗め の 重厚 な 色 で トー ン を 揃え る 作風 の 人 も い 
ます が 、 私 の 場合 は 意識 的 に 明る め の 色 を 選ん で 塗っ て いく 
タイ プ で す 。 本 章 の 作例 イラ スト で は 、 ハ イコ ント ラス ト な 厚 
塗り と し て 、 光 の 当たっ て いる と ころ と 影 に た っ て いる と ころ 
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の 明る さや 彩 度 の 差 を 強調 し な が ら 塗 っ て いき ます 。 ベ ー ス と 
な る 下塗り の 色 と 、 そ の 上 に 塗っ て いく 明る い 色 と の 違い を 参 
考 に し て いた だ けれ ば と 思い ます 。 

な お 、 厚 塗り で は レイ ヤー 1 枚 の 上 に 塗り 重ね て いく 関係 上 、 
紙面 で は 制作 手順 の キャ プチ ャ 画面 を な る べく 細か く 掲 載 し ま 
し た 。 面 の 塗り だ け で な く 、 模様 や 効果 も テク スチ ャ や フィ ル 
タ な ど は 使わ ず 全て 手描き で 描き 込ん で いま す の で 、 少 し ず 
つ 絵 の 細部 が 整っ て 完成 し て いく 様子 が 分 か る か と 思い ます 。 


ee 
"O66 
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制作 の 流れ 


ta BTa1deu っ 


ハ 

イ 

pe 

ン 

ト 

と / 

ス 

ト 

な 

人 物 の 塗り 初め まし て 、 鈴 ノ と 申し ます 。 i 

今回 メイ キン グ と いう こと で 、 に 

=p133 塗り 方 を 紹介 させ て いた だ きま し た 。 り 
まだ また だ 勉強 中 の 身 な の で 、 


押 い 部 分 も ある か と 思い ます が 、 
少し で も ご 参考 に な れ ば と 思い ます 。 
今回 は 厚 塗り 系 の 塗り 方 を 
ご 紹介 させ て 頂い て ます 。 
すでに 厚 塗り で 描か れ て いる 方 の 
参考 に し て いた だ く ほ か 、 

厚 塗り を これ か ら 始 め て みた い 方 や 
苦手 意識 の ある 方 に 、 
少し で も 興味 を 持っ て いた だ けた ら 
と て も 嬉し いで す 。 


く お 絵 描き 歴 > 
10 年 位 


く Web サ イト > 
http://dir.blog.shinobi.jp/ 


< 使用 ソフ ト > 
SAI( メ イン ) 
Photoshop CS5 
(た ま に 補 正 や CMYK 化 な ど に 使用 ) 


< 制作 環境 > 
OS:Windows 7 
メモ リ :16G 
モニ ター:22 型 ワイ ド 
タブ レッ ト :Wacom Intuos4 
その 他 :Logicool G13 
(補助 入力 デバ イス ) 


背景 の 塗り 
$p146 


< 影響 を 受け た 
お 気に入り の 作家 (敬称 略 ) > 
吉成 曜 、 田 中 久仁 彦 
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Step 01 
ラフ へ 下塗り 


ぼん や り し た イメ ー ジ か ら 始 め て 、 だ ん だ ん と し っ か り 形 に し て 色 
を 決め て いき ます 。 


SSWeeooeeeecC( 、 ず まま 


\ 


57-7 


= 


まず 、 頭 に 浮か ん だ ぼん や り し た イメ ー ジ を 描き ます 。 私 の 
場合 は 奥行 き の あ る 背景 と 着物 と 羽織 の 女の子 を 描き た か っ に 
た の で 、 ぼ や ぼや っ と イメ ー ジ 図 を 描き まし た 。 見 て の 通り こ DA 
の 時 点 で は まだ 大 半 は ぼん や り し て いて 形 に な っ て いま せん 
が 、 こ れ を 基点 に アイ ディ ア を 膨らませ て 形 を と っ て いき ます 。 


イメ ー ジ ラフ を も と に 、 も っ と 形 が は っ きり 分 か る よう に 描 
き 出 し て いき ます 。 直 し た 方 が いい と 思っ た ころ は どん どん 直 
し な が ら 描 いて いく の で 、 最 初 の ラフ と 比べ る と か な り 変わ っ 
て きま す 。 


イメ ー ジ ラフ ヘー ラフ まで は 、 あま り パ ー ス の ルー ル に 
縛ら れ す ぎ ず に 、 イメ ー ジ 但 扶 で 描い た 方 が 
杯 る か と 思い ます 。 

私 自身 も 割 と 感 常 で 槽 きた い 翌 素 を 詰め 込ん で 


描い て し まう こと が "多い で す 。 


a 


手前 に 傘 を 持っ た 着物 と 羽織 の 女の子 が いて 、 そ こ か ら ア 
ジ サ イ に 囲ま れ た 石畳 と 石 階段 が 続き 、 一 番 奥 に 洋館 、 と い 
う 構 図 に し まし た 。 
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アヤ cet Oro 
@ee@6 で c CCee@ecoeeceee6eeeeg 


下 描き 


描き 込ん だ ラフ を も と に 、 資料 な ど を 見 な が ら 形 を 整え て い 
きま す 。 こ こ で し っ か り 形 を と っ て お いた り 、 グ レー で 影 な ど 


NN t PPm P mm mm mi mm PP prm 
Column 
本 章 で 使用 する ブラ シ 


本 章 の イラ スト は SAI を 使っ て 制作 し に て いま す 。 ブ ラ シ の 
設定 は 下記 を 参考 に し て くだ さい 。 


BTaJded っ 


人 鉛筆 RE る マー カー 
通常 o yey) | 通常 =| Aanm ハ 
フラ シッ サ イズ 回 展 p 10.0 75712 BB 10.0 イ 
最小 サイ ズ ii Rx wot 
75,22 ‘toe 7722 ED a 
anor 回 WoF 形 】 回 ン 
Gotan 回 Grn 回 
に に だ て ヨ Re し 70 ト 
mck (liane 回 色 延 び = 30. 
MAPPET a に EE ラ 
最小 濃度 saat |4( 品 質 優先 ) 回 
BARRE 7) x 
BE Bon 100 
vat RNR 0 
に aXee@e 100K ト 
SE a0 Ee 100) te 
@ ほ ぼかし HL BE: ARR サイズ ARE 
厚 
= る マー カー ドー 
= Gases (平等) | 9 . 
737347 3.0 り 
Bx cor = ーー 
通常 回 ょ = ゃ = 
el ee Fx Bla ] 
= Ep ltp 2 
Ea Riz | 
の チ * な し 】 回 


BE Boe 100 BE Bon 100 
BE: VBR MHA RE BE: MRR MI HAM RE 
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ベー ス 色 で 準 り つぶ し 


新規 レイ ヤー を 作り 、 下 描き の レイ ヤー の 下 に 置き ます 。 全 
体 の ベ ペース と する 色 を 選ん で 、 バ ケツ ツー ル で 新規 レイ ヤー 
を 塗り つぶ し ます 。 


本 章 で は 、 以 後 すべ て この 塗り つぶ し た レイ ヤー 1 枚 の 中 
に 描き 込ん で いき ます 。 


マー カー を 同じ 箇所 に 使用 し 続け る と 

思 が "伸び すぎ て レイ ヤー が 透過 し て し まう こと が 

あり ます 。 こう な る と 到 の 介 び が 悪く な っ て し まう の で * 
時 析 、 白 で 塗り つぶ ぷ し た レイ ヤー を | 
ー 番 下 に 新た に イ 作っ > て 、 双 塗り 用 の レイ ヤー と 

\ 結合 ( Ctrl+E) し て 制作 を 進め て いま す 。 リ 
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色 の 配色 


全体 の 色 の 配色 を 行い ます 。 下 描き を 補助 線 に し て 、 塗 り 
つぶ し た レイ ヤー に 物 の 配置 が 分 か る 程度 で いい の で 色 を 置 
いて いき ます 。 マ ー カ ー を 使用 し て 、 筆 圧 の 強弱 で 色 の 明る さ 
を 調整 し ます 。 


肌 ff R255/G198/B160 
% ME R049/G056/B081 
傘 四国 還 F210/G074/B072 
着物 R219/G208/B199 
羽織 MM R055/G063/B081 
帯 HE R084/G020/8045 
葉 ME R042/G093/B054 
BS HE R025/G029/B054 
門 ( 手 前 ) HE R059/G022/B8025 
空 1 | R133/G233/B255 
空 2 R202/G245/B255 
空 3 A FRO57/G172/B211 


So Fee a See eee 


輪郭 を と りな が ら 塗 り 込 み 

配色 が 終わ っ た ら 細 部 の 形 を 整え な が ら 下 塗り を し て いき ま 
す 。 細か な 作業 も ある の で エッ ジ の 強い 鉛筆 や マー カー( 平 筆 
な どの ツー ル を 多用 し ます 。 中間色 を 作り な が ら 、 あ る 程度 影 
な ども 意識 し て 塗っ て いく と いい か と 思い ます 。 


配色 で お お ま か に 色 を 置い て いた と ころ を 、 下 描き に 沿っ て 
形 を 取り な が ら 細 か く 塗 り 分 け て いき ます 。 


光 が 当 た っ て いる 箇所 や 、 小 物 ・ 細 部 な ども 塗り 分 け ます 。 


り 
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: 
: 


背景 に も 手 を 入れ て 、 少 し 細か く 塗 り 分 け て お きま す 。 


下塗り 完了 時 点 の 全体 | 
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ます 。 


Step 02 
人 物 の 塗り 


下塗り を ベー ス に し て 、 ま ず は 人 物 を 中 心 に 細か く 塗 っ て いき 


肌 

マー カー を 使っ て 、 光 の 当たっ て いる 明る い 部 分 の 肌 か ら 

塗っ て いき ます 。 ス ポイ ト な ど で 中 間 色 を 拾っ て な じ ま せ な が 
ら 塗り 進め ます 。 


影 の 部 分 に は 濃い 目 の 色 を 置い て 、 こ ちら も な じ ま せ て いき 
ます 。 


下塗り で 形 を と っ て いな か っ た 耳 な ど を あら た め て 描き 加え 
ます 。 


SH is A's 3) 


明る い 肌 R255/G247/B223 
暗い 肌 A R201/G097/B091 


a 
g 
"3 
ad 
の 
= 
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"や Weeoeeeeee( 


前 髪 が か か っ て いる 部 分 に も 、 透 け て いる 表現 と し て 肌 の 
色 を 塗っ て お きま す 。 
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ee 


目 は 主 に 鉛筆 と マー カー( 平 筆 ) を 使い ます 。 上 まぶた を マー 
カー( 平 筆 ) で 細か く 描 いて 、 ま つげ な ど を 鉛筆 で 描き 入れ ます 。 
下 ま ぶた は 重たく な ら な いよ うに 、 赤 系 の 色 で 線 を 引き ます 。 


線 ( 全 般 ) 
下 ま ぶた 線 


R033/G000/B014 
R171/G015/B013 


ee 


TY >. fl ai 


COCO COC HCOC EE OHHESE 


上 まぶた も 赤 形 の 色 で 縁取 り し ます 。 白目 は 影 に な る 部 分 
と の 境界 線 を 引い て 明暗 を 塗り 分 け ます 。 円 
んっ) 
ot 
8 
nS 
ハ 
イ 
コ 
障 の 明る い 部 分 は 、 少 し 色相 を 変え て ピン ク 系 の 色 で 入れ ン 
た あり ee うお りり 00 を | 使用 する 色 まし た 。 ト 
白目 ( 明 ) R254/G255/B232 5 
白目 ( 暗 ) GE R077/GO87/B144 ス 
いも まや ト 
A に の 2 ee な 
購 の 中 を 塗っ て いき ます 、 ア ウト ライ ン を 残し な が ら 、 濃 い 
色 を 重ね ます 。 厚 
塗 
り 
QO R250/GO91/BO83 
EE R241/G140/B133 
ee asl ae leet ele cesta | | ょ 用 ぅ る も rti“‘‘_‘C‘aOi‘i‘COO;C;O;C..OCOCOC;CTCOCOCO 
瞳 目 還 詞 。R195/GO57/B023 
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これ で お お よそ の 表情 が 固まっ た の で 、 顔 全 体 の 塗り を 調 
整 し ます 。 影 と の 境界 に 線 を 引い て 、 明暗 を ハッ キリ させ ます 。 
最後 に 障 の ハイ ライ ト や 類 ・ 唇 の 赤み と テカ リ を 入れ て 上 顔 は 完 
成 で す 。 髪 


マー カー を 使い 、 前 髪 の 肌 色 に グラ デー ショ ン を か け ま す 。 


較 | 使用 する 色 


瞳 ハ イラ イト (青色 ) EN)  R129/G180/B199 
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サイ ド テ ー ル の 髪 を 描き 足し ます 。 輪郭 を 直接 描い た ら 、 光 
の 当たっ て いる 箇所 を 明る い 色 で 塗り 分 け ま す 。 


細部 の 形 を 直し つつ 、 ハ イラ イト 部 分 に は 、 明 る め の 色 を マー 
カー (FH) 等 で 描き 込み ます 。 


前 髪 に ブル ー 系 の 色 を マー カー で 広く 塗り 、 透明 感 を 出し ます 。 


ハイ ライ ト 


ハイ ライ ト 


サイ ド テ ー ル 部 分 の ハイ ライ ト を 入れ て いき ます 。 先 に 境界 
線 を 引い て か ら 、 髪 の 流れ に 沿っ て ハイ ライ ト を 入れ ます 。 こ 
こ は 髪 が 曲がっ た り 重なっ た り し て いる の で 、 形 に 注意 し な が 
ら 描き 入れ ます 。 
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ざ や eeCoeeeeee? 、。 、、 そ テ で て ぞ ア マヤ アシ = 


全体 の パラ ンス を 見 な が ら 形 を 調整 する と と も に 、 こ の まま 
だ と 色 が バラ バラ な の で 、 上 か ら 濃い 色 を 加え て 締まっ た 感じ 
を 与え ます 。 
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ee 


明暗 と ハイ ライ ト を さら に は っ きり と 入れ ます 。 こ の 時 、 鉛 
筆 で ハイ ライ ト を 入れ て か ら マ ー カ ー で 色 を 伸ばす と 綺麗 に 仕 
上 が り ま す 。 


ーー 


CCee@ooceeeeae ム ム ム ょ ぇ 


a 
biezs すき 
ne 


服 


AR (羽織 と 着物 ) を 塗っ て いき ます 、 要 領 は 他 の 部 分 と 変 
わり ませ ん 。 し わ の 部 分 の 影 を 残し て 、 明 る い 部 分 を 塗っ て い 
SEF. 明る い 部 分 は 1 色 だ け で な く 、 段 階 的 に 色 を 変え て 塗っ 
て いま す 。 


使 用 す る 旬間 細 旨 還 間 
羽織 HS R068/GO65/B084 
羽織 ( 明 1) 還 請 罰 Ro75/GO98/B112 
羽織 ( 明 2) (ER R082/G093/B124 
着物 R226/G216/B209 


@e@ee ーー 


ここ で 、 袖 の シル エッ ト が 鋭角 で 少し 硬い 感じ が し た の で 、 
ふん わり し た 感じ に 形 を 直し まし た 。 見 て の 通り 何 度 か 試行 錯 
誤 し て 、 い いと 思う 形 を 探し て いま す 。 


影 の 境界 や 細部 の 色 や 形 を 整え て 、 一 旦 完 成 で す 。 
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Ogee @ 
柄 の 描き 込み 5 
着物 や 羽織 の 柄 は 、 基本 的 に 手描き で 地道 に 描い て いき ま 性 
す 。 マー カー ( 平 筆 ) で 直接 書き 込み し て いき ます 。 6 
© 
ns 


ke | 


XS 


NvuTWYN 


9WGeroeeeeee: 


66eeeecéd 


羽織 は 花 柄 な ど を イメ ー ジ し つつ 描い て いき ます 。 大 き さ の も う 片 方 の 袖 も 同じ よう に 描き ます 。 
あたり を 取っ て か ら 、1 つ 1 つ 仕 上 げ ま す 。 


EO R130/G166/B183 
R210/G200/B215 柄 が で きま し た 。 
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& 
傘 の 柄 と 本 体 を 塗っ て いき ます 。 形 が 月 れ や すい の で 、 注 
意 し な が ら 描 きま す 。 


最初 に 傘 の 柄 の 部 分 を 描い て いき ます 。 紐 の 部 分 は な る ベ 
く 1 本 1 本 描い て いく と 、 綺 麗 に 見 える か と 思い ます 。 


傘 の 骨 の 部 分 は 、 鉛 筆 や マー カー ( 平 筆 ) で バラ ンス を 直 
し な が ら 描い て いき ます 。 


傘 の 骨 目 E 詳  F210/G148/B051 


C 


"3 
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ー 
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骨 1 本 1 本 に 影 を つけ 、 傘 に 明暗 を つけ て 塗っ て いき ます 。 


細部 の 加筆 


髪 に 傘 の 赤 系 の 色 を 加え ます 。 


白色 で 髪 の ハ イラ イト を 追加 し ます 。 影 と の 境界 や 輪郭 付 
近 に 置く と 効果 的 で す 。 


さら に 細か く 影 や ハイ ライ ト を 描き 加え ます 。 ディテール が 
ハッ キリ し て それ らし く な り ま し た 。 
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髪 の 中 間 色 を さら に 追加 し た り 、 後 れ 毛 な ど 細部 を 描き 加え 
ます 。 


人 物 が 完成 し まし た 。 


背景 
月 京 の 


背景 を 塗っ て いき ます 。 遠景 か ら 塗っ て いく と や りや すい で す 。 


ーー 
全 @@ee@eeoe 


Cone 


Step 03 


の 塗り 


階段 
日 が 当たっ て いる 石 階段 な の で 、 明 暗 の 差 が 大 きく な る よう 、 
ハイ ライ ト を 強め に 入れ て いき ます 。 


階段 R186/G189/B145 
階段 ( 明 ) R254/G255/B232 
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左右 の 敷石 は 、 先 に 横線 を 入れ て 区 切っ て か ら 、 明 る いと 
ころ を 塗り ます 。 


の 


eeee6eCc ぷ 


@@⑥@6cCoeeeeeez @@@< 
だ いた い の 明 暗 を 塗り 分 けた ら 、 石 っ ぽく 欠け な ど を 表現 し te 
て いき ます 。 欠 けた 部 分 は また 光 の 当たり 方 が 変わ る の で 注意 oe 
し て くだ さい 。 ルー】 
建物 & 
背景 の 洋風 建築 (洋館 ) は 細か い 部 分 が 多い の で 、 細部 を RK 
し っ か り と 描き 込ん で いき ます 。 | 
先 に だ いた い の シ ル エ ッ ト を 整え て か ら 、 改 め て 輸 郭 を 描き oe 
直し て 、 壁 面 の 明る いと ころ を 上 塗り し て いき ます 。 
ハ 
a et | 
a | 
AD) | 
rr) 
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下段 も 塗り 進め て いき ます 。 影 に な っ て いる 部 分 を 想定 し 
て いる の で 、 ハ イラ イト は 控え め に し ます 。 
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続い て 洋館 の 屋根 を 塗り ます 。 陰 影 を つけ て 立体 感 を 出す 
よう に し ます 。 


門 の 奥 に 覗い て 見 える 窓 は 、 マ ー カ ー CFR) で 細か く 描 
き 込 み ま す 。 面積 の 大 きい 箇所 な ど は マー カー で 馴染 ませ て 
塗り ます 。 


門 (屋根 部 ) (RN Ro89/G135/B150 


洋館 屋根 上 EE FRO57/G172/B221 
洋館 屋根 ( 明 ) R133/G233/B255 
148 chapter4 
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全体 の ハイ ライ ト を まとめ て 入れ ます 。 白色 を 使う より 、 黄 
色 を 少し 混ぜ て コン トラ スト を 出し て いく と 、 よ り 明 る い 色 に 
見 える と 思い ます 。 


fe) 
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NvuNTWNY 


eeeedc 


細部 を 描き 込み ます 。 瓦 は ハイ ライ ト を 強め に 入れ る と それ 
らし く 見 えま す 。 


建物 が で きま し た 。 
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遠景 の アジ サイ 


植物 は 複雑 な 形 を し て いま す が 、 遠 景 な の で 正確 な 形 より 
は シル エッ ト で 表現 し て いく と 、 ら し く 見 える か と 思い ます 。 


資料 な ど を 見 な が ら ア ジ サ イ を 描い て いき ます 。 細 か い 部 
分 は 鉛筆 で 描き 、 マ ー カ ー FR) で 伸ばし ます 。 


aac neti I 
葉 R221/G255/B101 
アジ サイ 1 MO R147/G134/B255 
アジ サイ 2 R134/G195/B255 


£660ee6ete} = 
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一 定 範囲 が 描け た ら 、 そ れ ら を も と に 全体 に 展開 し ます 。 花 
の 位置 を 先 に 決め て お いて 、 周 辺 の 葉 と 花 を 埋め て いき ます 。 


fe) 
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全体 の 形 を 見 直し 、 上 の 方 を 少し 削っ た り 、 影 の 部 分 を 変 
更 し た り し て いま す 。 こ の あたり は 上 手 く まとまら ず か な り 試 
行 錯誤 し まし た 。 
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結局 あま り そ れ らし く 見 えな か っ た の で 、 葉 の アウ トラ イン 
を 描き 入れ て 少し 強調 し まし た 。 


こっ . 
666@6@6 ひ Cc と ) 中 
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Py: 5 
"3 
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応 、 
石畳 は 影 に な っ て いる 部 分 な の で 、 青 や 緑 系 統 の 色 で 表現 
し て いき ます 。 マ ー カ ー を 使っ て 、 ベ タ 塗 り に な ら な いよ うに 
注意 し な が ら 塗り ます 。 に 


暗い 影 の 場所 に 青 系 統 の 色 を 加え て 薄く の ば し て いき ます 。 
あま りー 辺 倒 な 色 使 い に な ら な いよ うに 、 な る べく 沢山 の 色 を 
使う よう に 心がけ ます 。 


石 1 HE R071/G081/B093 
石 2 HE Ro58/GO84/B108 
影 部 R057/G172/B221 


154 


緑 を な ど を 加え て 苔 っ ぼく し て いき ます 。 細 か い 部 分 は マー 
カー FR) で 描き 込み ます 。 


Chapter4 


| 切り 出し の 石 は まっ すぐ 線 を 引い た 後に 、 線 を ゆがめ た り 強 
| 弱 を つけ た り し て 、 欠 け 、 割 れ 、 丸 み を 加え て 風化 感 を 出し ます 。 


ー . 
$6eeé6eteN by a, 


SSCee@eooeeeeee6oeee@。 


で 
ここ で も 青 や 緑 系 の 色 を 混ぜ て いく 方 法 は 有効 で す 。 近 景 の アジ サイ を 描き ます 、 配 置 な どの バラ ンス を 見 な が ™ 


€ 
fe) 
j= 
> 
oe 
の 
= 
eX 
ら 、 花 や 葉 の 形 を し っ か り と 描い て いき ます 。 \ 


まず 遠景 の と き の よ うに 、1 つか 2 つ 基 準 と な る 花 の 大 き さ 
を 決め て か ら 、 他 の 範囲 に 花 を 置い て いき ます 。 


ほぼ マー カー で 仕上 げ ま す 。 と ころ どこ ろ ラ ンダ ム に 色 や 明 
暗 を 入れ て 表面 の で こ ぼ こ な ど を 表現 する と 雰囲気 が 出 ます 。 


アジ サイ 1 R057/G133/B221 
アジ サイ 2 R148/G130/B249 
葉 1 R023/G108/B023 


R018/G114/B156 
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近い 位置 の 花 や 葉 は 、 マ ー カ ー ( 平 筆 ) と 鉛筆 を 使っ て 1 
つ ず つ 丁 寧 に 描い て いき ます 。 


色 の 薄い 花 は 、 花 びら の アウ トラ イン を 取り な が ら 描 き 進め 
て いく と よい で し ょ う 。 
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遠い 位置 の 花 は シル エッ ト 重 視 で 描い て いき ます 。 遠 く の 
葉 は 鉛筆 で 描き ます 。 


最後 に 木漏れ日 を 描き 入れ ます 。 黄色 系 の 色 で マー カー を 
使っ て 描き ます 。 な る べく 2 一 3 段階 くら い の 強弱 を つけ る と 
より 自然 に な っ て 見 栄え が よく な る と 思い ます 。 


@e@eeeG の eo ゐ ム @e@ を 4 


近 景 の 門 を 描き ます 、 日 当たり が ある の で 、 明 る い 色 を 使っ 
て コン トラ スト を 強調 し ます 。 色 は あま り 彩 度 を あげ ず に 、 木 
材 の 色 裾 せ 感 を 出し て いき ます 。 


最初 に 明暗 の 境界 線 を 引い て お きま す 。 


で 


a 
fe) 
l= 
© 
ta 
に ) 
cS 


境界 線 を 境 に し て 、 明 と 暗 を 塗り 分 け ま す 。 


R069/G038/B046 
R250/G255/B196 
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マー カー (FB) で 縦 の 暗い 線 を 入れ て 木目 の 質感 を 出し 光 の 当たっ て いる 箇所 に は 、 マ ー カ ー を 使っ て さら に 明る く 
た り 、 緑 を 使っ て 苔 を 表現 し な が ら 塗っ て いき ます 。 ハイ ライ ト を 入れ て いき ます 。 塗 りつ ぶし て し まわ な いよ う 、 
木目 を 意識 し な が ら 塗り ます 。 左 の 門柱 も 同様 で す 。 
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Step 04 
Rr 


全体 の パラ ンス を 見 な が ら 、 調 整 し て イラ スト を 仕上 げ ま す 。 主 に 
色 味 の パラ ンス を 見 て いき ます 。 | 


ta BT31deTo っ 


. 
~ 


gine 

a | 

aig mae | 

b 色 の 調整 ト | 

人 | 

ラ | 

人 物 | 、 難 の モモ の 色 を 渡 く し ます 。 こ ちら も 同様 に マー カー で 上 描き 。 | 

He し て いき ます 。 | 
全体 の バラ ンス を 見 た と き 、 人 物 周 辺 が 少し 明る すぎ る か ト 
な と 思っ た の で 、 影 な ど を 少し 調整 し て いき ます 。 
ihe 
肌 の 影 部 分 を さら に 濃く し ます 。 マー カー で 上 描き し て いき # 
ます 。 


= 
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傘 の 色 を 濃く し て いき ます 。 骨 部 分 も 差 が 出 な いよ うに 少し 
暗く し ます 。 
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色 の アウ トド ライ シン 


色 の 境界 に 線 を 引い て いき ます 。SAI の ブラ シ 機 能 の 「 水 
彩 境界 ] の よう な イメ ー ジ で す 。 マ ー カ ー と マー カー (FR) 
を 使っ て 手描き で 仕上 げ て いき ます 。 


BRAN. Cee 使用 する 色 還 


ta も 131deTo っ 


に 
4 


青色 アウ トラ イン [EE R000/cG000/6033 
茶色 アウ トラ イン [BEB R033/G000/B014 


BMe er NNT UA 


© 
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Seeoeeeeec い C(、 ぼ 二 ec 。 。 、 。 7 


や わら が かく 表現 し た い 部 分 は マー カー ( 平 筆 ) で 線 を 引い た 
後に マー カー で ぼかし ます 。 
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人 W@@ の ee@eeoe oe 


背景 に も 同様 に マー カー CFR) を 使っ て 境界 線 を 描い て 
いき ます 。 


アジ サイ の 花弁 な ど に も 、 影 と の 境目 に 線 を 入れ る と くっ き 


り と し て いい と 思い ます 。 


レン スゴ ー ス ト 
光源 を 背 に する と レン ズ ゴ ー ス ト が 入る こと は な い の で す 
が 、 イ ラス ト の ワン ポイ ント と し て 描い て み ま し た 。 


私 の 場合 、 ゴース ト は 鉛筆 で 表現 し ます 。 ブ ラ シ サ イズ を 
大 きく 設定 し て 、 ペ ン を 動か さ ず 押 す 力 加減 で 強弱 を つけ ます 。 


ww の a aka _ ill 
( @@@6@⑥e ( ft on 
@@@ee@eeoe ee 


完 成 


最後 は 下 描き レイ ヤー を 削除 し 、 画 像 を 統合 すれ ば 完成 で 


お 付き 合い いた だ き あ り が と う ご ざ いま し た 。 
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Chapter 9 


湊 い 色づか い の 水 彩 塗り 


Author: し ぶっ 
Tool:Painter + Photoshop 


SDeCCeecc で cc ( CORSE 


Ei 
淡い 色づか い の 水 彩 塗 り 


WO) 
CC る @@@@ocC て CC て 


主 な 使用 ソフ ト : Painter + Photoshop 


第 5 章 で は 、 水 彩 画風 の 特徴 を 取り 入れ た 塗り 方 を し て い 
きま す 。 

本 章 で 主 に 使う パイ ント ソフ ト 「Painter] は 、 一 言 で 言う と 、 
アナ ログ 画材 の 描き 味 を 再現 する こと に 特 化 し た ソフ ト で す 。 
実在 する 様々 な 画材 の 描き 味 を 再現 し た ブラ シ が 搭載 され て 
お り 、 イ ラス ト に アナ ログ 感 を 与え る た め の い ろ い ろ な 仕掛 け 
も 用 意 さ れ て いま す 。 

本 章 で は 、Painter の 機能 の うち 、 テ クス チャ と 水彩 風 の ブ 
ラ シ を 使っ て 、 実 際 に アナ ログ の 水彩 絵の具 で 塗っ た よう な 
雰囲気 の 絵 を 描い て いき ます 。 特 に 淡い 色づか いで 絵 に ま と 
まり や 情報 量 を 与え た り 、 か わい く 見 せ た り する 表現 に つい て 
重点 的 に 解説 し て いま す 。 な お 、Painter 以外 の ソフ ト を 使っ 
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っ a re 


て いる 場合 で も 、 テ クス チャ と 水彩 っ ぽい ブラ シ を 用 意 で きれ 
ば 、 基本 的 に は 同じ よう な 塗り 方 が で きる と 思い ます の で 、 参 
考 に し て みて くだ さい 。 

最近 は SAI の よう な 使い 勝手 の 良い ソフ ト が 開発 され た り 、 
Photoshop を 上 手 く 使っ て CG っ ぽく な い ア ナ ロ グ タッ チ の 
塗り 方 を する 人 も 増え て き て 、Painter は 以前 より も 存在 感 が 
薄れ て いる よう で す が 、 し か し Painter も 今 な お 手軽 に アナ ロ 
グ っ ぽい 絵 を 描く た め の 1 つの 有力 な 選択 肢 で ある こと に 変 
わり は あり ませ ん 。 本 章 の メイ キン グ が 、 す で に Painter を 使っ 
て いる 方 や 、 自 分 に 合う ペイ ント ソフ ト を 探し て いる 方 の お 役 
に 立て ば 幸い で す 。 


で 


と 


’ _ , . «4 7 
el Wel Fock Fe 7 2 


YeC@ で で で で の で @CCe で 6 で 6 る 98 
制作 の 流れ 


Step Ol a's 
a 


KB | a 


7 


| 
淡 


や いて < 作家 紹介 > に 
=>p168 し ぶっ 
Shipusta 3 
; か 
Step ( )2 い 
と > の 
人 物 の 塗り 水 
=p171 彩 
Ey 
は じ め まし て 。 り 

し ぶっ と 申し ます 。 


挨拶 の し に くい ペン ネー ム で 困り ます 。 
お か っ ぱと 巫女 さん が 好き で す 。 
か わい いも の と 甘い も の を 
素直 に 愛し て 生き られ る 女の子 が 
大 変 うら や まし いで す 。 


< く お 絵 描き 歴 > 
10 年 


く Web サ イト > 
http://tttspx.sakura.ne.jp/ 
Twitter@shipuxtu 
pixivID:93492 


< 活動 情報 > 
サー クル 「toppintetratorten > | 
「 巫 女 喫茶 と て と 」 で 細々 と 同人 活動 中 で す 。 


< 使用 ソフ ト > 
Painter 9.5 (メイ ン ) 
Photoshop CS3( 画 像 処理 & 仕 上 げ ) 


< 制作 環境 > 
OS:Windows 7 Home Premium 64bit 
メモ リ :6GB 
モニ ター:ASUS MS236H 
(23 イ ンチ ワイ ド 1920x1080 ピ クセ ル ) 
タブ レッ ト :Wacom Intuos4 Large 
その 他 :Pentel GRAPH 1000 FOR PRO 
(シャ ー プ ペン ) 
三菱 鉛筆 Hi-uni 2B 
(シャ ー プ 芯 ) 
サク ラク レ パ ス FOAM ERASER W 
(消し ゴム ) 


ms <: : ~~ a Ss 
ve U COOCCC COOL CEE coeesecccce ee 


Step Ol 
ge Ne UC 


よほど 特殊 な 塗り 方 を し た り 、 際 立っ た 技術 を 持っ て いな い 限 り 、 
画材 は 塗り の 作風 に 大 きく 影響 し ます 。 

まず 最初 に 、 私 が 使用 する Painter と いう ソフ ト で 

どの よう に 水彩 風 の 塗り を 目指 すか を 説明 し ます 。 


ee ey 


テク スチ ャ 


最近 の CG イラ スト で は 、 イ ラス ト 全 体 に テク スチ ャ を 貼っ 
て 、 絵 に 質感 を 持た せ た り 情報 量 を 増やし た りす る こと が よく FF ラ シ 
行わ れ て いま す 。Painter で は 描画 に 直接 テク スチ ャ を 適用 さ 
せ て 、 色 々 な キャ ン バ ス に 描い た よう な 質感 を 持た せる こと が Painter に は アナ ログ 画材 を 再現 する た め の 非 常に 多く の 種 
で きま す 。 類 の ブラ シ が 用 意 さ れ て いま す 。 こ こ で は 私 が 水彩 っ ぽい イ 
ラス ト を 描く の に 使用 し て いる ブラ シ を 紹介 し ます 。 

本 章 で は 水彩 風 の イ ラス ト を 目指 す の で 、 水 彩 絵の具 を 塗っ 
た 表面 に 見 られ る 、 紙 の 質感 と 絵の具 の 粒子 感 に よる ざら つ 
き を 再現 し ます 。 そ の た め に 、 実際 に 画用紙 に 絵の具 を 塗り ス 
キャ ン し た 画像 を 、 テ クス チャ と し て 使用 し て いま す 。 


Painter で は テク スチ ャ を 塗り の 
一 部 と し て 利用 で きま す 。 他 の ソフ 
ト で あれ ば 、 こ の よう な 画像 を 後 か 
ら テ クス チャ レイ ヤー と し て 貼り 込 
むこ と で 似 た よう な 効果 が 得 ら れる 
と 思い ます 。 


テク スチ ャ の 元 画像 


レイ ヤー を 変え て 重ね た 場合 


塗り に メイ ン で 使う ブラ シ で す 。Web サイ ト 「 か ぶら 屋 本 舗 ] 
様 に て 配布 され て いる 「 綿 毛 デジ タル 水彩 ブラ シ for Painter 
テク スチ ャ 適用 無し IX] を も と に 、 淡 い 色 が 出 や すい よう に カス タマ イズ し まし た 。 
色 を 乗せ な る だ け で な く 、 先 に 乗っ て いた 色 と 混 色 さ せな が ら 
塗っ た り 、 筆 圧 に よっ て 濃度 を 変え て 浴 ま せる こと が で きる ブ 


ラ シ で す 。 
綿毛 デジ タル 水彩 ブラ シ for Painter IX 
(か ぶら 屋 本 舗 ) 
http://kaburaya.painterfun.com/workshop/brushes/ 
brushes02.htm 
テク スチ ャ 適用 あり 
168 Chapters 


@ 人 ee の @6e@6e neeeo@eooeceee6 


な お 、Painter の 水彩 塗り ブラ シ は 、 白 さ は 全て 透明 度 と し て 
描画 され ます 。 そ の た め 、 レ イヤ ー を 重ね る と 下 が 完 全 に 透け 
て 見 えま す 。 こ れ は レイ ヤー モー ド が [自動 ] の 際 に 実現 され 
ます (コラ ム 参 照 )。 


水彩 塗り ブラ シ の [補充 量 ] を ゼロ に し た ブラ シ で す 。 
Painter の ブラ シ の 多く は [補充 量 ] を ゼロ に する だ け で 、 描 
き 味 が 同じ で 水 を 塗る よう に 使え る 「 水 ブラ シ 」 を 作る こと が 
で きま す 。 色 を 混ぜ る 、 薄 め る 、 ぼ か す 、 浴 ませ る と いっ た こ 
と が で き 、 水 彩っ ぽ さ を 作り 出す の に な く て は な ら な い ブ ラ シ 
で す 。 


V Painter で は 豊富 な 等 を カテ ゴリ イヒ する た め に 

1 種類 1 種類 の 等 を 「 パ リヤ ント 」 と g 平 び ま す が 、 
) 本 章 で は カテ ゴリ イヒ 上 が "必要 な ほど 多く の 等 を 他 も な い の で 、 
簡単 に 「 ブ プラ シコ ョ と g 平 ご と に し ます 。 


鉛筆 の よう な 描き 味 の ブ ラ シ で す 。 デ フォ ルト の 「 鉛 筆 ブ 
ラ シ 」 を 、 使 いや すい よう に 若干 いじ っ て 作り まし た 。 筆 圧 を 
下げ る と テク スチ ャ を よく 拾っ て くれ 、 ざ ら っ と し た 線 が 引け 
ます 。 線画 以外 に も 、 ハ イラ イト の 描き 込み な ど に 使用 し ます 。 


これ と いっ た 特徴 の 無い 、 シ ンプ ル に 色 を 置く こと の で きる 
ブラ シ で す 。 も ちろ ん 全て の 色 を 塗る こと が で きま す が 、 本 斉 
で は ハイ ライ ト な どの ホワ イト を 入れ る 時 の み 使 用 し まし た 。 


水彩 消し ゴム 


— | 


消し ゴム 


こち ら も スタ ンダ ー ド な た だ の 消し ゴム で す 。Painter に は 
消し ゴム と 水彩 消し ゴム の 2 種類 あり ます が 、 こ れ は 後述 の 
コラ ム に 書い た よう な Painter 独特 の 仕様 に よる も の で 、 描 き 
味 は ほぼ 同じ で す 。 境界 に エッ ジ が 効い て し まう の で 、 塗 り の 
中 で 自然 に 色 を 消し た い 場 合 に は 消し ゴム で は な く 水 ブラ シ を 
使い ます 。 


ce N と の の の の の アア の の 0 Db PP アア アア アア PB PP アア の アア の 6 の PP 
Column 
Painter の 「 デ ジタル 水彩 」 に つい て 


Painter で は 、 特 定 の 画材 の 描き 味 を 実現 する た め に 、 一 部 
の ブラ シ に は 専用 の 設定 や レイ ヤー が 用 意 さ れ て いま す 。 例え ば 
「 リ キッ ドイ ンク ] [ARB] と いっ た ブラ シ で す 。 これら の ブラ シ は 
その よう な 専用 設定 の た め に 、 他 の ブラ シ と は 描画 上 の 互換 性 
が 制限 され る 場合 が あり ます 。 

今回 使用 する 水彩 塗り ブラ シ 、 水 ブラ シ 、 水 彩 消し ゴム は 「 デ 
ジタル 水彩 ] と いう 種類 の 特殊 な ブラ シ に 該当 し ます 。 デ ジタル 
水彩 は 色 を 透明 に 塗り 重ね る 水彩 画 を 再現 する た め に 、 描画 し た 


レイ ヤー の モー ド が [フィルタ ] (Photoshop で いう 乗算 モー ド の 
よう な も の ) に 限定 され る た め 、 基 本 的 に 他 の ブラ シ と 同じ レイ ヤー 
で 使用 する こと は で きま せん 。 消し ゴム が 2 種類 用 意 し て ある の 
も この た めで す 。 

この よう な 制限 の ある ブラ シ は 当然 不便 な 面 は あり ます が 、 そ 
の ぶん 特徴 の 大 き な 、 魅力 的 な ブラ シン で も あり ます 。 こ の よう に 、 
各 画 材 の 短所 を 許容 し つつ 長所 を 伸ばし て 再現 し た よう な 部 分 
が 、 あ る 意味 で Painter の 魅力 と いえ ます 。 


ANY すす だ 。、、 < 


⑳ ラフ ー 線 画 ま で 


ーー 
Ceeeeeeecoc、 ee 


線画 まで の 工程 


塗り の 解説 に 入る 前 に 、 線 画 を 仕上 げ る まで の 過程 を 簡単 
に 解説 し ます 。 


頭 に 浮か べた イメ ー 


スケ ッ チ を 元 に 、 ざ っ くり と し た ラフ を 描き まし た 。 最初 は 
この ラフ を 下 描き に する つも り だ っ た の で す が 、 一 度 に 描き 切 
る の は 無理 そう だ っ た の で 、 さ ら に 別に 下 描き を 作る こと に し 
まし た 。 


Osa RK 
i 
下 描き は 人 物 と 背景 を 別に 描き まし た 。 細 部 は 線画 で 描き 

込む つも り で 、 下 描き も 割 と 適当 に 描い て いま す 。 
ちな み に 、 こ こま で は いつ も アナ ログ で す 。 使う の は A4 コ 

ピー 用 紙 、 0.5mm-2B シャ ー プ ペン シル 、 消し ゴム 、 ライ ト ボッ 
クス で す 。 
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デジ タル 作業 に 移行 する た め 、2 枚 の 下 描き を それ ぞ れ ス 
キャ ン し て 、Photoshop で 1 枚 の 絵 に まとめ まし た 。 こ の 下 描 
き レ イヤ ー に 線画 レイ ヤー を 重ね て な ぞ っ て いく の で 、 下 描き 
の 線 を 薄い 色 に 調節 し まし た 。 


下 描き を Painter で 開い て 、 新 規 レ イヤ ー で 線画 を 描き まし 
た 。 


次 の Step か ら 本 格 的 に 塗り に つい て 解説 し て いき ます 。 


OO 


絵 の 中心 に な る 、 キャ ラク ター を 塗り ます 。 


全て の 塗り に 共通 する 作業 や 考え 方 に つい て 説明 する と と も に 、 


肌 や 目 と いっ た 、 人 物 な ら で は の パーツ の 塗り 方 に つい て 


順 を 追っ て 解説 し ます 。 
“ 塗り 始め る 前 に 
線画 の 調整 


色 を 塗る 前 に 、 線 の 色 を 茶色 に 変え て お きま す 。 線画 は 後 
で 塗り に 合わ せ て 色 を 変え る の で す が 、 黒 の まま だ と 色 を 変え 
た 後 の イ メー ジ と か け 離 れ て し まう 可能 性 が ある の で 、 ひ と ま 
ず 最 初 は 他 の 色 と な じみ や すい 茶色 に し て いま す 。 

また 、 線 画 の レイ ヤー モー ド を 乗算 に 変え て お きま す 。 こ れ 
に より 、 濃い 色 を 塗っ て も 線画 が 埋もれ に くく な り ま す 。 今後 、 
線画 は 常に レイ ヤー の 一 番 上 に 置い て お きま す 。 


基本 的 な 色 の 選び 方 


私 の 場合 、 塗 り 
に 使う 色 域 は か な り 
限ら れ て いま す 。 カ 
ラー ビ ピッ カー で い 
うと 左上 の 173 ~ 
1/2 程度 で す 。 


比較 的 薄め の 色 を 選ん で 使う こと に な り ま す が 、 こ れ は 


・ 薄 い 色 は 筆 で グラ デー ショ ン や 混色 が か け や す い 
・ 水 彩 風 の 塗り な の で 、 線 画 が 潰れ て し まう よう な 
濃い 色 は 使い に くい 


・ か わい い 、 や さ し い 雰囲気 の 絵 を 描き た いこ と が 多い 
の で 、 薄 い 色づか い が よ い 


と いっ た 理由 か ら で す 。 


特に 、 ポ ッ プ で 
か わい い 感 じ に す 
る た め に 、 明 度 が 
最大 で 彩 度 が 低め 
の 、 い わ ゆ る パス 
テル カラ ー を 多用 し 
ます 。 


また 、 パ ステ ルカ ラー は 現実 か ら 少 し 外れ た 雰囲気 を 演出 
する の に も 役立ち ます の で 、 実際 の 色 か ら あ えて 外す 意図 で 
パス テル カラ ー を 選ぶ こと も あり ます 。 


パス テル カラ ー に ほん の 少し ゲレーロ まま を か けた り 、 
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色 は どこ か ら 塗 っ て も いい の で す が 、 


・ 女 の 子 が 絵 の 主人 公 な の で 、 
画面 全体 の 雰囲気 を 左右 し や すい 


・ 髪 の 色 で キャ ラク ター を 把握 する 
・ 面 積 が 比較 的 小さ く 、 手 慣らし に ちょ うど よい 


と いっ た 理由 で 、 髪 か ら 塗り 始め よう と 思い ます 。 


髪 は 特に 髪 な ら で は の 塗り 方 を する わけ で は な く 、 他 の 部 
分 の 塗り 方 と 大 差 は あり ませ ん 。 塗 りな が ら 、 基 本 的 な 塗り 方 
の 手順 に つい て も 説明 し て いき ます 。 


色 を 決め る 
キャ ラク ター が 1 人 の 場合 は 、 そ の 髪 の 色 が 画面 の ペー ス 


に な り ま す 。 ま ず 髪 の 色 を 決め て 、 そ こ か ら 同 色 で まとめ た り 、 
対 に な る 色 を 探し た り し て 決め て いき ます 。 


た だ 、 今 回 は 女の子 が 3 人 いる の で 、 ど うい う 色 に する の 
か 全体 の テー マ を 考え ます 。 背 景 の お 菓子 の 絵 を 描い た と き 
に フル ー ツ を 入れ られ な か っ た の が 残念 だ っ た の で 、 フ ルー ツ 
の モチ ー フ を この 娘 た ち に 託す こと に し ます 。 フ ルー ツ の ケー 
キ の 本 を 見 て 、 左 か ら ピ ー チ 、 ベ リー、 シ トラ ス の イメ ー ジ で 
塗る こと に し まし た 。 

この あたり は ほとん ど 自 分 の 気持 ちの 問題 で 、 好き 勝手 に こ 
じ つ け て よい の で す が 、 そ れ に よっ て 塗る の が 楽し く な っ た り 、 
絵 の 方 向 性 が 定まっ た り し ます 。 


あま り カ ラフ ル に する と 色合い を まとめ られ な く て 安っぽ い 
絵 に な りや すい の で 少々 心配 で すす が 、 と りあ え ず 塗っ て みて 考 
える こと に し ます 。 ど うし て も 塗っ て みる と イメ ー ジ と ずれ る 
も の な の で 、 ダ メ な ら 塗 り 直 す 、 く らい の 軽い 気持 ち で いれ ば 
よい と 思い ます 。 
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基本 の 手順 


最初 に ベース に な る 色 を 置き ます 。 塗 り た い 範囲 を 大 きく は 
み 出 し て 塗り ます 。 


次 に 、 グ ラ デ ー シ ョ ン を か ける た め の 色 を 選び ' ま す 。 色 を 塗 
る と き は あま り 均一 に な りす ぎ な いよ う 、 雑 に 置く くら い の 気 
持ち で す 。 


2 色 の 境界 を 水 ブ ラシン で な らし ます 。 な ら す と いっ て も 、 ぼ 
ん や り し な いよ う 、 塗 り ム ラ が 目立つ くら い に し ます 。 


> まっ 


ceeeeeeecoc、5ee 


a 
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水 ブ ラ シ は 色 が 白く 抜け て いっ て し まう の で 、 白く な りす ぎ 
た ら 元 の 色 を 足し ます 。 こ の 時 、 ア ナ ロ グ っ ぽ さ を 出し た い の 
で 、 あ まり 元 通り の 色 を 選ぶ こと に は こだわ り ま せん 。 


R255/G218/B178 
R255/G174/B178 
R255/G206/B174 
R255/G246/B210 
R255/G215/B128 


この 一 連 の 塗り 方 に よっ て 、 水 彩っ ぼく する と と も に 、 BY 
の 情報 を 増やし て いき ます 。 私 の 塗り 方 で は 、 この 手順 で 塗っ 
た 以上 の こと は あま り し ませ ん 。 ア ニ メ 塗 り の よう に 影 を つけ 
て 立体 感 を 出し た り 、 厚 塗り で タッ チ を 出し た り と いっ た こと 
が で き な い の で 、 テ クス チャ 、 グ ラ デ ー シ ョ ン 、 塗 り ム ラ や 港 
み に よ っ て 情報 量 を 増やし て お く 必要 が あり ます 。 こ れ ら は い 
ずれ も 、 水 彩 画 に 見 られ る 特徴 で す 。 


十分 に 塗れ た と 思っ た ら 、 消 し ゴム で 不要 な 部 分 を 消し ま 
す 。 最初 に は み 出し て 塗る の は 、 使 う ブ ラ シ と 塗り 方 が 細か い 
塗り 分 け 向き で な い の と 、 輸 郭 部 分 に も 偶 希 の ムラ や に じみ 
を 生か す た め で す 。 


髪 飾 り は 黄色 に する 予定 な の で 、 そ の 色 を 髪 に 混ぜ て 浴 ま 
せま す 。 


消し ゴム で で きた 境界 は 浴 み が ゼロ な の で 、 線 画 が 途切れ 
て いる 部 分 は その まま で は な じみ ませ ん 。 線画 は な る べく きっ 
ちり 閉じ て いた 方 が 楽 な の で す が 、 そ う で な い 部 分 は 水 ブラ シ 
で ぼかし て 処理 し ます 。 
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以上 で ひと つの 範囲 の 塗り が で きま し た 。 基 本 的 に は 、 
全て の 面 が 埋まる まで 、 こ の 作業 を 繰り 返し て いく こと に な 
り ま す 。 


a 
Uh Peal, 

ひと つの 部 分 を 塗り 終わ っ た ら 、 全体 を 見 て 、 違和感 が あっ 
た り 気 に 入ら な か っ た りす る 箇所 を 、 同 じ 工程 で 修正 し ます 。 
パー ツ ご と に 進め て いく た め 、 ど うし て も 違和感 の ある と ころ 
が 出 て くる は ず で す 。 一 連 の 手順 に あま り 手間 が か か ら な い の 
で 、 こ うい っ た 修正 や 塗り 直し は 気づい た 時 に ちょ くち ょ く や 
り ま す 。 


ーー re 
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別 の 色 で 同じ よう に 塗る 


3 人 いる の で 、 そ れ ぞ れ 同 じ よ うに 塗っ て いき ます 。 


Nr 人 /*{. 


Perrier 


時 史記 
(ペー ズ | BR255/G184/B191 
グラ デー ショ ン QO R231/G117/B128 
混色 {| R226/G229/B175 
ハイ ライ ト _ BR255/G246/B210 
髪 飾り 四国 国 R210/G068/B079 


1 人目 ・2 人 目 と も に 、 隣 の 娘 の 色 を 塗る 色 に 混ぜ て 反映 さ 
せ て いま す 。 この よう に 、 ペ ー ス の 色 と 異 な る 色 を 近く か ら 拾っ 
て 混ぜ る と いう こと は よく や り ま す 。 ア ナ ロ グ 系 の 着 彩 で は ア 
クセ ント カラ ー を 混ぜ て 情報 を 増やす こと は よく あり ます が 、 
この 時 、 色 の 選択 に 意図 を 持た せ 、 少 し で も 画面 が まとまる よ 
うに 考え ます 。 

な お 、 最 初 に 説明 し た よう に 水彩 で は 濃い 色 は 使い に くい 
の で 、 濃 い 色 に し た いと 思っ た 部 分 に は 、 あ ら か じ め 線 画 で 線 
を 引い て いま す 。 


NN 
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ペー ス 。 。  R255/G220/B154 
グラ デー ショ ン BR255/G246/B210 
混色 1 Os R212/G235/B131 
混色 2 Is R255/G186/8156 


1ABE 2 人 目 は 、 下 方 向 に 濃く な る グラ デー ショ ン を が かけ 
て いま し た 。 こ れ は 影 を 意識 し た も の で す 。 こ れ と は 逆 に 、3 
人 目 は 毛 先 を ぼかし て 薄く し て み ま し た 。 こう いう グラ デー ショ 
ン だ と 、 軽 い 質感 を 表現 する こと が で きま す 。 

ちな み に 、 こ こま で で まだ レイ ヤー 分 け は し て いま せん 。 レ 
イヤ ー を 増やす と 重く な る の で 、 塗 る 範囲 が 近接 し て いな けれ 
ば 分 け な い こと も 多い で す (本 当 は パー ツ ご と に 分 け て お いた 
方 が 、 色 々 と 便利 な の で す が ……)。 
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Column 
色 の 選び 方 を 考え る 


色 を 塗っ て いる と 、「 何 色 に し よう ……」 と 悩む こと が ある と 思 
いま す 。 い わ ゆ る 配色 と 呼ば れる も の で す が 、 な ん と な く カ ラー ビッ 
カー を 眺め て や みく も に 色 を 置い て みる 、 と いう の で は 効率 が 悪 


いで すし 、 不 安 に も な る で し ょ う 。 で きれ ば 何 か 根 拠 を 持っ て 色 
を 選び た い 、 


と いう こと に つい て 少し お 話し し ます 。 


く 色 の パリ エー ショ ン > 


「 好 き な 色 は ?」 と 聞か れ た ら 、 何 と 答え る で し ょ うか 。 な に げ な 
い 質問 で あれ ば 、 大 抵 は メジ ャ ー な 名 前 の つい た 1 色 が 浮か ぶ 
と 思い ます 。 私 は 「 緑 」 が 好き で す 。 

し か し 、 絵 を 描い て 色 を 塗る と な る と 、 話 は も う 少 し 複雑 に な っ 
て きま す 。 ちょ っ と カラ ー ビ ピッカー を いじ っ て みる と 、 な か な か 思い 
描い た 通り の 緑色 が 選べ ず 、 ひ と くち に 「 緑 ] と いっ て も 様々 な 
色 が ある こと に 気づき ます 。 


例え ば 、 私 は 「 緑 」 の 中 で も 黄色 寄り の 淡い 色 、「 若 草 ] と 
か 「 棚 黄 ] と 呼ば れる よう な 色 を 選ぶ こと が 多く 、 逆 に 、 青 味 が 
か っ た 深い 緑 は 好き で も ちょ っ と 塗り づら いな あと 思っ て 敬遠 し が 
ち で す 。 自 分 の 好き な 色 を よく 知る こと は 、 イ メー ジ 通り の 色 を 出 
力 す る た め の と っ か か り に な る と 思い ます 。 自 分 の 好き な 色 を 見 つ 
け て 塗り に 取り 入れ る こと が で きる と 、 そ れ だ け で 楽し く 色 が 塗れ 
ます 。 色 を 選ぶ の に 、 自 分 の 好み は まず も っ て 大 切 で す 。 
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く 色 の イメ ー 


と は 言っ て も 、 好 き 嫌い だ け で 色 を 選ぶ の に は も ちろ ん 限界 が 
あり ます 。 そこ で 、 も う 少 し 別 の 基準 も 持っ て いる と 、 配 色 に 便 
利 で す 。 そ の ひと つが 、 色 の 持つ 意味 を 考え る こと で す 。 


例え ば 、「 か わい い 絵 が 描き た い !| と いう と き に 、 ど ん な 色 を 使っ 
た ら よ いで し ょ うか 。 ピ ンク で すね 。 ピン ク で す 。「 ピ ンク 」 =I 
わい い ] の 連想 、 こ れ が 色 の 持つ 意味 で す 。 


し か し 、 こ こ で も や は り 話 は も う 少 し 複雑 な の で し た 。「 ピ ンク ] 
に も 様々 な ビン ク が あり ます 。 例え ば 、 や や 肌色 が か っ た ベビ ー 
ピン ク は 幼い か わい らし さ が 感じ られ ます し 、 逆 に 紫 方 向 に ずら し 
て みる と 色っぽ さ が 出 て きま す 。 彩 度 を 少し 落と し て みる と 、 上 品 
さ を 演出 で きる か も し れ ま せん 。 ピン ク の 選び 方 で 様々 な ニュ ア 
ンス の 「 か わい い 」 を 表現 で きる の で す 。 こ の よう な 色 の 持つ 
情報 を うま く 込め る こと が で きれ ば 、 漠 然 と 色 を 置い た より も 絵 の 
イメ ー ジ が 伝わり や すく な り ま す 。 


また 、 先 ほど 完全 に 私 の 主観 で 「 ビ ピン ク 」 =「 か わい い 」 な 
ど と 断言 し て し まい まし た が 、 色 の 意味 や 色 に 対す る イメ ー ジ は 、 
少な く と も 同じ 文化 内 で あれ ば 一 般 性 の 高い も の で す 。 赤 と 青 
で 温度 を 連想 し て くだ さい と 言わ れ た ら 、 大 抵 の 日 本 人 は 赤 は 熟 
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い 、 青 は 冷た いな ど と 思う も の で す 。 し た が っ て 、 イ メー ジ 通 り 
の 色 を 塗る た め に 、 色 の 意味 を 考え る こと は ほとん ど 必 須 の 作 
業 に な り ま す 。 
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<2 色 の 組み 合わ せ > 


色 の イメ ー ジ は 、 1 色 ご と だ け で な く 、 組み 合わ せ に よっ て も 決 
まり ます 。 基本 の 手順 で 説明 し た よう に 、 本 章 で は 2 色 の グラ デー 


か わい い の 基 本 色 ピ ンク で す が 、 あ ざと く な っ て し まう の で 少し オレ 
ンジ 寄り に し て 、 黄 色 も 足し て …… 照 れ 隠 し で す 。 色 を 組み 合わ 
せる 際 、 色 環 で 隣接 する 色 は まとまり や すく 便利 で す 。 


同じ ピン ク で も 、 緑 を 少し 加え る こと で 春 っ ぽい 感じ に な り ます 。 
桜の 色 で す 。 


黄 緑 は それ だ け で も 若葉 の 色 と し て 生き 生き し た か わい さ を 出 せま 
TM, アク セン ト に 黄色 を 加え る こと で 、 よ り 幼 な か っ た り 明 る い 
感じ に な り ます 。 


ショ ン を 多用 し ます の で 、 私 の 好き な 2 色 の 組み 合わ せ を 例 と し 
て あげ て み ま す 。 


a 


閣 と 月 の 色 で す 。 ペ ー ル な 色合い だ と ロマ ンチ ッ ク な 感じ に 、 ビ ピッ 
ド だ と ハロ ウィ ン と か 魔法 使い っ ぽい 色 に な り ま すね 。 黄色 は どん 
な 色 と も 合わ せ や すい 魔法 の 色 だ と 思い ます 。 


補色 同士 と し て は ど ぎ つく な り に くく 、 爽 や か で 好感 度 の 高い 組 
み 合 わせ で す 。 暑 苦 し く な ら ず に 夏 っ ぽく する こと が で きま す 。 水 
色 を うま く 選 ぶ と 、 水 の 色 と 空 の 色 で 別 の 雰囲気 を 作る こと が で き 
ます 。 


く 色 選び の 参考 資料 > 


色 の 意味 の ボキ ャ ブラ リー が 豊富 な ほど 、 色 選び が 行い や す 
く な る は ず で す 。 自分 で た くさ ん 色 を 塗っ て みる こと は も ちろ ん 必 
要 で す が 、 一 般 性 の ある 配色 イメ ー ジ を 知る た め に は 、 書 籍 な ど 
を 利用 する の が 近道 だ と 思い ます 。 色 や 色 の 組み 合わ せ と イ メー 
ジ を 対応 させ て 紹介 する よう な 本 が た くさ ん 出 て いま す の で 、1 
冊 持 っ て お いて も 損 は あり ませ ん 。 そ の よう な 資料 を 落 彩 の 参考 
に し て も も ちろ ん いい で すし 、 眺 め て いる だ け で も 新しく 自分 の 好 
き な 色 が 見 つか っ て 、 自分 の 持つ イメ ー ジ が 広がる きっ か け に な っ 
た りす る か も し れ ま せん 。 参考 に な り そ うな 文献 を いく つか 紹介 し 
て お きま す 。 


・「 配 色 イ メー ジワ ー ク 】 (講談 社 ) 

・「 同 人 誌 や イラ スト を 短 時 間 で 美しく 彩る 配色 アイ デア 
100) (マー ル 社 ) 

・「 配 色 デザ イン の アイ デア 1000) ( 翔 泳社 ) 


@ @ 
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Op を きる 


基本 の 塗り 


髪 で 説明 し た 塗り 方 と 、 基 本 的 に は 同じ で す 。 髪 より 単調 
に 塗っ て いま す が 、 塗 り 進め て か ら 情 報 を 足す か どう か 考え 
ます 。 


Column 
白 に つい て 


白 は ほとん どの 場合 塗り 残さ ぐず 、 ご く 薄 く 色 を 乗せ ます 。 
白 は 周囲 の 色 を 非常 に 映し や すい 他 、 光 源 に つい て 考え た 
り 、 色 の イメ ー ジ か ら 自 由 に 配色 する こと が で きま す 。 BER 
せる こと で 、 同じ 白 で も 色々 な ニュ アン ス を 持た せる こと が で 
きま す 。 例え ば 、 次 の よう な 色 を 使い ます 。 


で 黄色 ・ ク リー ム 色 > 

非常 に 使い 勝手 の いい 色 で す 。 太陽 光 が 散 乱 し た や さ し い 
光 を 表現 する こと が で きる た め 、 影 を 乗せ な く て も 違和感 が あ 
り ま せん 。 明る い オ レン ジ っ ぽい 色 に すれ ば 、 光 の 色 の 影響 
を 大 きく 見 せら れ ま す 。 


< 青紫 > 
こち ら も 使い や すい 色 で す 。 青紫 は 太陽 光 の 補色 な の で 、 
影 に 使う と 強い 日 光 を 表現 で きま す 。 


< 水色 > 
さわ や か で 、 ば り っ と し た 印象 に な り ま す 。 薄く て 硬い 質感 を 
表現 で きま す 。 


く ピ ンク > 

水色 と 逆 の イメ ー ジ で 、 ふ ん わり と 柔らか い 感 じ に な り ます 。 
ビ ピンク の 白 は 女の子 の 絵 に は 便利 で 、 つ い 使い すぎ て し まい 
ます ね 。 


ia、 4 4 . 2a ra 
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服 の 細部 


レー ス は タッ チ を 生か し 、 微 妙 に 濃 さ を 変化 させ て ふん わ 
り 見 せま す 。 デ フォ ル メ を 効か せ た 絵 だ と 、 正 確 に 立体 を 把 
握 し な く て も それ っ ぽく 見 せら れ ま す 。 単調 だ な と 感じ た ら 色 
を 足し ます 。 
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Column. 
「 適 当 ] は か わい い ? 


Painter の 直線 ツー ル が あま り 高 機能 で な いと いう 事情 も あり ま 
す が 、 今 回 の 作例 で は 、 線 画 の 時 点 で あま りき れい な 線 を 引か な 
いよ うに し て いま す 。 こ れ は 、 ア ナ ロ グ 感 を 出し て 水彩 っ ぽい 絵 に 
する と いう こと 以上 に 、 手 描き 感 が 素朴 な か わい さ の 演出 に 便利 
だ か ら で す 。 


イラ スト 作例 


イラ スト 作例 


e@ee@@ @ 


% 49 ctlpp 


エプロ ン の 端 を 塗っ た と き に な ん と な く 単 調 だ な と 思っ た の 
と 、 少 し 色 が 濃かっ た の で 、 チ ェ ッ ク 模 様 に し て み ま し た 。 柄 
は あま りき っ ちり し た 線 に は こだわ ら ず に 、 雰囲気 優先 で 描き 
まし た 。 


ちょ っ ぴり 適当 で 隙 の ある 描き 方 は 、 肩 肘 張ら な いい い 意味 で 
の 子供 っ ぽ さ を 表現 し て くれ ます 。 例え ば この よう に 、 た だ の MS 
ゴシック フォ ント も あえ て 少し 無造作 に な ぞ っ て や る と 、 な ん だ か か 
わい く 見 えて こない で し ょ うか 。 こ の よう な 「 あ えて 手描き ] は 、 か っ 
ちり し た 雰囲気 を 外し た り 、 人 の 温か み を プラ ス し た い 時 に も 効果 
的 で す 。 


絵 を 描く と き 、 雑 に な ら な いよ うに 気 を 配る の は 当然 必要 な こと 
で す が 、 デ ジタル 画材 に は 、 や ろう と 思え ば 逆 に いく ら で も きっ ち 
り 描 け て し まう と いう 側面 も あり ます 。 適当 さも 方 法 の ひと つ で ある 
と 頭 の 隅 に 置い て お く と 、 気 の 持ち よう や 絵 の 雪 囲 気 も る 違っ て く 
る か も し れ ま せん 。 


きる weeoeeecec) eed > 
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所 を まる 


色 の 選び 方 | ペー ス の 塗り 


肌 を 塗り ます 。 肌 は 基本 の 塗り と は 少し 考え 方 が 違い 、 よ ペー ス の 色 を 乗せ ます 。 肌 は 塗り ムラ が 目立ち や すい の で 、 
り は っ きり と し た ルー ル が あり ます 。 気持 ち 均一 に 塗っ た り 、 テ クス チャ を 控え め に し ます 。 ま た 色 
の 違い も 目立ち や すい の で 、 顔 、 腕 、 足 な どの パー ツ を 一 気 
に 塗っ て し まっ た 方 が いい と 思い ます 。 


私 が 使う 肌色 は 、 


次 に 、 影 の 色 を 選び ます 。 影 の 色 も 肌色 選び の ルー ル に 従 
い 、 明 度 は 落と し ませ ん 。 代 わり に 彩 度 を 上 げ 、 色相 を 赤 方 
向 に ずら し ます 。 影 と いう より は 、 血 色 を 表現 する 意図 が 大 
きい で す 。 彩 度 は 大 きめ に 上 げた 方 が メリ ハリ が つき ます が 、 
色相 は あま り 赤 方 向 に ずら す と また 紫 に 見 えて し まい ます の 
で 、 鮮 や か な オレ ンジ くら い に し ま す 。 


か と いっ て ピン ク に 近く な っ て も 血色 が 悪く 見 えて し まい ま 
す 。 日 本 人 は 黄色 い 肌 を 見 慣れ て いる の で 、 少 し 肌色 が ピン 
ク 寄 り に な る だ け で 、 そ れ を 通り 越し た 紫 に 見 えて し まう よう 
で す 。 白人 を 表現 する と き は 、 ほ ん の 少し だ け ピ ンク 寄り 、 A 
寄り に する と よい で し ょ う 。 


また 、 肌 色 を 選ぶ と き 、 重 要 な こと が も う ひ と つ あ り ま す 。 
肌 に 乗せ る 色 に は 、 特 別 な 意図 を 持っ た 時 以外 は シア ン ( 青 
系 統 の 色 成 分 ) を 混ぜ な いと いう こと で す 。 特 に 印刷 用 の 場 
合 、 青 が 混じる と 一 気 に 血 色 が 悪く な り ま す 。 カラ ー ピ ッ カ ー 
で 選ぶ 肌色 は 三角 形 の 上 の 辺 沿い 、 明 度 最大 の 部 分 だ け で す 。 
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肌 の 仕上 げ ( 反 射 光 ) き 


肌 に 当たる 光 を うま く 利 用 し て 肌 の きれ いさ を 表現 する た め 
の 、3 つの 手順 を 紹介 し ます 。 


3 
まず 、 肌 の 面 に 反射 する 光 を 入れ ます 。 き め組 か く 瑞 々 し の 


い 肌 は 、 光 を 反射 し て より 白く 見 えま す 。 そ こ で 、 ベ ー ス の 
色 を 水 ブ ラ シ で 薄く し て 、 光 の 反射 を 表現 し ます 。 こ の 反射 
は 腕 や 足 の 広い 面 や 、 類 の よう な 大 き な 球 面 に 見 られ ます 。 
水 ブ ラ シ で 色 を 抜く 前 に 、 薄 い 黄色 で グラ デー ショ ン を か け 
て お け ば 、 自 然 光 が 当たっ て いる 様子 に な る と 思い ます 。 


と 


影 に な っ て いる 部 分 に 色 を 乗せ ます 。 こ の と き 影 を 落と す 
こと に こだわ ら ず 、 肌 の 面 の 丸み に 沿っ て 筆 を 走ら せる 感覚 
で 塗り ます 。 さ ら に ぽか し て 整え ます が 、 あ まり な だ ら か に ぼ ぽ 
か す と 出来 の 悪い 3D みた い に な る の で 、 あ る 程度 の メリ ハリ 
は 残し て お きま す 。 な お 今回 は 影 の レイ ヤー を 変え まし た が 、 
同じ レイ ヤー で ベー ス の 肌色 と 混ぜ な が ら 塗 る と より や わら 
か い 感 じ に な り 、 ま た 血色 を 表現 する 意図 が 強く な り ます 。 


Dene AES Lk «Wome et for 使用 する 色 
肌 (ペー ス ) R255/G240/B230 
A (8%) _ | R255/G227/B207 


NI 
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肌 の 仕上 げ ( 赤 み ) 


次 に 、 凸 部 分 に 赤み を 入れ ます 。 指先 を 光源 に か ざし て み 
る と よく 分 か り ま す が 、 皮 膚 を 光 が 透 過す る と 、 赤 み を 帯び 
て 見 えま す 。 こ れ は 体 の 膨らん だ 、 丸 み を 帯び た 部 分 に よく 
見 られ る の で 、 柔 ら か さ の 表現 に 有効 で す 。 類 紅 は その 典型 
例 で す 。 類 の 他 、 膝 や 肩 、 指 先 、 鼻 と いっ た 部 分 に も 赤 を 挿 
し ます 。 こ の 時 、 凸 の 頂点 を 意識 し 、 丸 を 描く よう に 塗り ます 。 | 
この 時 の 赤 は 影 よ り も も う 少 し 赤い 色 を 選ぶ こと が 多い で す 。 | 


使用 する 色 


肌 (赤み ) i  R255/G211/B191 
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類 紅 は 他 と 同じ よう に 塗っ て も いい の で す が 、 デ フォ ル メ 
され た 絵 の 場合 、 い わ ゆ る 丸 ほ っ ぺ に する の も か わい いと 思 
いま す 。 ま ず 薄 め の 色 で 大 きめ に 丸 を 描き 、 そ の 内 側 に 濃い 
色 を 乗せ ます 。 丸 ほっぺ は 記号 的 な の で 、 特 別 お か し く な け 


れ ば 顔 の 境界 は 気 に し ませ ん 。 

前 Da NDTDU の ee Ja 使用 する 色 
類 紅 1 _。 R255/G234/B215 
類 紅 2 {F255/G201/B171 


Maris ELV の イメ ー ジ が あり ます が 、 
思 を 選ぶ 只 に は 思っ て いる より も オレ ンジ に と っ > た 証 が ' 

<) うま くい きま す 。 周り が 肌色 な の で 、 塗る と 目 の 錯 党 で 
実際 より も ピン 7 寄り に 見 える の で す 。 


eeee@eceeccee6 


PY に 


肌 の 仕上 げ ( ハ イラ イト ) 


a 


最後 に に 、 ハ イラ イト で す 。 反射 光 と 似 て いる の で す が 、 面 
が 強く カー ブ し て いる 場合 、 こ の 反射 も 強く な り ま す 。 し た が っ 
て 、 先 程 赤 み を 挿し た 凸 部 分 に 、 狭 く て は っ きり し た ハイ ライ 
ト が 現れ ます 。 こ の 「 ほ っ ぺ を 赤く し て 光 の 点 を 置く ] の は 、 
ほとん ど 魔 法 の 記号 の よう に 使え ます 。 


一 通り 塗っ た と ころ で 、 一 度 引い て 見 て み ま し た 。 肌 に 赤 
み を 入れ る 作業 は と て も 楽し い の で 、 つ いや りす ぎ て し まう こ 
と が あり ます 。 や りす ぎる と 焼け た よう な 色 に な っ て し まっ た 
り 、 肌 だ け 変 に 影 が つき すぎ て し まっ た りす る の で 、 そ うい う 
と ころ を 修正 し ます 。 デ ジタル 着 彩 は どう し て も 拡大 し て 塗り 
続け て し まい 、 全 体 の バラ ンス の 確認 が お ろ そ か に な り が ち 
な の で 、 た ま に 引 いて みる こと も 大 切 で す 。 
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Weeoeeecec: Oo 、 


⑳ 目 を まる 


= 
Seeeeeeecec、Wee 


基本 的 な 塗り 方 


目 の 塗り 方 は 人 に よっ て 千 差 万 別 な の で す が 、 基本 的 な 手 
順 と し て は 、 ベ ー ス の 色 を 塗る … ベ ペー ス よ り 濃 い 色 で 奥行 き 
を つけ る 一 ハイ ライ ト で 生気 を 与え る 、 と いっ た 流れ で 、 描 き 
込み や 表現 効果 な ど で 自 分 の 絵柄 と 擦り 合わ せる よう 考え る 
と いい と 思い ます 。 


まず 、 ベ ペー ス の 色 を 選び ます 。 目 の 色 は な か な か 迷い ます が 、 
結局 無難 に 髪 の 色 に 合わ せる こと が 多い で す 。 私 の 塗り 方 の 
場合 は 、 ベ ー ス の 色 は 最終 的 に 瞳 の アク セン トカ ラー に な る 
の で 、 仕 上 が り の 目標 と は ちょ っ と ずれ た 色 を 選ぶ こと も あり 
ます 。 ま た 、 ハ イラ イト を 表現 する 色 で も ある の で 、 明 る い 色 
を 選び ます 。 

ベー ス の 色 は 目 に 合わ せ て 切り 抜く の で は な く 、 少 し は み 
出す よう に 塗り ます 。 こ うす る と 、 色 の 浴 ん だ 潤 ん だ 感じ の 目 
に 見 えま す 。 


次 に レイ ヤー を 変え 、 濃 い め の 色 で 同じ よう に 塗り ます 。 
最終 的 に は ここ で 見 える 色 が 一 番 面積 が 広く 、 目 の 色 と し て 
認識 され る こと に な り ます 。 
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更に 暗め の 色 で 、 上 記 の 濃い 目 の 色 に グラ デー ショ ン を か 
け ま す 。 


使 用 す る 
目 (ペース) R255/G220/B150 
目 (濃い 色 ) 還 還 社 R255/G128/BO79 
目 (暗い 色 ) 較 還 国 R197/G103/B077 


そし て 、 下 側 を 水 ブ ラ シ で 削り ます 。 最 初 に 塗っ た ベー ス 
の 色 が 、 瞳 の 下 側 に 光 が 当たっ て で きる ハイ ライ ト の カラ ー 


と し て 現れ ます 。 


Se — 
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ベー ス の 色 も 水 ブ ラ シ で 削り ます 。 こ の と き 上 の レイ ヤー 
より も 少な め に 削り 、 グ ロー ( 光 ) を 表現 し ます 。 


は み 出 た 部 分 は 削っ て 形 を 整え ます 。 


塗り 重ね る と 色 が 濃く な り が ちな の で 、 周 り と 比べ な が ら 
水 ブ ラ シ で 薄め た り 、 レ イヤ ー の 不透明 度 を いじ っ て 濃 さ を 
調節 し ます 。 


最後 に 、 濃 い 色 の レイ ヤー に 消し ゴム で 小さ く 穴 を 開け て 、 
ハイ ライ ト に し ます 。 


\ 


暗い 色 に 直 扶 明度 の 高い 色 で 穴 を 開け 、 
その 中 中 を 消し ゴム で 白く 抜く と 、 
きも っ と 者 いり X 事 き の よ うな 色 に な り ま す 。 
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アク セン ドカ ラー 


ceeeeeeecoc Soe 


まぶた 


色 が 単調 だ な と 思っ た と き に 、 瞳 に 補色 で アク セン トカ ラー 
を 入れ る こと も よく あり ます 。 
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まぶた は 茶色 で 薄く 塗っ て お きま す 。 ま た 、 和 白目 に まぶた 
の 影 を 入れ ます 。 
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髪 飾 り 


この 英 飾 り は スグ リ で す 。 せ っ か く な の で 、 た ま に は ビ 


ビッ ド な 色 も 入れ て みよ うか な と 思い まし た 。 


そう いえ ば この 娘 は 白 タ イツ に し よう と 思っ て いた の 
で 、 自 の 塗り と 肌 の 塗り を 合わ せ た よ うな 感じ で 塗り ます 。 
それ と 、 エ プロ ン に 少し だ け 影 を 透け させ ます 。 


カチ ュー シャ R238/G223/B247 白 タ イツ R255/G252/B247 
mm) (x) RR R255/G105/B07E NT 
20h) ( 葉 ) ” R242/G248/B139 


以上 で 、 ひ と まず キャ ラク ター の 塗り が で きま し た 。 こ 
こま で で 使用 し て いる レイ ヤー は 16 枚 程度 で す 。 


A 
cceeeeeecoc S6e 


Step 03 
背景 の 塗り 


絵 の 空間 を 決め る 、 背 景 を 塗り ます 。 擬似 的 な 水彩 絵 の 質 感 表 現 
を 主 に 置き つつ 、 モ ノ の 質感 表現 に も 折り 合い を つけ て いき ます 。 
塗り 方 は 基本 的 に 人 物 と 変わ り ま せん が 、 
面 を 埋め な が ら 絵 の 情 報 量 を 増やし ます 。 


や weeoeeecec: でも 、3 


dé 基本 的 な 塗り 方 
背景 は 、1 種類 の モノ ご と に 塗り ます 。 こ れ に は 、 


・ 質 感 や 色合い に 統一 感 を 持た せる 
・ 情 報 の 詰め 込み すぎ を 防ぐ 
・ 作 業 を 効率 化す る 


と いっ た メリ ッ ト が あり ます 。 


実 例 


一 番 面 積 の 広い 、 ク ッ キ ー を 塗り な が ら 説明 し ます 。 クッ キー 
は プレ ー ン と チョ コレ ー ト の 2 つの 味 で 考え て いま す の で 、1 
つの 味 に つき 1 枚 の レイ ヤー を 使い ます 。 


ペース の 色 か ら こ まめ に ピッ カー を いじ っ て 、 色 を 増やし て 
いき ます 。 面 が 広い の で 、 色 情報 を 多め に 入れ て も よい と 判 
断 し まし た 。 た だ し これ は 食べ 物 な の で 、 お いし く な さそ うに 
見 えな いよ う 、 あ まり 外れ た 色 は 入れ な いよ うに し て いま す 。 


使用 する ttiti‘i‘(‘(‘(C(‘(‘(‘(‘(‘(‘(‘(‘ ( 
クッ キー 1 _ R255/G238/B199 
クッ キー 2 R255/G204/B148 
クッ キー3 {| R255/G220/B204 


まず は ペー ス の 色 を 1 色 見 つけ て 、 ざ っ と 全体 を 塗り ます 。 
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Peres, ee. 


ひと 通り 塗っ た 後 、 は み 出し を 消し ゴム で 削る と こん な 感じ 
で す 。 


V 7 ッ キ ー の 欄 欄 部 全 な ど 、 細か いり 箇所 の 


疾 し ゴム か け は 非常 に 面 智 な 作業 で す が '、 
) ディ テー ル と し て 大 事 な と ころ な の で 、 HAMA ST IZ 


\ DUST (MRCS MISHMTEMTH) ©  / 


CPPCC OPP PrP ert PP の PP 
Column. 
偶然 の 重ね 塗り を 生か す 


この 髪の毛 の 部 分 は クッ キー を 塗っ て いて は み 出し た 場所 
な の で す が 、 ち ょ っ と いい 色 が 出 て いる な ーー と 思い 始め て いま 
Fo こう いう と ころ を 覚え て お いて 、 後 で つけ 足し て みた り し 
ます 。 

水彩 風 の 塗り 方 で は 重ね 塗り は 全て 透け て 見 え 、 汚 く な り 
や すい の で 基本 的 に は 避け て いま す が 、 う まく 使え ば 深み の あ 
る 色 に な り ます 。 理論 的 に は 全て の 色 は ビッ カー で 選べ る の で 
す が 、 実際 に は 重ね 塗ら な いと うま く 出せ な い 色 も あり ます 。 


_ 
@@9eoeeece 


ae 
@6@@669@96@e@ 


チョ コク ッ キ ー も 同様 に 塗り ます 。 濃い 色 で どう し て も 濁り が 
ちな の で 、 プ レー ン よ り も 気 を 使い まし た 。 写真 で 見 た 通り の 
色 に する と 、 ど うし て も 絵 の イ メー ジ よ り も 濃く な りす ぎ て し ま 
う の で 、 な ん と か 擦り 合せ よう と 考え な が ら 色 を 選ん で いま す 。 


使 用 す る ee 
チョ コク ッ キ ー1 [RN R191/G124/B081 
チョ コク ッ キ ー2 [ER R117/G087/B053 
チョ コク ッ キ ー3 [ER R176/GO92/B084 


Google 画 像 検索 : ビ スケ ッ ト 


この 間 に 「 ク ッ キ ー| や [EAT yb) で 画像 検索 し て 、 ど 
ん な 色 か 確認 し た り し て いま す 。 最近 の 画像 検索 は 検索 結果 
を 一 覧 で 大 量 に 表示 し て くれ る の で 、 だ いた いこ ん な 色 、 と い 
う 感覚 を 得る の に 便利 で す 。 ひ と くち に クッ キー と いっ て も 、 
種類 や 焼き 加減 は ちち ろ ん の こと 、 光 の 当たり 方 や 写真 の 撮 


り 方 に よっ て も 様々 な 色 に 見 える こと が 分 か り ます 。 
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To Fo Est” sear 7 ee 
や weeoeeecec: COUT < 0 0 0 0 0 0 0 0 6 6 See 


dunes 
水彩 塗り で の 質感 表現 


水彩 風 の 塗り は 、 ど ちら か と いえ ば 抽象 的 な 表現 に 向い て 
いま す 。 質感 表現 に 力 を 入れ る あま り 、 下 手 に 写実 的 に な りす 
ぎる と 、 せ っ か く の 水 彩っ ぽ さ が 損なわ れ て し まう か も し れ ま 
せん 。 


・ 質 感 は 、 最低 限 モノ を 説明 する た め の 道 具 と 割り 切る 

・ 写 実 で は な く 、 そ れ っ ぽ く 見 える こと を 目指 す 

・ 水 彩 絵 の 質 感 表 現 を 優先 し 、 そ の 延長 で モノ の 質感 を 
つけ 足す 


くら い の 気 持ち で 塗る と 、 や りす ぎ て 浮い て し まう こと も 防げ 
ます し 、 な に より 気楽 に 取り 組め ます 。 以 下 、 何 点 か 具体 的 
に 紹介 し ます 。 


\ WILT CEMA ERAT SES. 
 RHIFSRA TIT UCETF eS 
= こう いう 塗り 廊 を し て いる と 、 VSLEKITEHRET Ie 


べら っ と し た 感じ を 出す た め に 1 色 で 塗り 、 水 ブラ シ で 色 を 
飛ば し て 少し だ け 光 沢 を 出し ます 。 


使用 する 色 | 


水彩 風 の 塗り ムラ を 強め に 残す よう に し て 、 ク ッ キ ー の 焼き 
ムラ や ざっ くり し た 質感 を 表現 し て いま す 。 ブ ラ シ サ イズ は か 
な り 大 きめ に し て いま す 。 ブ ラ シ 形 状 が 複雑 な の で 、 ブ ラ シ サ 
イズ を 変え る だ け で も タッ チ に 変化 が 出 ます 。 
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Se | 


銀色 は 少し だ け 青 の 混じっ た グレ ー を 選ぶ と うま くい き や す 
いで す 。 


EAR a TS 使用 する 色 
銀色 (ベー ス ) |) R189/G199/B209 
銀色 ( 影 ) A R141/G145/B169 


人 


に eu 


周囲 の 色 の 浴 み や 照り 返し の 量 に よっ て 質感 を 表現 で きま 
す 。 つ る つる し た 面 に は 多め に 周囲 の 色 を 乗せ 、 色 の 境界 を 
あま り ぼ か さ な い よう に し ます 。 金属 は 反射 や 映り 込み が ある 
の で 、 そ れ が 更に 顕著 に な り ま す 。 ベ ー ス の 色 数 を 少な くし 、 
周囲 の 映り 込み の 色 で 補う と 、 人 工 物 の 感じ が 出 や すい と 思 
いま す 。 


3 = ers 


BReeeocszuesc 


= 


A 
Veeceeecee' ER < 0 0 0 0 0 0 0 0 6 6 ee 


館 と ガラ ス 拍 


透明 な モノ の 塗り 方 で す 。 澄 ん だ 色 で 全体 を 塗っ て 、 モ ノ 
に 厚み の ある と ころ の 奥 の 方 に 影 の 色 を 置い て や る と 、 透 明 
感 を 表現 で きま す 。 レ イヤ ー は 1 枚 で す 。 こ の 影 の 色 に 、 下 
に ある モノ の 色 を 透け させ る と 透明 度 が 高く な り ま す 。 ハ イラ 
イト も 表面 の 反射 だ け で は な く 、 モ ノ の 中 で 光っ て いる ハイ ラ 


イト を 意識 し て 入れ て や り ま す 。 
ガラ ス 瓶 も 同じ 感覚 で 塗り まし た 。 基本 的 に は ガラ ス に 厚 
チー まこ ESERCREE み が あ る 部 分 ほど 濃く 塗り ます 。 中 空 の 球形 な の で 、 輸 郭 に 
近い 部 分 は 急 に 色 が 濃く な り ます 。 逆 に 光 を 反射 し て 明る く な 
。 F255/G204/B252 | る エッ ジ の 部 分 や 、 透 けた 色 を ども 入っ て くる の で 、 比較 的 李 
館 (RZ) [9 。 R218/G169/B223 端 な 色 遣 い に な り ます 。 根気 よく トラ イ & エ ラー を 繰り 返し な 
館 (透け た 色 ) 。 R255/G224/B206 | / ら 塗っ て いき ます 。 
pa pct oie parser ae eer 使用 する 色 


ガラ ス 瓶 (ペース)  。 R207/G255/B248 
HFA ( 影 ) 四 軸 Ro61/G186/B166 
AFAR (濃い 色 ) PP RO82/G166/B197 
ADAM (明る い 色 ) PPP) R084/G252/B255 
WAM (透け た 色 ) R255/G242/B208 


逆 に 半 不 透明 な 感じ に する た め に は 、 影 の 色 を 広め に と り 


ます 。 
瓶 の 中 に 入っ て いる 館 で す 。 ガ ラス の 向こう な の を いい こと 
に 、 か な りぼん や り と 適当 に 、 レ イヤ ー も 変え ず に 塗っ て いま 
す 。 透明 な モノ は 奥 の 影 を 意識 する 、 と いう の は 同じ で す 。 
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im 。 


も od ~ 


eeee@eooeccee66 ゐ 6 ゅ ee 


cwsxScyuecs BR co 


硬く つや が あり ます が 、 金属 や アガ ラス と は 違っ た 温か み の あ 
る 物質 で す の で 、 ぼ け 味 の 強い 反射 も 加え ます 。 こ の よう な 
ぼかし を 敢えて モノ の 形状 か ら 外 し て か ける と 、 水 彩っ ぽ さ に 
つなが り ま す 。 


あえ ず 単 色 で 塗っ て 、 こ れ で ひと まず 空間 が 埋まり まし た 。 


193 


i 
eeeeeeeecec、』ee 


Step O4 
加筆 修正 


絵 の 見 栄え を よく する た め に 行う 、 一 連 の 手順 を 紹介 し ます 。 最 後 
の ひと 頑張 り で 、 絵 の まとまり や 完成 度 を 1 段 上 げ ら れ ま す 。 一 見 地 
味 な 直し だ っ た り 、 ル ー チ ン 処 理 と も いえ る 作業 が 多い の で す が 、 ぐ 
ぐっ と 絵 が 仕上 が っ て いく の で 実は と て も 楽し い 工 程 で す 。 


WWeeoeeecco( TY 


sa 


これ くら い 大 き な 絵 だ と 、 ひ と まず 塗っ て みた けれ ど や っ ぱ 
り 気に入ら な か っ た り 、 改 め て 全体 を 見 渡す と 浮い て いた り 、 
と いっ た 部 分 は 必ず 出 て きま す 。 そ うい う 部 分 は 面倒 が ら ず に 
塗り 直し ます 。 


塗り 直し は 実際 に は 準 り と 並行 し て 
行っ > て いる も の も あり ます が 、 
仕上 げ と いう 意 p ま で ご こ ご で まとめ て 紹介 し ます 。 


人 物 


エプロ ン の 色 が ずっ と 気に入ら な か っ た の で 、 塗 り 直し ます 。 
直す か どう か 迷っ て いた の で す が 、 


・ 思 っ た より も 画面 が カラ フル に な っ た こと 


・ 床 に 似 た 色 を 置い た の で 、 埋 も れ て し まっ た こと 
で 、 直 す 気 に な り ま し た 。 


新しい レイ ヤー に 色 を 塗っ て か ら 古い レイ ヤー に 重ね て 表示 
し た と ころ 、 ち ょ うど 色 の 濃 さ が 周囲 と 馴染 ん で 映え る よう な 
気 が し た の で 、 こ の 色 を 使う こと に し ます 。 


使 用 す る & 語 科 a 


エプロ ン ( 新 ) |] R252/G215/B205 


194 Chapters 


6 


@@6@@6@6c 


そう こう し て いる うち に 、 そ も そる 背景 と 比べ て 女の子 が 
ちょ っ と 薄く て 埋もれ て し まっ て いる 気 が し た の で 、 左右 の 子 
の 髪 を 新規 レイ ヤー で 塗り 重ね まし た 。 


塗り 重ね た レイ ヤー 


ずっ と 同じ 画面 を 見 て 色 を 塗り 続け て いる と 、 ど うし て や 目 
が 慣れ て 色合い が 偏っ て きた り 、 だ ん だ ん 色 が 濃く 、 あ る い は 
薄く な りす ぎ た り し ます 。 目 が 疲れ た と 感じ た と き に は 、 そ の 
よう な 色 に 対す る 感覚 も お か し く な っ て いる と 思っ て 間違い あ 
り ま せん 。 塗 り 足す と 目 に 新しい の で よく な っ た よう に 感じ や 
すい の で す が 、 慎 重 に 判断 し た いも の で す 。 


vw. = — 
人 - we 


@e@ee@ecoeeccee6 


@@@e@ 


緑 は 好き な 色 な の で す が 、 塗 る の は どう に も 苦手 で 、 い つ 
も 色 選 びに 苦労 し ます 。 ア イシ ング は 当初 ミン ト 系 の 青 緑 を 
想定 し て いた の で す が 、 浮 いて いる 気 が し て 、 結 局 自分 の 好 
き な 黄 緑 に に し て し まい まし た 。 


ンー デー デー デ ーーーーーーーーーーーーー 


緑 が 難 し いこ と に つい て は 、 ) 


) HBR CMYK も の コラ ム も 参照 し て くだ さい ue 
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Es ee 


a 


0066606660 Coe 


eeceeecee' も 、 


Al oat OLS MI el dd a a al 項 A MM し TO 
Cm 
「 深 みな の あ る 色 」 と は 


先ほど の 瓶 の よう に 、 色 を 塗っ た 後に レイ ヤー の 不透明 度 
で 濃 さ を 調節 し て し まう こと は 、 割 と よく あり ます 。 で も 、 本 当 
は これ は 避け た いこ と で す 。 そう や っ て 作っ た 色 は 、 な ん と な 
く 深み の な い 、 情 報 に 欠け る 色 に な り が ち だ か ら で す 。 


js 8 


彩 度 だ け を 上 げ る 明度 だ け を 下げ る お を 両方 
る 


レイ ヤー の 不透明 度 を 下げ る と いう の は 、 色 の 彩 度 を 単純 
に 下げ た の と 同じ こと に な り ま す 。 し か し 、 あ る 色 か ら 濃 さ を 
変え た 色 を 選ぶ 場合 、 彩 度 だ け 、 あ る い は 明度 だ け を 変え る 
こと は ほとん ど あ り ま せん 。 最も 簡単 に 影 の 色 を 選ぶ 際 で も 、 
明度 を 下げ つつ 彩 度 を 上 げ る 、 と いっ た 方 法 を 採り ます 。 人 
の 目 は Photoshop の スポ イト の よう に 1 点 の 色 を 絶対 的 に 
捉え る の で は な く 、 周 囲 の 色 と の 相対 的 な 情報 と し て 認識 す 
る た め 、 こ うし た 方 が 自然 な メリ ハリ の 利 いた 色 に な りや すい 
か ら 5 で す 。 


左 か ら 、「 元 の 色 」 「 明 度 と 彩 度 を 変え た 薄い 色 」「 明 度 ・ 彩 度 ・ 色 相 
を 調節 し た 薄い 色 」 


さら に 、 色 に よっ て は 色相 も 変化 させ た 方 が よい 場合 が あ 
WES. 同じ 明度 ・ 彩 度 で あっ て も 、 黄 色 は 明る く 、 青 は 暗 
く 見 える な ど 、 色 相 に よっ て 感じ る 濃 さ が 違う か ら で す 。 例え 
が 緑 や オレ ンジ を 塗っ て みて 、 も う 少 し 薄い 色 が よかっ た 

gor 、 と 思っ た と き 、 明 度 ・ 彩 度 を 変え た だ け の 薄 緑 や 
1 だ 物足りな く 感 じ る こと が あり ます 。 
その よう な と き は 、 色 相 を 黄色 方 向 に ずら し て 、 黄 緑 や クリ ー 
ム 色 に し て みて くだ さい 。 黄色 の 持つ 明る さと 色合い の 両方 
が 加味 され て 、 色 の 深み を 失わ ず に 色合い を 薄め る こと が で 
きま す 。 先 に 人 の 肌 の 塗り 方 で 、 血 色 を よく する 色 の 選び 
方 を 説明 し まし た が 、 そ れ も こ の 一 例 で す 。 


実物 の ガラ スコ ッ プ を 見 た り 、 ト ライ & エ ラー を 繰り 返し て 


拠 を 塗っ て いる うち に 、 い か に も 頑張 っ た 感 が 出 て 周り か ら Me ee espe eaten as 
BPOCUSUSU Es た だ 入り 直す お の は あま り に 下 全 だ だ っ だ 試行 和良 し て いる うち に 、 この 色 を と うし た いと き は こう 、 と い 
の で 、 力 任せ に レイ ヤー の 不透明 度 ご と 濃 さ を 709% に 落と し う パ ター ン が 経験 と し て 蓄積 され て いく よう で す 。 カラ ー ビ ピッ 
た 後 、 過 剰 な ハイ ライ ト を 潰し まし た 。 カー を どん どん いじ っ て 、 色 に つい て の 理解 を 深め て いき た い 


も の で す 。 
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導き 足し 


これ まで の 塗り は パー ツ ご と に 面 を 埋め た だ け な の で 、 絵 
と し て まとまり に 欠け 、 ぺ ら っ と し た 感じ が し ます 。 こ れ を 補 
うた め 、 描 き 足 し を し ます 。 画面 全体 に 同じ 種類 の 情報 を 付 
加 す る こと で まとめ る 作戦 で す 。 
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水彩 風 の 塗 り 方 で は 影 は 必ず し も 重要 で は な い の で す が 、 
ある 程度 モノ が 多く て 混ん だ 絵 だ と 、 ど うし て も 空間 の 説明 
の た め に 必要 に な っ て きま す 。 過剰 に な ら な いよ う 、 モ ノ の 形 
に と ら わ れ す ぎ ず 、 薄 墨 で 染み を つけ る よう な 感覚 で 塗っ て 
いき ます 。 全 体 を 馴染 ませ て 落ち 着け る た め に 、 ほ ば 単色 で 
塗っ て いま す 。 


使用 する 色 


影 
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璧 が の っ ぺり し て いた の で 、 ご く 微 妙 に グラ デー ショ ン を 
足し ます (この 後 、 壁 以外 に か か っ た 部 分 は 消し まし た )。 


人 物 は も う 少し 彩 度 の ある 色 を 使っ て 輪郭 を な ぞ る こと で 、 
まわ りか ら 浮か す よ うに し ます 。 
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線画 色 の 変更 


線画 の 色 を 塗り に 合わ せ て 変え ます 。 こ れ は 絵 の 雰 囲 気 が 
一 気 に 変 わる の で 、 と て ゃ 面白 い 作業 で す 。 


線画 レイ ヤー の 透明 度 を ロッ ク し て お いて 、 ブ ラ シ で な ぞ っ 
て いき ます 。 色 は 塗り と は 違い 、 線 が 消え て し まわ な いよ う 、 
濃 ぐ 暗め の 色 を 選ん で いま す 。 


基本 的 に 1 つの パー ツ に つき 1 色 で いい の で す が 、 色 を 浴 
ませ た 部 分 は それ に 合わ せ た り 、 光 の 当たっ て いる 部 分 は 明る 
く 飛 ば し た り し ます 。 
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顔 も 少し 気 を つけ ます 。 類 は か な り 赤 い 色 に し ます 。 


また 、 顔 以外 に も 、 肌 の 赤み を さ し た 部 分 は 少し 赤 め に し 
て や り ま す 。 筆 の タッ チ で 、 線 の 色 が グラ デー ショ ン す る よう 
に し ます 。 
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まぶた は 周り の 線 の 濃 さ に 合わ せ た 赤 茶色 で 塗っ た 後 、 目 
尻 を ば ぼんやり と 赤く し ます 。 さ ら に 、 こ の 赤 に 合わ せ て 塗り で 
赤み を 足し ます 。 こ の 目 の 周り の 赤み が ある と 、 視 線 や 表情 が 
暖か く な る 気 が し ます 。 
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床 の 塗り レイ ヤー の 上 に 1 枚 レ イヤ ー を 足し て 、 白い 水玉 
を 描き ます 。 こ こ で は 、Photoshop で 水玉 を 作り 、 床 に 合わ 
せ て 貼り つけ た も の を 、 線 画 ブラ シ で 手描き で 白く な ぞ っ て 
いま す 。 
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一 番 上 の レイ ヤー に 、 白 で ハイ ライ ト を 描き ます 。 


ハイ ライ ト は 線画 ブラ シ と ホワ イト ブラ シ の 2 種類 を 使い 分 
け て 入れ て いき ます 。 


小さ く 白 い 点 を 作り 、 そ の 周り を 線画 ブラ シ で 半 透 明 に な ぞ 
る と 光 が 散 乱 し て いる 様子 に な り ま す 。 テ クス チャ を よく 拾っ 
て くれ 、 透 明度 の 低い ブラ シ な の で 、 適 度 に ふん わり し た ハイ 
ライ ト に な り ま す 。 逆 に 線画 ブラ シン で は エッ ジ や 塗料 が 足り な 
いと き は 、 ホ ワイ トブ ラ シ を 使い ます 。 


顔 が 斜め 向き の 場合 、 瞳 の 境界 線 に か け て ハイ ライ ト を 入 
れる と 、 眼 球 の 丸み と 透明 な 角膜 の 厚み を 表現 で きま す 。 
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髪 の ハ イラ イト も らく が きっ ぽく 入れ る の が マイ ブー ム で 
す 。 適当 で いい の で 楽ちん で す 。 


A 1 
更に 、 白髪 (と 言っ て は な ん で す が ……) を 描き 足し ます 。 
白髪 は 光 を 反射 し て 初め て 見 える 細い 髪 な の で 、 本 物 の 白髪 
と は 逆 に 、 細 く て ふわ ふわ 、 さ ら さ らし た 若い 髪 を 表現 で きま 
す 。 元 か ら 描い て ある 髪 の 輪郭 に 沿わ せま す が 、 た ま に 違 う 
方 向 に も 舞 わ せ て や り ま す 。 ま た 、 目 や 類 に か け て や る と 分 
か りや すく な り ま す 。 


5 


白 を 描き 込む と Eh 邊 が や も 5 か く な り 、 
、 か ね いく 見 える こと が ありま す 。 
“線画 を な そる 方 法 は 、 ハイ ライ ト だ け で な く / 
\ Wh の 萌 の 槽 か み の 時 に も 合え ます < / 


モノ に も どん どん 入れ て いき ます 。 ハ イラ イト は 今さら 写実 
的 に 入れ る つも り は あり ませ ん 。 自由 に らく が き し て 、 情 報 を 
増やし て いき ます 。 


ハイ ライ ト の 延長 で 、 白 で らく が き し て いき ます 。 こ れ は も 
う 絵 自体 と は 全然 関係 な く 、 上 か ら そ うい う レ イヤ ー を 被せ て 
し まう 感覚 で す 。 絵 の モチ ー フ か ら 連 想 し た り し て 、 色 々 な 
形 を を 考え て は 描き ます 。 細 い 線 は 不透明 度 の 高い レイ ヤー、 
太い 線 は 不透明 度 の 低い レイ ヤー と 分 け て 、 メ リハ リ を つけ で 
いま す 。 


OM 
目 の 中 に 何 か あ る と か ね いい と 思い ます 。 
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全体 で これ くら い 描 き 込 み ま し た 。 な お 、 ら く が き は ハイ ラ | 
イト と は レイ ヤー を 別に し て お き 、 レ イヤ ー 不 透明 度 を 1 段階 | 
下げ て 悪 目立ち し な いよ うに する こと が 多い で す 。 今回 も こ | 
の 後 も う 少し 薄く し まし た 。 | 
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Photoshop を 使っ て 、 最 後 の 仕上 げ を し ます 。 簡単 な 画像 処理 
で の 加工 や 、 印 刷 用 の 色 変 換 で す 。 


Photoshop で の 画像 補正 


これ まで Painter で 描い て いた 絵 の レ イヤ ー を [全て 固定 ]( 統 
合 ) し 、PSD ファ イル で 書き 出し て Photoshop に 持っ て きま す 。 
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Painter t Photoshop の 互換 性 は 特に 
レイ ヤー まね! り が 不 守 全 な の で -、 PSD へ の 書き 出し 前 に は 
レイ ヤー を 統合 し て お く の が 無難 で す 。 


レイ ヤー 効果 


統合 し て 1 枚 の 絵 に な っ た 背景 レイ ヤー を 丸ごと 複製 し 、 メ 
ニュ ー か ら 「[ フ ィ ル タ ] > [EPL] 一 [ぼかし (ガウ ス )] を 
か け ま す 。 数 値 は 絵 の 大 き さ な ど に も よる の で 一 概 に は 言え な 
い の で す が 、 輸 郭 が 残る か どう か くら い を 目安 に し て いま す 。 
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ぼかし た レイ ヤー を [乗算 ] モー ド に し ます 。 乗算 で は 透明 
フィ ルム の よう に 下 の レ イヤ ー に 重なる の で 、 重 な っ た 部 分 の 
色 が 濃く な る の と 、 ぼ けた レイ ヤー が 下 の 線 画 と 重なっ て 、 輸 
郭 が ふん わり する 効果 が あり ます 。 


た だ し 、 補 正 は や りす ぎ な いよ うに 注意 が 必要 で す 。 
Photoshop で の 加工 は ワン アク ショ ン で 劇 的 に 絵 の イ メー ジ 
が 変わ る の で 、 絵 が よく な っ た よう に 錯覚 し が ち で す が 、 あ く 
まで それ は 目 に 新しい だ け で ある と 肝 に 銘じ る べき で す 。 一 目 
で 分 か る ほど の 効果 は くど すぎ る の で 、 隠 し 味 程度 に 留め な 
けれ ば いけ ませ ん 。 


乗算 に し た だ け で は 焼け た よう な 色 に な っ て し まっ て いま す 
の で 、 レ イヤ ー の 不透明 度 を 20% ま で 落と し ます 。 印刷 を 想 
定 し な い 場 合 は 、 こ れ で 完成 で す 。 
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CMYK 化 と シア ン 抜 き 


同人 誌 な ど で 印 刷 所 に 入 稿 する 場合 は 、 も う ひ と 作業 残っ 
て いま す 。 カ ラー モー ド の 変更 で す 。 

カラ ー モ ー ド に つい て 詳し く は 後ろ の コラ ム で 説明 し ます 
が 、 現 在 の Painter は CMYK モー ド の 画像 を 扱え な い の で 、 
PSD ファ イル は RGB モー ド で 出力 し て いま す 。 印刷 用 に は 、 
これ を CMYK モー ド に 変換 する 必要 が あり ます 。 


ミ し 、 FRAT I> Ts RGB モー ド に 合わ あせ て 
、 最 適 ( 作 され て お り 、 RGB モー ド の まま の 方 が 

s 色 の 再現 ! 貴 が いい 1 量 合 が あり ます 。 
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CMYK 変換 の 際 、 こ れ だ け は 確認 し て お いて 損 は な いと い 
う の は 、 肌 の 色情 報 で す 。 肌 の 塗り の 項 で 、 肌 に は 青 を 混ぜ 
な いと いう こと を 説明 し まし た 。CMYK で は これ が 特に 問題 に 
な りや すく 、 印 刷 し て みた ら 上 顔色 が 悪く な っ て が っ か り 、 と い 
う の は あり が ちな 経験 で す 。 肌 色 は 変換 に よっ て シア ン ( 青 ) 
が 混じり や すく 、 ま た 人 の 顔 は 絵 の 中 心 で も ある こと が 多い た め 
で す 。 肌 に シア ン が 混じっ て いな いか を 確認 し 、 シ アン 抜き と 
いう 一 手間 を か ける だ け で この 問題 は 回 避 で きま す 。 


まず 、 肌 色 に シア ン が 混じっ て いな いか を 確認 し ます 。 


P| Adobe Photoshop CS3 Extended - [SnapCrab_2013-04-28_16-55-20 | 


| 個 ファ イル (F) MRE) [イメージ 9 ] レイ ヤー(L) wRRRIS) フィ ル タ | 
モノ クロ 2 PRB) 
。| グレ ー ス ケー ル (G) 
Bee) | ルト 0) 
複製 (D).… イン デック スカ ラー().… 
画 人 提 作 Y) |v RG カラ ー() 
BHC... | 
| ARAEORERC.. cuter | 5 カラー(0 
カン バス ジイ ズ (5 Akorirc | マチ チャ ン も MD 


変換 自体 は 簡単 で 、Photoshop 上 で [イメージ ] 一 [モード] 
— [CMYK カラ ー] に チェ ッ ク を 変え る だ け で す 。 た だ し 、 こ 
れ に よっ て 色 味 が 変わ っ て し まう 場合 が ある の で 、 そ の 確認 と 
補正 を し な いと いけ ませ ん 。 厳密 に や ろう と する と 手間 が か か 
り ま す が 、 こ こ で は 最低 限 や っ て お きた い 作 業 を 説明 し ます 。 


[ウィ ンド ウ ] 一 [カラー] を 選択 し 、 表 示さ れる カラ ー パ 
ネル を CMYK スラ イダ 表示 に し て お きま す 。 

次 に スポ イト ツー ル を 選択 し 、 サ ンプ ル 範 囲 を [指定 し た ピ 
クセ ル ] に し ます 。 こ れ で 、 ス ポイ ト ツ ー ル で クリ ッ ク し た 部 
分 の 色 が 、 カ ラー ウィ ンド ウ に CMYK 値 で 表示 され る よう に 
な り ま し た 。 
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Cm 
カラ ー モ ー ド と 色 味 の ずれ 


デジ タル で 色 を 扱う 際 、 モ ニタ ー 上 で は RGB (レッ ド ( 赤 )・ グ リー 
ン ( 緑 ) ・ ブ ルー ( 青 )) の 光 の 混ぜ 合わ せ で 全て の 色 が 表現 さ 
れ て いま す 。 こ れ に 対し 、 印 刷 で は CMYK (シア ン ( 青 )・ マ ゼ 
ンダ ( 赤 )・ イ エロ ー ( 黄 )・ ブ ラッ ク ( 黒 )) の イン ク の 混ぜ 合わ 
せ で 色 を 作り ます 。 で す の で 、 印 刷 用 の デー タ と し て は CMYK モー 
ド が 適し て いる と いう こと に な り ます 。 


作例 で 示し た よう に 、RGB で 描い た 絵 は 、 印 刷 用 に は 
Photoshop で CMYK に 変換 する 必要 が あり ます 。 し か し この 変 
換 が 曲 者 で 、RGB と CMYK は 根本 的 に 色 の 概念 が 異な る た め 、 
か な り 色 が 変わ っ て し まう こと も よく あり ます 。 特に RGB で 明度 ・ 
彩 度 が 高い 色 は 、CMYK に する と くす みや すい で す 。HGB は 光 
を 発し て 色 を 作る の で 、 イ ンク で は 出せ な い 色 が ある の で す 。 例え 
ば 、RGB の グリ ー ン は CMYK の 緑 よ り も 表現 可能 な 色 の 範囲 
が 広く 、 モ ニタ ー 上 で 蛍光 に 見 える の で (つま り 光っ て 見 える の で ) 、 


この 変化 が 顕著 に 出 や すい で す 。 今回 の 絵 で いえ ば 、 瓶 は 明 ら 
か に 色 が 変わ っ て し まい まし た 。 そ うい うこ と も あっ て 、 緑 は 難し い 
色 な の で す 。 


CMYK 化し て 色 が 変わ っ て し まっ た 場合 、 ト ー ン カー ブ な どの 色 
調 補正 ツー ル を 使え ば 、 あ る 程度 修正 する こと が で きま す 。 し か し 、 
元 の 色 に 戻 そう と 躍起 に な る こと は 、 多く の 場合 あま り 意 味 が あり 
ませ ん 。 印刷 で 色 が 変わ っ て し まう の は 、RGB — CMYK の 変換 
だ けが 原因 で は な いか ら で す 。 モニ ター 1 台 1 台 の 発色 特性 や 、 
印刷 機 の 調子 は も ちろ ん の こと 、 そ も そ も 人 の 色 に 対す る 認識 に 
も 個人 差 が ある は ず な の で 、 あ まり 細か いこ と を 気 に し て も 仕方 あ 
り ませ ん 。 印刷 すれ ば 色 は 変わ る も の 、 く らい の 気持 ち で 割り 切り 
まし ょ う 。 今回 は 瓶 の 色 が 変わ っ て し まい まし た が 、 実 は RGB の 
時 点 で は ビビ ッ ド すぎ て 安っぽ い の が 気 に に なっ て いた の で 、 い い 具 
合 に くす ん で くれ た の で は な いか な と 思い ます 。 


oe 


——_-— Fs wg 
Seee@6e@e6c 


eeee@eoceecceec 


確認 し た 限り で は 、C2% と いう 部 分 が あり まし た 。 こ れ に 
合わ せ て シア ン 抜 き を し ます (シア ン の 混じっ た 肌色 が 見 つか 
ら な けれ ば 、 こ こ か ら の 作業 は 必要 あり ませ ん )。 


メニ ュー の [イメ ー ジ ] 一 [色調 補正 ] 一 [トー ンカ ー ブ ] 
を 選択 し 、[ チ ャ ン ネ ル ] を シア ン に し ます 。 


肌 の 色々 な 部 分 を クリ ッ ク し て 、C (シア ン ) が 0% で な い 
部 分 が 無い か を 確認 し ます 。 

大 抵 の 場合 、 肌 の 塗り で 説明 し た よう に 、「 肌 色 は 明度 最大 
の 薄い オレ ンジ 色 」 と いう 原則 を 守っ て いれ ば 、 シ アン は 混 じ 
り ま せん 。 し か し 、 カ ラー ピッ カー の 微妙 な 加減 な ど で 、 シ ア 
ン が 混じる よう な 色 を 塗っ て し まっ て いる こと が あり ます 。 黄 
色っぽ い 肌 色 や 、 赤 み を か けた 部 分 は そう いっ た 可能 性 が 高 
いで す 。 な お 、 レ イヤ ー 効 果 で ぼかし を か けた の で 、 輪 郭 に 
近い 部 分 は 輪郭 や 周囲 の 色 が 混じっ て いる こと も あり ます が 、 
それ は 気 に し な く て 大 丈夫 で す 。 
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トー ンカ ー ブ (グラ フ の 右上 が り の 直線 ) の 一 番 左 下 を ドラ ッ 
グ し て 、「 入 力 」 の 数 値 を 先程 確認 し た シア ン の 混じり 具合 に 
合わ せ 、2 に し ます 。 心配 な ら そ れ よ り 大 きく し て も よい で す が 、 
この 補正 は 画面 全体 に か か る の で 、 全 て の 青 が 少し 薄く な る 
こと は 覚悟 し な けれ ば いけ ませ ん (だ いた い 5% を 超え る と 明 
ら か に 画面 の 色調 が 変わ っ て くる と 思い ます )。 

[OK] を クリ ッ ク し て 補正 を 適用 させ 、 完 了 で す 。 先程 確認 
し た C2% の 場所 が C0% に な っ て いる は ず で す 。 
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これ で 、 イ ラス ト は 完成 で す 。 


今回 参考 に し た 書籍 


[簡単 か わい い ALL C'S CAFE & Baby King Kitchen が 教え 
る メル ヘン デコ スイ ー ツ レシ ピ | (ダイ アプ レス ) 


熊谷 裕子 「 フ ルー ツ 菓 子 の テク ニッ ク 」 (旭屋 出版) 
小林 重 順 「 配 色 イ メー ジワ ー ク ] (講談 社 ) 


ジェ ー ム ズ ・ ガ ー ニ ー「 カ ラー& ラ イト リア リズ ム の た め の 色 
彩 と 光 の 描き 方 ] (ボー ン デ ジタル ) 


[mer] 2013 年 4 月 号 (学研 ) 
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著者 あと が き 


*※ は ね こと Hinchoto (第 1 章 担当 ) 

この 度 は メイ キン グ 本 に 参加 させ て いた だ き 、 ま た 、 ご 覧 頂き 誠に あり が と う ご 
ざい ます 。 メ イキ ング の お 仕事 は 初め て だ っ た た め 、 最 後 まで 完成 で きる か 不安 
も あり まし た が や り 切 る こと が で き て よかっ た で す 。 

普段 は 何気なく や っ て いる 塗り も 、 こ うし て 細か く 解 説 を 書き 出し て みる と 自分 
の 絵 を 客観 的 に 見 る こと が で き て 、 文 章 に は 苦労 し まし た が 、 と て も プラ ス に な り 
まし た 。 

何 は と も あれ 、 無限 に ある 塗り 方 の 中 の 1 つと し て 少し で も 参考 に な る こと が で 
きれ ば 嬉し いで す 。 改め て 本 当 に あり が と う ご ざ いま し た 。 


* KWVUTi き p- り (第 2 章 担 当 ) 


普段 pixiv な ど で 見 て いた だ いて いる 方 々 の た め に メイ キン グ を 作ろ うか と は 
思っ て いた の で す が 、 ち ょ うど タイ ミン グ が 合い 、 本 誌 の よう な 形 で 紹介 する こと と 
な り ま し た 。 

私 自身 まだ まだ 描き 方 を 模索 中 で は あり ます が 、 現 時 点 の も の を 紹介 する こと 
で 、 少 し で も 共感 じ て い た だ ける ポイ ント を 見 つけ て いた だ けれ ば と 思い ます 。 

そし て 最終 的 に は 、 読 者 の みな さん が それ を 自分 の 絵柄 に 落と し 込ん で 役立て 


て も ら え れ ば 嬉し い 限 り で す 。 


* 泉 Scum Sad (第 3 章 担 当 ) 

メイ キン グ で は 、 い ろ い ろ と 自分 の 作業 を 改め て 振り 返る こと が で き て すご く た 
め に な り ま し た 。 ま た 、 そ れ と 同時 に 自分 の 未熟 さ を 思い 知り まし た 。 今後 も 頑張 
り ま す 。 あ り が と う ご ざ いま し た 。 


* 鈴 ノ 性 <no (第 4 章 担当 ) 


今回 メイ キン グ と いう お 仕事 を 初め て いた だ いて 、 不 慣れ な 部 分 も あり 、 と て 
も 苦戦 し まし た 。 

普段 は 手順 な ど あ まり 考え ず に 塗っ て いた り し て 、 何 気 な く 描い て いる 部 分 も 、 
今回 メイ キン グ を 説明 する と いう こと で 考え な が ら 描 く こ と が 、 僕 自身 も と て も 勉強 
に な り ま し た 。 

今回 紹介 させ て 頂い た メイ キン グ が 、 少 し で も 読者 の みな さん の 助け に な れ ば 


幸い で す 。 あ り が と う ご ざ いま し た 。 


* し ぶつ Sparta (第 5 章 担当 ) 

何だ か 妙 ち きり ん な 塗り 方 を し て いて 目 を 付け られ た よう で す が 、 私 と し て は で き 
る だ け 手 抜き を し て 色 を 塗り た いと 思っ て この よう な 方 法 に な っ て いる だ け な の で 、 
正直 そん な に お 話し で きる の か 不安 で し た 。 

それ で も こう や っ て 解説 し て みる と 、 案 外 い ろ いろ 考え な が ら 塗っ て いる も の だ 
な あと 気付 か され る こと が た くさ ん あり まし た 。 

この よう な 機会 を いた だ き 、 また 私 の 解説 を 読ん を で いた だ き あ り が と う ご ざ いま し 
た 。 少 し で も お 役に立て まし た ら 幸 いで す 。 
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